
































私がヒロインだけど、その役は譲ります
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電子版 ビーズログ文庫アリス









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















※この作品はフィクションです。実在の人物、地名、団体とは一切関係ありません。
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　私には前世の記き憶おくがある。断じて寝ねぼけているわけでも妄もう想そうでもない。

　中学受験を控ひかえたある日、私は自分の名前を漢字で書いている時に、思い出した。

　神楽かぐら木ぎ凛りん花かって前世で読んだ少女漫まん画がのヒロインの名前じゃないか！

　ラノベで定番の悪役令れい嬢じようでした、ってパターンじゃないのか。そっちの方がよかったな。

　というのも、神楽木凛花が登場する少女漫画『世界は恋こいで溢あふれている』は、ヒロインの凛花の評判が物もの凄すごく悪いのだ。

　あっちの男へふらふら、こっちの男へふらふらとして、「私も何度はっきりしろー！」と叫さけんだことか。それでも最終回まで読み続けたのは、ライバルキャラが好きだったからだ。

　ヒーローとヒロインよりも、ヒーローとライバルキャラにくっついてほしかった。

　最終回のライバルキャラの姿に、私は滂ぼう沱だの涙なみだを流した。あんなヒロインに婚こん約やく者しやであるヒーローを取られたにもかかわらず、最後に二人を祝福した彼女の器のデカさに惚ほれ、同時にそんな彼女を振ったヒーローに殺意を覚えた。

　……と、まあ、とにもかくにも私は大だい嫌きらいなヒロインに生まれ変わってしまったらしい。

　いや、まだ決まったわけじゃない。もしかしたらここは『世界は恋で溢れている』の世界じゃないかもしれない。そう願おう。

　──願ったのに、神よ、あなたはなんて無む慈じ悲ひなのか。

　凛花たちが通う高校が実在するだなんて知りたくなかった。これはもう確実か。どうしよう、あんな人間になりたくない……！

　考えに考え抜いて、私は名案を思いついた。




　そうだ！　その高校に入らなければいいんだ！




　……なんて、思っていた時期が私にもありました。

　神楽木家はそれなりに裕ゆう福ふくな家系であり、母は良家の出身で、凛花が通う高校の卒業生でもあった。それゆえに、母校に通ってほしいと頼まれてしまった。

　私は母に弱い。父や弟にならノーと言えるのに、なぜか母には逆らえない。

　結論から言って、私は凛花が通う学校、桜さくら丘おか学園に高等部から編入することになった。

　受験で落ちれば……とも考えたけど、神楽木家の評判を落とすのはまずい。そのうえ、私は真ま面じ目めだ。真面目ゆえに入学試験に手を抜くことはできなかった。真面目が憎にくい。

　せめて凛花がバカだったら助かったのだが、残念なことに凛花はお勉強のできるバカだったらしい。いろいろ、残念だ……。

　中学を卒業し、どうしようどうしよう、と悩なやんでいる間にも時間は無情に過ぎていき、ついに明日が入学式だ。

　……私は腹を括くくった。

　こうなったら、徹底的にヒーローを避さけて、凛花とヒーローのフラグをへし折るしかない。あわよくば、ヒーローとライバルキャラをくっつけるのだ！

　私は二人を陰かげからこっそり見守ろう。そしてライバルキャラを応おう援えんしよう。

　そう決めると、それが私の使命のような気がして、やる気が出てきた。

　もうやるしかない。やってやる。これは、大好きな二人のためで、私のためでもあるのだ。

　───絶対に、漫画通りになんかなってあげない！
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　よく晴れた青空に、満開の桜。

　まるで天が私の入学式を祝ってくれているかのよう───




　なんて、少女漫まん画がのヒロインっぽく現実逃とう避ひをしていました。

　いよいよ私はヒーローとライバルキャラと対面するのだ。対面する気なんてないけどね！　遠くから確認するだけだけどね！

　私は母に連れられて、澄すんだ青空とは正反対のどんよりとした気持ちで、今日から通う桜さくら丘おか学園の門をくぐった。真新しい制服も今の私にとっては気分の上がるものではない。

　むしろ、これが現実なのかと絶望感を誘さそうものでしかない。まあ、もちろん、少女漫画のヒロインが着る制服なので、デザインはとても可か愛わいい。

　白いブレザーに水色のリボン。スカートは白地に水色のチェックが入っていて、全体的に白でまとめられたデザインだ。男子の制服も女子と大して変わらない。一度は制服デートをしてみたいな、と秘ひそかに思っていたりする。

　いや、しませんけどね？　凛りん花かみたいになる予定ないし。

　これから待ち構えるヒーローとのフラグをどう折ろうか悩なやんでいるのを、緊きん張ちようしていると勘かん違ちがいした母が、「大丈夫よ、だって貴女あなたは私の娘だもの」と言うのを聞き流しつつ、私は頭の中で『世界は恋こいで溢あふれている』の設定を振り返った。




『世界は恋で溢れている』、通つう称しようセカコイはお金持ち学校に高等部から入学したヒロインとヒーローのラブストーリーだ。まず、ヒロインとヒーローが出会うのは入学式。つまり、今日だ。これから、私はヒーローと顔を合わせることになる。私の記き憶おくが正しければ、確かヒーローは入学式で新入生代表の挨あい拶さつをするはず。まず、そこで一つ目のフラグが待ち構えている。それを全力で回避しなければ。

　……などと、必死で考えている間にいつの間にか入学式が始まっていた。

　アレー？　私どうやってここまで来たんだろう……記憶にない。ハッ。もしや、これはセカコイワールドの設定の力なのか!?　そんな力なんかに負けてたまるかあぁ！

　と、気合を入れたところでタイミングよくヒーローの名前が呼ばれた。

「新入生代表、東とう條じよう昴すばる」

「はい」

　穏おだやかな、しかしよく通る声が講堂に響ひびいた。

　壇だん上じように上がっていく彼かれに息をのむ音があちこちから聞こえた。

　それはそうだろう。彼はとてつもないイケメンなのだから。少女漫画のヒーローだしね。

　さらさらとした髪かみに、涼やかな目。口元は常に笑みを浮かべ、まさに王子様のような容姿。セカコイ読者は彼を王子と呼ぶ。私も心の中で王子と呼んでいる。

　彼が壇上に上がるまでをぼんやりと、ああこんなシーンあったなぁと眺ながめる。

　次はどんなシーンだっけ、と脳内で漫画を開いて、顔から血の気がすっと失せていった。

　……そうだ。ここで王子と凛花の目が合ってしまうのだ。それが次の王子とのイベントに繫つながってくる。奴やつと目を合わせないようにしないと！　よし、下でも向いているか。

　私はそっと王子から目を逸そらし、下を向く。すると、だんだんと眠くなってきた。

　昨日は今日の入学式が不安であまり寝ねていなかったからなあ……。

　なんて思っているうちに私は眠ってしまい、気付いたら閉式の言葉になっていた。やば……よだれ垂らして寝てた。誰だれかに見られて……ないようだ。よかった。

　こっそりよだれを拭いつつ、入学式のフラグを一つ折ることができたので、小さくガッツポーズをする。よし、この調子で次も頑がん張ばろう。




　なんとか無事に入学式を乗り切った私は、気分上々で教室に向かった。

　桜丘学園は小学部から大学部まであるエスカレーター式の学校だ。そのため、小学部からの内部進学組が大多数を占める。ちなみに王子とライバルキャラも小学部からである。

　それゆえに、クラスではもうグループが出来上がっていて、編入組は肩かた身みの狭い思いをする。

　しかし今の私にはそんなことは些さ細さいなことである。なぜなら私は今、機き嫌げんがいいから！

　グループの中にどうやって入るかなんて、そんなことはなんとかなるに決まっている。仮にぼっちになったらなったで、私は心ゆくまで王子とライバルキャラを見守るまでだ。

　……寂さびしくなんかない。ええ、寂しくなんてありませんとも。

　そんなことはさておき、とにかく今は次のフラグを折ることに専念しよう。

　一年生ではセカコイの主要キャラと一いつ緒しよのクラスにならないので、フラグが立つ心配がなく、教室の中は安心だ。

　そして、入学式の一日が終了する。うん、ここからが本番だけどね。

　入学式のあとに王子と凛花が出会い頭にぶつかる、というシーンがある。そこで王子から、入学式の時に君とは目が合ったね、運命的だね、なんて言われてしまうのだ。

　なんて恥はずかしい台詞せりふだろうか。それを普通に言える王子はなんて恥ずかしい奴なんだろうか。少女漫画のイケメンだから許されるけど。リアルにそんなことを言われたら、私なら引く。どんなイケメンだろうが、ドン引きする。そんな羞しゆう恥ちプレイを避さけるために、入学式に彼と目が合わないように気をつけたのだ。結果は良好。きっと羞恥プレイは避けることができるはずだ。

　出会い頭にぶつかるのを避ければいいのでは、とも考えたが、漫画の補正みたいな力で無理やりぶつかるはめになる可能性もあるため、入学式で目を合わせないようにするのが確実だと判断した。それなら私の意思でなんとかなりそうだし。

　でも、王子と直接会うのは避けたい。

　一ひと目め惚ぼれされても困るのだ。なんといっても少女漫画のヒロインたる私は美少女なのである。自分で言うのもあれだけど、ふわふわのカールが緩ゆるくかかった髪は天使の輪ができているし、ぱっちり二重ふたえにツケマが要らないくらい長くくるんと上向いた睫まつ毛げに、小ぶりでふっくらした唇くちびるを持つ、おおよそ少女漫画のヒロインたるに相応ふさわしい容姿をしている。だからそういう可能性もゼロじゃない。というか、漫画だと一目惚れだったような気がする。私の方は一目惚れという可能性はないけど、向こうはわからない。

　というわけで、私は王子とぶつかる予定の場所を避けて帰ることにした。本当は王子が帰ったのを確認してから下校すればいいのだろうけど、今日は用事がある。

　私の入学祝いに家族でディナーをするのだ。フランス料理のフルコースだ。そのディナーのための支度をしなければならないから早く帰ってくるように、と母から仰おおせつかっている。母の命めいに逆らってはならないのが神楽木家の掟おきてだ。破やぶったらなんて考えたくもない。

　私はフランス料理、と頭で唱えながら歩く。

　曲がり角は慎しん重ちように進む。どれも呆あつ気けなくクリア。そのことにさらに調子に乗った私は誰も見ていないのをいいことに、スキップをして鼻歌まで歌いながら進む。

「ふん、ふふん、ふーん♪」

　ご機嫌な私は横から急いでこちらに向かってきていた人影に気付かなかった。

　突とつ然ぜんドンと衝しよう撃げきが走り、私は後ろに弾はじけ飛びそうになる。転ぶ寸前のところで目の前から伸びてきた手に引っ張られ、尻しり餅もちをつくという醜しゆう態たいを晒さらさずに済んだ。ほっ……と胸を撫なで下ろしたのも束つかの間ま。

　ん？　ちょっと待って。この状じよう況きよう、なんか見覚えがあるんですけど？

「ごめん、大丈夫か？」

　聞こえたのは、想像していたのとは違ちがう声だった。

　よかった。フラグを折り損なったのかと思った。私はほっとしつつ、目の前にいる人物を見て息をのむ。
















　彼は王子とは正反対のイケメンだ。王子が柔やわらかくて温かいイメージなら、彼は冷たくて硬質なイメージ。真っ直ぐな黒い髪に、切れ長の目。少し長めの前髪は無造作に真ん中で分けられていて、その前髪をうるさそうに払う姿にうっとり見み惚とれる女子があとを絶たない。まさにクールビューティーと呼ぶに相応しい容よう貌ぼうの美少年。

　そんな彼のことを、私は知っていた。彼はセカコイの主要人物だ。

　王子の親友、蓮はす見み奏そう祐すけ。作中で王子を『太陽』、彼を『月』と例えることがあったが、まさにそのイメージにぴったりな二人である。

　私は彼の情報を思い出しつつ、良家のお嬢じよう様さまっぽく答える。猫ねこかぶりは得意だ。

「ええ、大丈夫ですわ」

　ちょっとはにかんで答えてみせた。どうだ、私のお嬢様っぷりは！

「君は………？　ああ」

　彼は私の顔を見てちょっと考え込む仕草をしたあと、フッと笑った。

「入学式の最中に爆ばく睡すいしていた子か」

「…………なんのことですの？　身に覚えがありませんわ」

　答えるのにたっぷりと間を置いてしまった。

　なんで知っているの!?　見ていたのか!?　見ていたとしか考えられないけど！

「よだれ」

　ハッとして私は思わず口元を拭う。って違う！　これじゃあ認めたのと同じじゃないか！

　うっかり認める仕草をしてしまった私を見て、蓮見は意地悪そうにフッと鼻で笑う。人の失敗を見て笑うなんて、なんて嫌いやな奴なんだろう！

「……面白い。君、怪け我がはしていない？」

「ええ、なんともありません」

　面白い？　どこが！

　ツッコミたいのを理性で抑えつけた。私はお嬢様、私はお嬢様なのだ。

「なら、よかった。ごめん、ちょっと急いでいるから」

「ええ、ごきげんよう」

　私はお嬢様と唱えながら、お嬢様らしく優ゆう雅がに別れを告げた。よく堪こらえた私、偉えらいぞ、私。自分で自分を褒ほめ讃たたえよう。心の中で自画自賛をしていると、私から遠ざかりかけていた彼が不意に振り返った。

　なんだろうと思っていると、彼は意地の悪そうな笑みを浮かべて言った。

「入学式のことは黙っていてやる。さっき、鼻歌歌いながらスキップしていたことも、な」

　そんな台詞を置いて、彼は今度こそ去っていった。

　………なんなの、あの男！　結局、羞恥プレイじゃないか！　しかも自分でしでかしたことだけに、一層恥ずかしいぞ。

　これが少女漫画の補正の力なのか……いや、そうであってほしい。

　でないと私、恥ずかしくて死ねる。
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　入学式から早くも半月が過ぎた。その間のフラグ折りはことごとく成功した。まだ油断はできないが、この調子で地味に頑張っていこうと思う。私は調子に乗らない。入学式の蓮見事件の二の舞は起こさない。私は学習する女だ。

　あの事件はまずかった。

　私はセカコイの主要キャラと接触する気はまったくない。いや、ライバルキャラとはぜひお友達になりたいとは思うけれどもそれは別として。主要キャラと接触して、私という存在が王子の耳に入ることは防ぎたい。私に興味を持たれたくない。

　だというのに。

　あろうことか、王子の親友と接触してしまった。王子に次いで接触したくない男なのに！

　しかも私の令嬢にあるまじき姿まで見られている。まことに遺い憾かんだ。いや、私が悪いんですけどね？

　まあ、彼に関しては恋れん愛あい方面の心配がないのが救いだ。セカコイの設定では、彼はライバルキャラに惚れていた。しかし、ライバルキャラが王子を好きなのも知っているうえに、現時点では王子の許嫁いいなずけでもあるので、彼はライバルキャラの幸せを願って、アドバイスや激げき励れいをして彼かの女じよを応おう援えんしている。私にとってはとても共感できるキャラなのだ。

　前世では、もうおまえライバルキャラ貰もらっちゃえよ！　なんて思っていたけど、今はそれでは困る。ライバルキャラには王子とくっついてもらいたいのだ。

　そこまで彼の設定を思い出してふと思いつく。

　そうだ、彼に協力してもらうのはどうだろう？　遠目から見ている限りだと、蓮見は漫画の設定通りライバルキャラが好きなようだ。そんな彼に協力してもらうことができたら、ライバルキャラと王子をくっつけることができるのでは。

　いや、待て待て待て。

　蓮見は王子に一番近い存在だ。彼に協力してもらうということは、王子に近づくということでもある。それは危険だ。危険大だ。それに、私は入学式の日の恨うらみを忘れていない。いや、私が悪いんですけどね？

　以上の判断から、蓮見に協力してもらうという手段は却きやつ下かだ。

　とりあえず、このままフラグ折りに専念しつつ、王子とライバルキャラの様子を眺めていよう。そう決意を固めていると、視界の端に見覚えのある姿を捉とらえ、私はさっと身を隠かくせる場所へ移動した。そしてどきどきしながら、とある方を見つめる。

「植物園があるんだって。三人で回ろうよ」

「まあ、楽しそうね」

　ふふ、と楽しそうに微笑ほほえむその姿は漫画で見たままで、私は感動のあまり天に向かってありがとう!!　と叫さけびたくなった。なぜって、それは私の大好きな人を生で見ることができたからだよ！

　王子の隣で可か憐れんに微笑むその人こそ、私の大好きなライバルキャラ、水み無な瀬せ美み咲く様である。ああ、ナマ美咲様をこの目で拝む日がこようとは……！　私、生きててよかった!!

「……俺おれはやめておくよ」

「まあ、どうして？」

　美咲様の隣にいる蓮見なんて人のことは見えません。

　だけど、この幼おさななじみの三人、本当に仲良しだなあ。見ているだけで幸せです。




　先ほどの幸せな場面を思い出して浸っていると、「凛花さん？」と声を掛けられた。

「えっ？　あ、ごめんなさい。ちょっとぼーっとしていたみたいで……それで、なんの話だったかしら」

「遠足の話ですわ」

「ああ、そうでしたわね。遠足……」

「このメンバーで一緒の班になりたいわ」

「そうね、楽しそう」

　きゃっきゃっと遠足について話し合う彼女たちは私のお友達だ。彼女たちは編入組である私に真っ先に声を掛けてくれて、私をグループに迎え入れてくれた天使級にいい子たちだ。好奇心旺おう盛せいでおっとりとしている彼女たちとのお喋しやべりは楽しい。

　そしてここが重要なのだが、私の令嬢らしからぬ行動をうっかり見られた時も、彼女たちは「まぁ」と言うだけで眉まゆを顰ひそめることはなかったのだ。最近では「凛花さんらしいわ」と言って笑ってくれる。本当にいい子たちだ。

　ただ、彼女たちはみんな王子と蓮見に憧あこがれていてミーハーなところがあり、ことあるごとに彼らを見に行く。その時の私は王子たちの視界に入らないように必死に気配を消さねばならない。

　それが難点と言えば難点だが、彼女たちは見るだけで満足しているようなのであまり問題はない。私が空気になればいいだけの話だ。

「遠足ってどこに行くのでしたっけ？」

「確か……博物館じゃなかったかしら」

「なんでも近くにある植物園がとても素敵らしいわ」

「まあ、行ってみたいわ！」

「そんなところを東條様と回れたら……素敵」

　お友達のその会話を聞き、漫画のとあるシーンが頭に浮うかんだ。

　あー……なんかそんなイベントありましたね。うん、次のイベントはこれか。

　漫画だと植物園でうっかり王子と会っちゃうんだよね……でも植物園には行きたいな。だけど王子と会うのは避けたいし……うーん……。

「ね、凛花さんも植物園に行きましょうね？」

「ええ、もちろんよ」

　私はニッコリ笑顔で即答していた。

　おいおい、王子と会っちゃうんだよ？　いいの私？

　でも植物園行ってみたいんだよ。せっかくのお誘さそいなんだし、断ったら失礼だよ。

　と、私VS私の言い合いが脳内で繰り広げられたが、勝ったのは植物園に行きたい私だった。

　まあ、今までさんざん王子を避けてきたし大丈夫でしょ、と楽天的な私も囁ささやいている。

　大丈夫、きっとなんとかなる。そう信じよう。
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　やってきました、遠足の日！　班はお友達グループと一緒になった。

　博物館の中庭で友達と楽しくお弁当を食べていると、私の視界に見覚えのある人物が映った。その人物は一人で植物園に向かっているようだ。気になった私は友達に断ってからあとを追う。私の勘かんが告げている。美お味いしいシーンが見られると！

　私が追っているのは、大好きな美咲様だ。いつもはお友達と一緒にいることの多い彼女が一人で植物園に向かった。これはどう考えても、王子との逢あい引びきでしょう。そんな重要なイベントを見み逃のがすわけにはいかない！　二人の、いや、美咲様の幸せを願う会のメンバーとして！

　ちなみに美咲様の幸せを願う会の会員は私と蓮見の二人のみ。会員は随ずい時じ募集中である。あなたも陰からこっそり二人を見守りませんか。

　いや、そんなことよりも今は目の前のイベントである。

　ストーカーよろしくこそこそと美咲様のあとに続いて植物園に入り、しばらく進んだところで、予想通りの人物が美咲様を待っていた。

「昴！　ごめんね、待ったでしょう？」

「いや、僕ぼくもさっき来たばかりだから」
















　気にしない、と軽く美咲様の頭をコツンとする王子。それに嬉うれしそうに微笑む美咲様。そんな二人を陰からこっそり見守る私。

　ああ、なんて幸せな光景でしょう。鼻血が出ないか、それだけが心配である。制服が白いから汚れたら目立つんだよね。

　二人が何か話している様子を、植木に隠れて屈かがみながらニヤニヤと眺めていた私に、突然冷たい声が掛けられた。

「君、なにしてるの？」

　ハッと振り返ると、蓮見が冷たい目をして私を見ていた。

　私の隠れている木はそんなに背が高くない。私の身長と変わらないくらいだ。蓮見は背が高いので、植木よりも頭一つ分くらい飛び出している。まずい。王子たちにバレてしまう。

「しっ！　隠れて！」

　またおまえか！　いいとこなんだぞ！　邪じや魔ますんなよ！　と私は怒いかりを込こめて思いっきり押し倒たおした。

「あれ……？」

「どうしたの？」

「いや、今、奏祐の姿を見かけた気がしたんだけど……でも、気のせいだったみたいだ。奥おくに行ってみようか、美咲」

「え、ええ」

　私は王子たちが奥に行ったのを確認して、ふう、と息を吐いた。

　危なかった。危うくバレるところだった。まったく、美咲様の幸せを願う会の会員としての自覚が蓮見には足りないのだ。バレたらせっかくのデートを台無しにしてしまうではないか。

　ぷんぷん怒おこりながら私は蓮見を見下ろす。

　……ん？　見下ろす？　蓮見は私より背が高いのに、なんで私は蓮見を見下ろしているんだろう？

「……ねえ、君、誘ってんの？　そういうの、嫌いじゃないけど」

　蓮見は上うわ目め遣づかいで睨にらむ。

　うおお、色っぽい！　男なのに、色気が!!

　慌あわてていたせいで、蓮見の上に馬乗り状態になっていた。これじゃあ私が誘っているように見えるよね。誘ってないけどな！

　私は顔を青ざめながら慌てて蓮見の上から退どく。

　こんなの誰かに見られたらまずい。私の評判はもちろん、神楽木家の評判も落ちてしまう。

　やばい、どうしよう。頭が真っ白になってなにも思いつかない。

　とりあえず、謝らなくちゃ！

「ご、ごめんなさい。わざとではありませんの……ただ私は」

「昴と美咲の様子を眺めてどうする気なの？　君、前から昴を熱心に見ていたよね？」

　私の台詞を遮さえぎり、二人の邪魔をするなら容よう赦しやしねえぞオーラを蓮見は出している。

　ちょっと待って！　誰が誰を熱心に見ていたって!?

「誤解ですわ！　私は東條様を熱心に眺めてなどおりません！」

「じゃあどうして二人の様子を見ていたの？」

「それは……」

　どうする、なんて答える私!?

　ええい、ままよ！　どうにでもなれ！

「私、東條様と美咲様が許嫁だと聞いて、とてもお似合いな二人だと憧れてますの。先ほど美咲様が一人でこちらに向かっているのを見かけたので、もしかしたら、と思ってあとをつけたのです。いけないことだとはわかってますわ。でも、どうしても気になって……。そうしたら案の定、幸せそうなお二人を見られて、胸がいっぱいになっていましたの……」

　幸せをお裾すそ分わけしてもらっていたのですわ、とちょっと涙なみだぐみながら言う。

　噓うそはついていない。全部本当のことだ。そんな私を蓮見は胡う散さん臭くさそうに見ている。

　む。失礼な！　美咲様の幸せを願う気持ちは本物だぞ！

「……君は昴が好きなんじゃないの？」

「私が、おう……東條様を？　まさか。話したこともありませんし、私は東條様のお名前を知っているだけですもの。好きになるなんて、ありえませんわ」

「……本当に？」

「ええ。私、噓はついていません」

　私は真っ直ぐ蓮見の目を見て頷うなずいた。

　信じてほしい。私がこの先、王子を好きになることなんてありえないのだから。

「わかった、信じよう」

「ありがとうございます、蓮見様……！」

　どうやら信じてもらえたようだ。よかった。

　ほっと胸を撫で下ろしていると、蓮見が不ふ審しんそうに私を見ていた。

　なんだ。私なにかおかしなことをしたか？

「そういえば、君、なんで俺たちの名前を知っているの？」

　はあ？　なに今さら言ってんだこいつ。

　そう思ったけど、口には出さない。あとが怖こわいからね。だから無難に答えておく。

「なんでもなにも……東條様をはじめ、美咲様と蓮見様は有名でしてよ？　東條様は新入生代表でしたし、幼なじみの美咲様と蓮見様の名前を聞かない日はありません」

「……それもそうか。ところで、君、名前は？」

「私の名前、ですか……」

　言いたくない。でもここで言わないとなおさら不審がられる。

　せっかく信じてもらえたのだから、この信用を失くすわけにはいかない。信用第一！

「神楽木凛花と申します」

「神楽木……ね。覚えた」

　名前覚えられちゃったよ……これなんのフラグだ？

　そうだ、ここで凛花は王子に名前を聞かれるんだった。ちょっと興奮しすぎて忘れてたよ、そんなイベントがあることを。

　でも、実際に名乗ったのは王子じゃなくて蓮見に、だったけど。

「君、入学式の時に寝ていた子だよね？」

　うぐっ。忘れかけていた古傷を抉えぐられた。

　私が顔を強こわ張ばらせたのを肯こう定ていと取ったらしい蓮見は、にやりと笑った。

「どうやら俺は、君の知られたくない場面を見ちゃったようだね？」

「……そのようですわね」

　苦虫を百匹くらい嚙かみ潰つぶした気持ちで答えた。

「それを言いふらされたくなかったら、俺に協力してよ」

「協力、ですか？」

　知らず知らずにジリジリと後ろに下がっていたようで、壁かべに背中が当たった。

　なんだろう、この追い詰められている感じ。私、もしかして脅おどされています？

「そう。俺は昴と美咲がこのまま上手くいってほしいと思っている。だから、それに協力してほしい」

　してくれるよね？

　と笑顔で蓮見が迫せまってくる。リアル壁ドンだ。ときめく方じゃなくて脅されている方の。

　まじで脅されてた……こ、こわいよぉ。

　もちろん、王子と美咲様がくっつくのは私の一番望んでいることでもあるから、むしろ喜んで協力したい。だけど、蓮見に協力して大丈夫なのだろうか？　王子に私という存在を知られることにならないだろうか？

「協力するのはいいのですが……私が変に東條様に近づいたりしたら美咲様に不審がられてしまいますし、東條様に憧れている方々にも反感を買ってしまいます。ですから、陰でこっそり協力する程度のことなら構いません」

「もちろん、それで構わない。じゃあ、よろしく頼むね」

「は、はい……あの、それと、学校で私に話しかけるのも控ひかえてください。蓮見様に憧れている方もたくさんいらっしゃるので」

「わかった。とりあえず、携帯の番号を交こう換かんしようか」

　わかった、わかったから、壁ドン体勢やめてくれ。怖いから。

　今、周りに人がいなくてよかったと心底思った。




「あら、凛花さん、遅かったですわね？」

「ええ……ちょっと怖い犬に襲おそわれそうになって……ちょっと休んでから戻もどってきましたの」

「まぁ！　大丈夫ですか？　バスに戻ります？」

「大丈夫ですわ。でも、そうね。私は先にバスに戻って休むので、皆さんは植物園に行ってらして。私なら大丈夫ですから」

「そうですか……？」

　大丈夫だからと友達を植物園に送り出し、私は一人バスに戻る。

　自分の席に座すわった途端、どっと疲つかれが押し寄せた。どうしてこうなった。私、なにを間違えた？　そう頭を抱えた時、携帯がピロリンと鳴る。

『月曜日、作戦会議をする。場所は追って連絡するので、忘れないように』

　腹黒野郎はすみからのメールだった。私の都合は？　ねえ、私の都合は聞いてくれないの？

　本当に、なんでこんなことになっちゃったんだろう……？

　蓮見のせいで、私は楽しみにしていた植物園を友達と回ることができずに帰宅した。恨うらんでも恨み切れない……楽しみにしていたのに！

　植物園を見て回ったお友達いわく、とても素敵だったと。まるで外国に行ったみたいだったと、嬉しそうに教えてくれた。蓮見を呪のろいたくなった。
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　月曜日は憂ゆう鬱うつだ。休みの気分がまだ残っている月曜日の朝は特に憂鬱だ。

　そして私はかつてないほどに憂鬱だった。学校をサボろうかと悩なやむくらい。

　だがしかし、私は真ま面じ目めなので学校をサボれなかった。真面目が憎にくい。

　なぜこんなにも憂鬱なのかというと、今日は蓮はす見みと作戦会議の約束をしている日だからだ。重いため息をつきながら登校する。

　車から降りて昇降口へ向かっていると、周りがざわざわとし出した。

　なにかあったのだろうかと辺りを見み渡わたすと、みんな同じ方向を見ていた。そちらを見ると、なんと王子と美み咲く様が一いつ緒しよの車から降りてくるところだった。

　楽しそうに会話をしながら並んで歩く二人は、まるで絵に描かいたようにお似合いだった。

　私は王子に見つからないように近くにあった木の陰かげに隠かくれつつ、うっとりと二人を見つめた。ああ、素敵。二人が素敵すぎて、憂鬱がどこかに行ってしまったわ。

　そう思っているのは私だけじゃなかったようで、あちこちで「素敵」「お似合いの二人だわ」と言う声が聞こえる。

　そうだろう、そうだろう。なんていったって私イチオシの二人だからね！

　二人の様子を眺ながめて満足した私が二人から目を逸そらし、何気なく上の方を見ると二階の廊ろう下かの窓に蓮見の姿が見えた。

　蓮見はいつもと変わらない表情で二人を見ていた。だけど、その瞳ひとみには複雑な感情が揺ゆれ動いているような気がして、なんだか切なくなった。蓮見はふっと二人から顔を背けて立ち去っていった。

　……そうだ、蓮見は美咲様のことが好きなのだ。でも、美咲様は王子が好きで。二人のためを想って身を引いて、でもやっぱり諦あきらめられなくて苦しくて、誰だれにも相談できずに一人で抱えている。本当はとても辛いのに、誰よりも二人の近くにいる蓮見はそれを表に出すことすらできない。

　私にとってはただの嫌いやな奴やつだけど、蓮見は基本的には優やさしい人なのだ。

　自分の想いを美咲様に伝えることもできたのに、この想いは美咲様にとって負担になると、王子に迷惑が掛かると思って心に蓋ふたをした。蓮見は、強い人だ。

　蓮見はどんな想いで、二人に上手くいってほしいから協力してくれと私に言ったのだろうか。私には想像もつかないけれど、きっとすごく辛い想いをしているってことはわかる。

　私は彼かれにとって部外者だ。だからこそ、彼の心を軽くすることができるかもしれない。誰にも言えなかったことを、なんの関係もない私になら言えるかもしれない。

　はっきり言って、私は蓮見が苦手だ。でも、嫌きらいでもないのだ。

　知り合いが苦しんでいるのに、それを放っておくことはできない。

　なんの力になれなくても、話を聞いて、心を軽くしてあげるくらいなら、きっと私にもできる。私にできることなら、彼の力になってあげたい。そう思うのはきっと彼に同情しているからだ。余計なお世話だと思われるかもしれない。だけど、それでもいい。

　苦しんでいる人がいたら救いの手を差し伸べる。それは人として当たり前のことだと思うから。




　放課後、蓮見の指定の場所に私は向かった。携帯を握にぎりしめ、ひとつひとつ目印を確認していく。そして着いたのは、小さな喫きつ茶さ店てんだった。

　素そ朴ぼくでほっとする内装。とてもじゃないけどお金持ちのお坊ちゃんが来るような場所には思えない。私は好きだけど。

「いらっしゃいませ」

　出迎えてくれたのは優しそうなおじいさんだった。たぶん店主さんだろう。

　おじいさんは私を見てにっこり笑うと「どうぞこちらへ」と席へ案内してくれた。

　案内されたのは一番奥おくの席だった。そこはちょうど入り口から見えにくい位置にあって、なおかつ席からは入り口がばっちり見えるようになっていた。

　先に席に座すわっていた人へ私はにっこりと微笑ほほえんで、令れい嬢じようらしく挨あい拶さつをした。

「ごきげんよう、蓮見様。お待たせしてしまいましたか？」

「いや。そんなに待っていない」

　蓮見は目で座るようにと指示する。私はそれに従い、蓮見の向かいに座った。蓮見は寛くつろいだ様子だ。それがまた様になっていて、さすが本物のお坊ちゃんだと感心する。

「なにか頼みなよ。お勧すすめは紅茶かコーヒー」

「では紅茶をいただきます」

　そう言うとおじいさんが「畏かしこまりました」と言って去っていく。私はそれを目で追い、おじいさんが見えなくなると蓮見に視線を戻もどした。

「こちらにはよく来られるのですか？」

「たまに。ここの店主は以前うちにいた人で、昔から世話になっているんだ」

「そうなのですか……」

　困った。そういえば私、蓮見との共通の話題を持っていなかった。

　どうしよう、なにを話そう？

「君、悠ゆう斗とのお姉さんなんだって？」

　話題を探していると蓮見の方から話を振ってくれ、そのことにホッとしつつ私は答えた。ちなみに悠斗とは、私にそっくりな容姿の、とても可か愛わいい自じ慢まんの弟のことである。弟は私と違ちがい、父に連れられてよくパーティーなどに出席しているから、その時に蓮見と知り合ったのだと聞いている。

「ええ。弟がお世話になっているようで」

「いや、悠斗は優ゆう秀しゆうだから、わざわざ世話をすることもない」

「まあ、そうなんですか？　弟は蓮見様にお世話になったと言っておりましたけれど」

　弟を褒ほめられて私は内心テンションが上がる。

　よくわかっているじゃないか、蓮見。そうだとも、私の弟はすごく優秀なんだよ！

「俺おれよりも昴すばるの方が世話をしていたと思うけど」

「そうなのですか。そう、東とう條じよう様に……」

　王子の名前に私のテンションが下がる。

　王子にお礼は言えないな……言う機会を作るつもりもないけど。

　でも可愛い弟がお世話になっているようだし……よし、ここは心の中でお礼を言おう。

　ありがとう、これからも弟と仲良くやってください。私とは関わらなくて結構なので。

「君はどうして昴を避さけるの？」

「別に避けては……」

「顔を合わせないようにすることを避けると言うんだけど、知ってる？」

　ぐっ。コイツ、私をバカにしているな？　これでも勉強はできるんだぞ！

「それくらい知っています」

「じゃあ、なんで避けているわけ？」

「顔を合わせたくないからですわ」

「だからその理由を聞いているんだけど」

「あなたに教える必要が？」

「必要はないけど、興味がある。だって、珍めずらしいだろ。昴を避ける女なんて」

　のらりくらりと蓮見の質問を躱かわしていく。

　教えられるわけがないでしょう。私には前世の記き憶おくがあってこの世界は少女漫まん画がの世界で、ヒロインである私は王子と結ばれるのを回かい避ひしたいから王子を避けているなんて、言えない。言えるわけがない。

「世の中に女性はたくさんいるんですもの。東條様を避ける女性だって私の他にもいますわ、きっと」

「……理由を言う気はないと？」

「私の理由を知りたいのなら、あなたの理由も教えてほしいですわ」

「俺の理由？」

「ええ。どうしてわざわざ東條様と美咲様をくっつけようとなさるのですか？　お二人は、今はまだ婚こん約やくしていませんが、それも時間の問題でしょう？」

　理由は知っている。でもそれは漫画での知識で、実際に蓮見に聞いたことじゃない。私は蓮見の口から理由を聞きたいのだ。

「……確かにその通りだ。でもそれは〝確定〟じゃない」

「〝確定〟でないとだめなのですか？」

「……そう。〝確定〟じゃないと〝だめ〟なんだ」

「どうして？」

　普段の私ならここまで突つっ込こまない。でも今はあえて食い下がった。

　そうしないと私の一番聞きたいことが聞けないから。

「それは……」

　蓮見は言いかけて、口を閉じた。

　彼が言うまで待つ。そう決めて、私は蓮見の言葉の続きを待った。

「お待たせいたしました、コーヒーと紅茶です」

　沈黙が支配し始めた時、空気を読んだかのようなタイミングでおじいさんが現れた。

　優ゆう雅がな手つきでコーヒーを蓮見の前に置き、紅茶はその場で淹いれてくれ、コーヒーと紅茶のいい香りが漂う。若じやつ干かん気まずい雰ふん囲い気きだった私と蓮見は早速口をつけた。

　……美お味いしい。今まで飲んだ紅茶の中で一番美味しい。

　淹れ方もあるのだろうけど、たぶん茶葉だ。数種類の茶葉がブレンドされているのだと思う。すっかり舌の肥えた私はそう推すい測そくした。すごく私好みの味だ。

「とても美味しい……」

「ありがとうございます。お嬢様のお口に合ったようでなによりにございます」

　おじいさんは嬉うれしそうに笑い、優雅に一礼して戻もどっていった。

「懐なつかしいな……」

　蓮見は目を細めて柔やわらかく笑って言った。

「幼い頃ころ、父に話しづらいことを言う時に、いつもこうして飲み物を淹れてくれたんだ。少しでもリラックスできるように、と」

「まあ。素敵な思い出ですね」

「ああ。あの人には本当にお世話になりっぱなしだ」

　そう言って蓮見は遠くに一いつ瞬しゆん目を向け、腹を括くくったように真っ直ぐに私を見た。

「さっきの続きだけど、〝確定〟じゃないと〝だめ〟なのは、俺が諦あきらめたいからなんだ」

「なにを諦めたいのですか」

「……美咲を。俺は美咲のことが好きだ。だから、美咲を諦めたい」

　真剣な眼まな差ざしを向けられ、胸が高鳴った。それは、私が蓮見から聞き出したかった言葉だった。その言葉を聞けたら蓮見にちゃんと協力してあげよう、力になってあげようと思っていた。だけど、その言葉は私の想像よりもずっと悲しくて、苦しかった。

　切なそうに揺れる蓮見の瞳。しかし、その瞳には覚かく悟ごが感じられた。

　───美咲様を諦める、という覚悟が。

「そう、ですか……」

「君もわかっていると思うけど、美咲は昴のことが好きなんだ。昴も美咲のことを恋こいではないけど大切に想っている。二人が両想いになればすべてが丸く収まる。……俺のこの気持ちは要らないものなんだ」
















　少し辛そうに蓮見は言った。

　蓮見は今まで、自分の気持ちは要らないと思ってきたのだろうか。

　そんなの、悲しすぎる。だって、蓮見の気持ちは悪いものじゃないのに。

「……自分の気持ちを否定する必要はないと思いますわ。美咲様と東條様と三人で過ごした楽しい思い出も、美咲様たちに幸せになってほしいと思う気持ちも、全部合わせて美咲様への想いでしょう？　それを要らないと言うのは違うのではありませんか？　あなたの気持ちは決して要らないものではありません」

　私も蓮見から目を逸らさずに言う。

　蓮見は驚いたように目を見開き、ふいっと視線を逸らした。

「……まさか君の口からそんな台詞せりふが聞けるとはね」

「…………どういう意味です？」

　人がせっかく励はげましてやっているのに！　なんて失礼な奴なんだ！　励まして損した！

　私が一人でプリプリ怒おこっていると、蓮見にしては珍しく気まずそうな顔をして言った。

「………ありがとう」

　私はきょとん、として、思わず彼の顔をじっと見ると、耳がほんのり赤い。

　………もしかして、照れているの？

　やだ、蓮見にも可愛いところがあるじゃないか。ふふ、珍しいものが見られた。

　デレる蓮見なんて貴レ重アだ。心のカメラに収めておこう、と思いつつ、照れているらしい蓮見に私は余よ裕ゆうたっぷりの笑みで言う。

「どういたしまして」

　蓮見はしばらく気まずそうな表情をしていたが、わりとすぐに立ち直った。

「俺はちゃんと理由を言った。だから次は君の番だ。君の理由はなに？」

　立ち直らなくてもよかったのに、と内心舌打ちをしつつ、私は考える。

　どうしようか。ここは正直に私もカミングアウトするべきだろうか。先ほどの告白はきっと蓮見にとって、すごく勇気のいるものだっただろう。それを他人である私に言ってくれたのだ。だから私もそれ相応の誠意を見せるべきだ。

　だけど、本当に言っても大丈夫なの？

　蓮見は影えい響きよう力りよくのある人だ。そんな人に、普通は信じてもらえないようなことを言っても大丈夫なのだろうか。私一人なら、頭がおかしいと思われてもいい。だけど、家族に迷惑を掛けたくない。

　窺うようにじっと蓮見を見つめると、彼は私の視線を真っ直ぐに受け止めた。

　……蓮見は私の評判を落とすようなことを言いふらしたりしないと思う。そういうことをする人なら、もうすでに私の評判は地に落ちていてもおかしくはない。だからきっと信じても大丈夫。私の〝理由〟を話して信じてもらえなければそれまでだ。

　それに、漫画での蓮見は一本筋の通った人だった。あっちへふらふら、こっちへふらふらとしている凛花に苛いらついていただろうに、それを堪こらえてアドバイスさえしてあげていた。そんな人が私を貶おとしめるようなことをするとは思えない。

　私は腹を括った。

「……私の理由は、きっと蓮見様にとって信じられないものですわ。それでも、知りたいですか？」

「信じるか信じないかは聞いてから判断する」

「わかりました。実は……───」

　私は王子を避けている理由を包み隠さず話した。その際、注意深く蓮見の顔を見ていたけど、彼の表情は変わらなかった。

　私の話を聞き終えると、蓮見はぽつりと呟つぶやいた。

「……確かに、信じられない話だ」

「そうだと思いますわ」

　それはそうだろう。誰だってここが漫画の世界で自分がその漫画の登場人物だった、なんて言われてすんなりと信じられるわけがない。

「ここが少女漫画の世界で君がヒロイン、ね……」

　ヒロイン、と言うあたりで蓮見が残念な子を見るような目をして私を見た。

　む。なんだ。私がヒロインなことになんか文句があるのか。喧けん嘩かなら買うぞ。いくらだ!?

　頭の中で、カーンとゴングが鳴る。

「でも、君が昴を避けている理由はわかった」

　頭の中でファイティングポーズを取っていた私は、あっさりと蓮見に降参された気持ちになった。

「……信じてくれますの？」

「君が噓うそを言っているようには見えなかった。俺には判断がつかないからなんとも言えないけど、少なくとも君はここが少女漫画の世界だと信じているんだろ？　まあ、君が漫画のヒロインっていうのは信じきれないけど」

　君がねぇ、と残念そうに蓮見は言った。信じられないって？　私のどこが？

「君がヒロインらしいかはさておき、ここが漫画の世界なら、昴は君に一ひと目め惚ぼれをするんでしょ。でも君は全力で避けているからまだ昴は君に惚れていない」

　ヒロインらしいかはさておき!?　置くな！　私は充じゆう分ぶんヒロインらしいでしょ！

　内心で異議を唱えるが、口には出さない。私は空気を読める子なのだ。……たぶん。

「ええ、その通りです。私は東條様に一目惚れされるつもりはまったくありませんの。私は漫画で大好きだった美咲様に幸せになってもらいたいんです」

「……そう。なら、俺たちは同どう志しだ」

「ええ。蓮見様を『美咲様の幸せを願う会』の会長に任命して差し上げますわ」

「なにその会？」

　ちなみに私は名めい誉よ会員です。

「とにかく、私は東條様と会うわけにはいきません。なので陰からサポートはしますが、直接動くのは蓮見様にお任せします」

「わかってる」

「では、当面の活動方針を決めましょう」

　私たちは当面の活動方針について話し合う。

　とりあえずは、二人が参加するイベントではできるだけ二人きりになれるようにすることに決めた。まあ、それくらいしかないよね。あとは美咲様にもっと積極的にアプローチしてもらわないと。

「美咲からのアプローチ、か……美咲はどうも俺にそういう話をしづらいみたいなんだ」

「幼おさななじみとはいえ、蓮見様は異性ですものね。美咲様も言いづらいのでしょう」

　男と女じゃ話しやすさが違うもんね。やっぱり恋の話相手は女子の方がいいよね。

「そういうものなのか……じゃあ、君が美咲の相談相手になってくれればいい」

「……あら？　私、耳がおかしくなってしまったのかしら……よく聞こえなかったのでもう一度お願いします」

「だから、君が美咲の相談相手になってあげたらいいって言ったんだ」

「……私が、美咲様の相談相手に……？」

「そう。美咲に君の事は昴には秘ひ密みつにしてほしいと頼もう。念のためにね」

「……………」

「ねえ、聞いてる？」

　私はぷるぷると震えていた。おお、神よ。私は初めてあなたに感謝します。

　まさか、こんなにも早く美咲様とお話しする機会ができるだなんて……！　ああ、なんてこと……！　嬉しすぎて私、舞まい上あがりそう……!!　あ、涙なみだが……。

「……なんで泣いているわけ？」

「嬉しすぎて……憧あこがれの美咲様とお話しできるなんて、天にも昇る気持ちですわ……！」

「泣くほど嬉しいの……？」

　蓮見が引いているのも目に入らないほど、私は興奮していた。

「私、頑がん張ばりますわ！　頑張って美咲様にアドバイスをして、東條様を骨抜きにしてやります！」

「…………俺、人選間違えたかも……」

　蓮見の後こう悔かいした声なんて聞こえません。ああ、美咲様とお話しできる日が楽しみ。

　今日学校サボらなくてよかった。真面目でよかった。美咲様とお話しする日は、蓮見が美咲様の予定を聞いてくれるそうだ。さすが、美咲様の幸せを願う会の会長だ。

　ふと蓮見が思い出したように言った。

「ちょっと気になったんだけど、前世で君は俺のことをどう思っていた？」

「かなり好きなキャラでしたわ」

「今は？」

「今は……」

　なんて答えようか。はっきり言って、私の蓮見に対する気持ちは一言で言い表せないくらい複雑だ。

　ああ、いや。この気持ちを一言でまとめると、これがぴったりだ。

　私はにっこり笑って言った。

「今は『大キライ』ですわ」

　きっぱりと言い切った私に蓮見は一瞬驚いて、すぐに笑い出した。

「ははっ……！　女に『大キライ』って初めて言われた……。やっぱり君、面白いよ」

「それは、どうもありがとうございます」

「改めて、これからよろしく、神楽かぐら木ぎ」

「あまりよろしくしたくありませんが……こちらこそよろしくお願いいたしますわ、蓮見様」

　私と蓮見は握あく手しゆを交わし、『美咲様の幸せを願う会』が正式に発足したのであった。
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　ついにこの日がやってきた。私はついに美み咲く様と対面できるのだ。

　待ち合わせの場所はこの間、蓮はす見みと会議をした喫きつ茶さ店てんだ。

　仲良くなれるだろうか、上手く話せるだろうか。私は緊きん張ちようしつつ、店に入る。

　この前と同じように優やさしそうな店主さんが出迎えてくれて、この前と同じ席に案内してくれた。蓮見も美咲様もまだ来ていないようだ。とりあえず席に着き、鞄かばんから鏡を取り出し、身だしなみを確認する。

　よし。ばっちりだ。私はそのまま姿勢よく待機をした。

　しかし、なかなか二人は来ない。もう三十分くらいは待っている気がする。最初のうちはそわそわしていたが、待ち合わせ時間から十分が過ぎたあたりで不安になってきた。

　私、時間を間ま違ちがえた？

　携帯を取り出して待ち合わせ場所と時間を確認するが、合っている。私は首を傾かしげつつもじっと待機をする。それから五分くらい経ち、ようやく蓮見から連絡が来た。

『緊きん急きゆう事態発生。もう少しかかる』

　……緊急事態ってなに。なにが起こったのだ、蓮見よ。

　私は問い質ただしたいのを堪こらえて、お待ちしておりますと返信した。

　蓮見が来たのは約束の時間から一時間以上過ぎてからだった。

「遅くなってごめん」

「いいのです。蓮見様にもご都合があるのでしょうし。私は全然、まったく、なにも、気にしていませんわ」

「……気にしているだろ」

「気にしていません」

「だから、悪かったって……」

「ですから、私は気にしていません」

「……………」

　私はつーんとそっぽを向いた。

「ところで、美咲様はどちらに？」

「……あぁ。美咲は来られなくなった」

「え……？」

　美咲様が、来られなくなった……？　それじゃあ私、なんのためにここに来たの。

　ショックのあまり放心していると、蓮見に手を引っ張られた。

「ほら、行くぞ」

「え？」

　私がぼんやりしていると、蓮見は私を立ち上がらせ、手を摑つかんだまま歩き出す。

　なにがなんだかわからないまま、お会計を勝手に済ませてそのまま外へ向かった。

「あのっ……お会計……！」

「気にしなくていい。待たせた詫わびだと思って」

「でも……」

「とにかく行くぞ」

　蓮見は私の手を再び摑み、ぐんぐんと進んでいく。蓮見と私では歩幅が違うため、私は小走りになった。

　車の通りが多い道に出るとタクシーを止めて乗り込こむ。私が躊ちゆう躇ちよしていると「早く乗って」と手を引っ張られ、半ば強制的にタクシーに乗せられた。蓮見が運転手さんに場所を告げ、タクシーは走り出した。

「あの……どこに行くのですか？」

「美咲のところ」

「美咲様の……？」

「緊急事態なんだよ……」

「まさか……美咲様になにか？」

　嫌いやな予感がして蓮見の顔を覗のぞき込む。蓮見は少し疲つかれた顔をしていた。

「いや、美咲はなんともない」

「じゃあ緊急事態って……」

「昴すばるだよ」

「……はい？」

「昴が突とつ然ぜん『美お味いしいスイーツを食べに行こう』って美咲を誘さそいに来たんだよ」

「はあ……それで？」

「美咲は人と会う約束をしているからと断ったんだけどね……昴が『じゃあその人も一いつ緒しよにスイーツを食べに行こう』と言い出して……」

　私は遠い目をした。だいたい、理解した。

　つまり、蓮見が遅れたのは王子を説得させるのに時間がかかったからで、美咲様が来られなくなったのは王子が原因というわけだ。

　……あの野や郎ろう……！　私は本気で王子をぶん殴なぐりたいと思った。できることなら、今履はいているヒールで殴りたい。

「……話はだいたい理解しました。それで、どこに向かっているのですか？」

「昴が行きたいと言ったスイーツの店だよ」

　蓮見は疲れたように言った。なんでも、美咲様は結局、ゴーイングマイウェイで引くことを知らない王子に負けてスイーツを食べに行くことにしたらしい。私より王子を取ったのだ。

　そのことにショックを受けたが、好きな人から強引に誘われたらクラリとしちゃうのが乙おと女め心ごころだろう。だから、泣かない。私は泣かない。

「美咲たちと離れた場所に席を取っておいた。当初の予定とは違うけど、昴が満足して帰ってからそこで会おうってことになった。美咲は君に申し訳わけないって謝っていたよ」

　美咲様……！　美咲様は会ったこともない私のことをちゃんと考えてくださっていたのだ。今度は別の意味で泣きそうになった。

　前向きに考えれば、美咲様と王子のイチャイチャぶりを眺ながめられるいい機会だ。それに加えて、美咲様とお話しができる。私にとっては一石二鳥だ。

　そこまで考えて、はっとして蓮見を見る。

　蓮見は辛くないのだろうか。楽しそうな美咲様たちの様子を見て大丈夫なのだろうか。

　そんなふうに私が考えていることを見抜いたのか、蓮見は苦笑した。

「平気。覚かく悟ごはできているから」

「……あまり無理しないでくださいね？　私が蓮見様の分までしっかりとお二人を見守りますから」

「どうせ俺おれが見ていてもしっかりと見守るんでしょ」

　もちろんですとも。

　私がしっかりと頷うなずくと、蓮見は小さく笑った。




　蓮見に連れてこられたのは、とてもお洒しや落れな今風のお店だった。テラス席もあり、カップルで賑にぎわっていた。カップルたちを見てスイーツを食べる前に胸やけがしてきたが、決して僻ひがんでいるわけではない。

　さりげなくエスコートをしてくれる蓮見に、こいつもしかして女慣れしてる？　なんて勘かん繰ぐりながら私たちは店内に入った。

　美咲様たちはどこにいるんだろう。美咲様はともかく、王子には見つかりたくない。

　蓮見は店員さんになにか言うと、迷いなく店内を進んで行くので、私もそれに続く。席に着くまでの間、女性からの視線が痛かった。うっかり忘れていたが蓮見はイケメンなのだ。そんなイケメンが注目されないわけがない。失念していた。

　……ここに桜さくら丘おか学園の生徒はいないよね？　万が一、誰だれかに私と蓮見が一緒にこの店に入ったところを見られていたら、すぐに噂うわさになるだろう。それは避さけたい。私と蓮見の間には恋れん愛あいの『れ』の字もない、清い関係なのだ。ただの顔見知り以上友達未満なのだ。

　蓮見が奥おくの席に座すわったので、私も蓮見と向かい合わせに座る。店員さんがお冷とおしぼりを持ってきてくれた。おしぼりで手を拭いたあと、鞄から鏡を取り出して身だしなみチェックをすると、少し髪かみが乱れているのを発見し、軽く手で整える。よし、これでいつでも美咲様に会える。

　その様子を見ていたらしい蓮見がぼそりと「一応女なんだな……」と呟つぶやいたので、私はすまし顔で蓮見の足を踏んでやった。ピンヒールではないが、ヒール攻こう撃げきは痛いだろう。

　案の定、蓮見の顔が痛みに歪ゆがんだ。乙女を侮ぶ辱じよくした報いだ。ざまぁみろ。

　そんなことを思いながら、私は素知らぬ顔で蓮見に訊たずねる。

「美咲様たちはどちらにいらっしゃるのですか？」

「テラス席にいる。ほら、あそこ」

　痛みからなんとか復活した蓮見が指差す方を見てみると、そこには楽しそうにしている美咲様の姿があった。良家のお嬢じよう様さまらしい、清せい楚そな淡い水色のワンピースに身を包んだ美咲様は輝かがやいて見えた。私服姿も大変素敵です。

　好きな人と二人きりだから余計に輝いて見えるんだろうなぁ。とっても嬉うれしそう。私まで自然と笑顔になってしまう。

「なにか頼む？」

　蓮見はメニューを開いていた。私は名残なごり惜おしくも美咲様から蓮見に視線を戻もどす。

「お勧すすめは日替わりタルトらしいよ」

「他にはなにがあります？」

　興味津々で覗こうとすると、蓮見は私に見やすいようにメニューを向けてくれた。おや、意外と優しい。

　私はメニューをじっくりと見つめる。わあ、ケーキの種類が豊富だ。特にタルトが多い。タルトに力を注いでいるお店なんだろうな。他にもパフェとかプリンとか、ぜんざいやあんみつといった和わ菓が子しもある。

　どうしよう、目移りしてしまう。私は真剣な表情でメニューと睨にらめっこをした。幾いくつか候こう補ほを選び、その中からさらに二つまで絞しぼっていく。いつまで経っても決まらない私に焦じれたのか、蓮見が問いかけてきた。

「なにで悩なやんでいるの？」

「日替わりタルトにしようか、シフォンケーキにしようか迷っているのです」

「二つ頼めば？」

「二つも入りません」

　家だったらワンホール食べるが、外ではそんなことはしない。普通のご令嬢はケーキをワンホールなんて食べられないからだ。目立たないように必死なのだ、私は。

　蓮見は「はぁ」とため息をつくと、店員さんを呼んだ。蓮見に呼ばれた店員さんは少し顔を赤くしながら注文を取りにやって来た。

「ご、ご注文をお伺いしますっ」

「日替わりタルトとシフォンケーキを一つずつと、アイスコーヒーを。君はどうする？」

「え？　じゃあ、私はアイスミルクティーを」

「日替わりタルトを一つ、シフォンケーキを一つ、ドリンクはアイスコーヒーとアイスミルクティーでよろしいでしょうか？」

「ああ」

「畏かしこまりました」

　店員さんはぎこちなく去っていく。蓮見の注文を取るのに緊張したのだろう。まあ、顔だけはいいしね。性格はともかく。

　注文をしてから沈ちん黙もくが私たちを支配した。気まずい。早く来て。

　そんな私の願いも虚むなしく、なかなか頼んだ物は来ない。蓮見の方を盗み見ると、彼は頰ほお杖づえをついてどこかを見ていた。それがまた憂うれいを帯びていて様になっている。少し長めの前髪が目にかかっていて煩わずらわしそうだ。

　じっと蓮見を観察していると、目が合った。やば。

「……なに？」

「いえ、なんでもありません」

「あっそ」

　そしてまた沈黙が支配する。気まずくなった私はまたチラッと蓮見を盗み見た。

　蓮見の姿なんて気にする余よ裕ゆうがなかったが、改めて彼かれの姿を観察すると、制服よりも大人っぽく見えるな、と思った。

　黒いジャケットは七分袖そでで、紅いＶネックのシャツから覗く鎖さ骨こつに色気を感じる。私が鎖骨に注目しているのに気付いたのか、蓮見が怪け訝げんそうに私を見る。

「さっきからなに。言いたいことがあるなら言いなよ」

「なんでもありません」

「なんでもないなら、なんでさっきから俺をこそこそ見ているわけ？」

「そ、それは……」

　鎖骨を見ていました、なんて言えない。そんなことを言ったら変態みたいじゃないか。

「蓮見様の私服姿が見慣れなくて、つい見てしまいました。気分を悪くしてしまったのならごめんなさい」

「ああ……なるほど」

　無難なことを言ってみた。いや、本当のことだし。私、噓うそはついてません。

　蓮見も納得してくれたようで、私がほっと息をつくと、蓮見はにやりと笑った。

「俺に見み惚とれた？」

　飲もうとしていたお冷を危うく噴ふき出だすところだった。危ない。代わりに咽むせたけど。

　ゴホッゴホッと咳せき込む私を蓮見は楽しそうに見ている。ようやく落ち着いた私は涙なみだ目めでキッと蓮見を睨んだ。

「ご冗じよう談だんを。そんなこと、あるわけないじゃないですか」

「それは残念だな」

　少しも残念そうじゃなく、蓮見はにこにことして言った。あれか。さっき足を踏んだ復ふく讐しゆうか？　この腹黒め！　私が心の中でそう罵ののしっていると、頼んだケーキが運ばれてきた。

「本日の日替わりタルト、ブルーベリーのタルトとシフォンケーキです」

　並べられたケーキはどちらも美味しそうだった。ブルーベリーがふんだんに乗っているタルトと、生クリームがたっぷりついたシフォンケーキ。

　両方食べたい……！　蓮見はどっちを食べるんだろう？

　悩んでいる間に飲み物も並べられ、店員さんは伝票を置いて去っていった。蓮見は迷いなくブルーベリーのタルトを取り、私は思わず物もの欲ほしげな視線を送ってしまう。

　蓮見はブルーベリーのタルトをフォークで器用に二等分にし、続いてシフォンケーキも二等分にする。ぼんやりと見ていると、蓮見は二等分にしたケーキをそれぞれのお皿に載のせ替えて私に差し出した。

「両方食べたいんでしょ」

「え……？　あ、でも……いいんですか？」

「俺は別にすごく食べたい物はなかったし、いいんじゃない。これならどっちも食べられるだろ」

　蓮見はコーヒーを飲みながら言った。そんな蓮見に戸惑いつつ、私はケーキを食べた。……美味しい。一口ずつ食べたけど、どっちも同じくらい美味しかった。なんだか優しい味がする。

「……ありがとうございます。とても美味しいですわ」

「そう。ならよかったね」

　そう言って蓮見は優しく微笑ほほえんだ。

　そんな蓮見の笑みに私は一いつ瞬しゆんだけでもぼうっとしてしまって、悔くやしくなった。これはケーキに釣つられただけ。思いがけず優しくしてもらったから。そうに決まっている。だから、絶対に認めない。蓮見の笑顔にドキドキしただなんて。

　なんだか胸が苦しい。テラス席のカップルたちに当てられたのかな。うん、きっとそうだ。そうに違いない。

　心を落ち着かせるためにミルクティーを飲み、ゆっくりと顔を上げて蓮見を見る。

　……うん、もう大丈夫。胸も苦しくない。やっぱりカップルに当てられたんだ。

　ぼんやりと、蓮見もケーキを食べるんだなあと見ていたら、むっとしたように睨まれた。

　なんで!?

「俺がケーキ食べるのって、そんなに変？」

「変、ではないですけれど……あまりケーキを食べるイメージはありませんね」

「そう……好きなんだけどな、ケーキ」

　ちょっとしょんぼりとして蓮見は言った。

　そうか、ケーキ好きなのか……。別にそんな情報要らないけど。

「あぁ、美咲たち、帰るみたいだね」

　蓮見に言われてはっとして美咲様たちの方を見ると、確かに二人は帰り支度をしていた。

　もうすぐ美咲様に会える。私は急に緊張して、そわそわし出した。

「私、大丈夫かしら……美咲様の前で変なことをしないかしら……」

「君は大抵おかしいから、大丈夫じゃない？」

　蓮見の励はげましているふうを装よそおった罵りを華か麗れいにスルーし、落ち着くために再びミルクティーを口にして喉のどを潤うるおした。うん、ちょっと落ち着いたかも。甘あまい物の力は偉い大だいだ。

　少しして王子は立ち去り、私はついに美咲様と対面を果たした。

「遅くなってごめんなさい、奏そう祐すけ。そして……初めまして、神楽かぐら木ぎ凛りん花かさん。水み無な瀬せ美咲です」

　ああ、憧あこがれの美咲様がすぐ目の前で私を見て微笑んでいる。

　腰こしくらいまである、艶つややかで長い真っ直ぐな黒髪。くっきりとした二重ふたえに、涼やかな切れ長の大きな瞳ひとみ。凜りんとした佇たたずまいに、気品溢あふれる姿。まさに大和やまと撫子なでしこと呼ぶに相応ふさわしい美咲様に私は内心でうっとりとしながら、表情ではにっこりと令嬢っぽく微笑んだ。

「初めまして、神楽木凛花と申します。水無瀬様にお会いできて、嬉しいです。水無瀬様は私の憧れですの」

　ああ、私は憧れの美咲様とお話しをしている。これ、夢じゃないよね？　私の妄もう想そうが生み出した幻覚とかじゃないよね!?

　私はひっそりと自分の手の甲をつねり、その痛みにこれが現実であると実感し、内心で狂きよう喜き乱らん舞ぶしながら、神様へ感謝を述べる。

　やった！　私の念願が叶った！　私、生きていてよかった！　神様ありがとう!!

「昴は満足した？」

「ええ。ケーキを八つも食べていったのよ。見ているこちらが胸やけしそうだったわ」

「……あのバカ……」

　蓮見は呆あきれたようにため息をついた。

　あれ。王子って甘党だっけ？　確か漫まん画がだと辛い物が好きだった気がするんだけど……。

「明日には胃がって騒さわぐんだろうな……なんで胃もたれするってわかっているのに、食べようとするんだか……」

「昴はケーキが好きなんだもの。好きな物を食べられないって辛いことよ」

「確かにそうなんだろうけど……まあ、今日は土曜日だからいいとするか……」

　諦あきらめたように言う蓮見に、美咲様も苦笑を浮うかべている。私が二人の会話の意味がわからず、ぽかんとした顔をしていると、それに気付いた美咲様が説明してくれた。

「昴はね、甘い物が大好きなの。だけど、なぜかケーキを食べると胃もたれしてしまうから普段は食べないようにしているのだけど……たまに我慢できなくなってしまうみたい」

「そのたびに胃が痛いって大騒ぎするんだよ……こっちは迷惑しているんだけど」

　蓮見は本当に迷惑そうに言い、美咲様も困ったように笑っている。

　本当に仲がいいんだなあ、この三人。私にも幼おさななじみが二人いるけど、周りからこんなふうに見えているのかな。

　私と美咲様の顔合わせは終始和やかだった。美咲様はふと気付いたように腕うで時ど計けいを見て、申し訳なさそうな顔をした。

「まぁ、もうこんな時間……ごめんなさい、私、このあと用事があるの」

「そうですか……残念です。もっと水無瀬様とお喋しやべりしていたかったですわ」

「私もよ。今度、またゆっくりとお話ししましょう？」

「ええ、ぜひ」

「約束ね。それでは、失礼するわ。奏祐、神楽木さんをしっかりと送って差し上げてね」

「ああ」

　ごきげんよう、と優ゆう雅がに言って美咲様は帰られた。私はぼけーっと美咲様の姿が見えなくなるまで見つめ続けた。夢のような時間だった。また今度お話しする約束までしてしまった。ああ、夢みたい。私が幸せに浸っていると、蓮見が呆れたように言った。

「君、バカみたいな顔しているよ」

　バカみたいな顔で悪うございましたね！　まったく、人が幸せな気分に浸っていたのに水を差すようなことを言わないでほしい。

　私が怒おこっているのをまったく気にした様子もなく、蓮見は帰ろうかと言って伝票を持って席を立ち、そのままレジに向かう。私は慌てて彼のあとを追った。

　会計の時にお金を払おうとしたが蓮見に止められた。さっきも奢おごってもらったし、なんだか借りを作るみたいで嫌なのに。私は不本意ながらお礼を言った。

「ありがとうございます」

「これは美咲の相談相手になってくれるお礼だから。美咲も君と話していて楽しそうだったし、前払金とでも思って」

「私は美咲様とお話しできただけで充分ですのに。今からでもお金を……」

「俺の気持ちの問題だから、要らない。君は黙って奢られればいい」

「左様ですか」

　蓮見がお金を受け取ってくれる様子はないので、私は渋しぶ々しぶと奢られてあげることにした。

　先に店の外に出ると、空がオレンジ色に染まっていた。私は思わず綺き麗れい、と呟いた。

　私は夕焼けの空を見るのが好きだ。青から橙だいだいへ、橙から赤へ、赤から紺こんへの綺麗なグラデーション。太陽が地平線へ沈みかけている、ほんの一時しか見えない色合い。いろいろな色が混ざってとっても綺麗。

　会計を済ませて出てきた蓮見も、私と同じように上を向いた。眩まぶしそうに目を細めて、綺麗だな、と呟き、私たちは少しの間、夕焼けを眺めていた。

　ふと、私は思い出す。

「蓮見様。ハンカチをありがとうございました」

　美咲様の相談相手になってほしいと言われたあの日、あまりの嬉しさに号泣した私に引きつつも蓮見はハンカチを私に貸してくれた。そのハンカチを私は鞄から取り出し、蓮見に差し出す。綺麗に洗せん濯たくをして、私自らアイロンをかけた。

　蓮見は一瞬怪訝そうな顔をしたが、すぐに思い出したらしく受け取った。

「別に返してくれなくてよかったのに」

「いいえ、お借りした物はきちんと返さなければ。それに、ちゃんとお礼も言いたかったですし」

　私は蓮見と向かい合い、渋々ではなくて、今度は心から感謝の気持ちを込めて言う。

「ありがとうございました」

「変な女……」

　蓮見は不思議そうな顔をして言った。その時、蓮見の顔がちょっと赤く見えたのは夕日のせいに違いない。

　帰りのタクシーで私と蓮見は静かに座っていた。蓮見は窓の外を見つめて、何か考えているようだ。

「……お二人の姿を見るのは、やはり辛いですか？」

「まあ、ね……覚悟はできてたつもりだけど、いつも二人を見るとだめなんだ」

　いつになく落ち込んでいる様子の蓮見に私は身を乗り出して、頭を撫なでた。

「なに？」

「落ち込んでいらっしゃるようなので、慰なぐさめて差し上げているのですわ」

「……俺、子供じゃないし、頭を撫でられても嬉しくない」

　ちょっと不ふ貞て腐くされたように言う蓮見の姿に、弟の姿が被かぶって見えて、笑った。

「なに笑ってんの」

「いいえ、別になにも」

　そう言いつつも私の顔から笑みは消えない。そんな私に蓮見は余計に不貞腐れたようだ。

　その様子が子供みたいで、貴重なものが見られたと、余計に私の笑みが深まった。
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　顔合わせ以来、私は美咲様と頻ひん繁ぱんに連絡を取っている。学校では美咲様の周りが怖こわすぎて近づけないが、内緒で美咲様と連絡を取り合っているという優越感が私を天てん狗ぐにさせた。

　ちょっと勇気を出して美咲様にごきげんよう、と挨あい拶さつをしてみた。美咲様はにこりと笑ってごきげんようと返してくれた。今日も美咲様は天使だ。

　しかし、美咲様の周りがいけない。怖い。私が挨拶をしただけですごい目で睨んでくる。

　───貴女あなたごときが、なにを私たちの美咲様に話しかけているの。身の程を弁わきまえなさい。

　そう目で告げてくるのだ。あまりの眼力に私の中の天狗もすっかりなりを潜ひそめてしまう。

　しょんぼりとしていると蓮見が現れた。元気のない私に「どうしたの？　いつもみたいな元気がないと別人みたいだね」と言った。蓮見はいつも一言余計なのだ。

　しかし、私はいつもみたいに言い返す元気もなく、適当にええ、と頷いた。それくらい美咲様の周りの眼力攻撃はすごかったのだ。そんな私を蓮見はつまらなそうに見る。

「本当にどうしちゃったの、君」

「美咲様の周りの方々の眼力がすごくて、負けてしまったのです……私の方が美咲様を好きなのに、悔しいですわ……！」

「……君がいつも通りということがよくわかった」

　心なしか、蓮見が可か哀わい想そうな子を見るような目で私を見ている気がする。いや、そんなの気のせいだ。私は可哀想な子じゃないし。

　そんなやり取りをしている時、美咲様からメールが届いた。

『今度の休みに私の家に来ませんか』

　え、美咲様の家に行けるの？　いいんだろうか、私が行っちゃっても。いいんだよね？　だって誘われちゃったし。えへへ。私は『ぜひ伺わせてください』と即行で返す。

　急にニヤニヤしながら携帯を操作する私に蓮見は引いていた。気にしない。蓮見なんか気にしないのだ。

「……元気が出たみたいだね……？」

「ええ！　ご心配をお掛けしました」

「いや別に心配はしてないけど」

　そこは噓でも心配したって言ってよ！




　美咲様との約束の日、私はどきどきしながら美咲様の家の前に立っていた。

　緊張する。門前払いとかされたらどうしよう。私は手に持ったお土産みやげを握にぎりしめ、覚悟を決めてインターフォンを押すと、美咲様自ら出迎えてくださった。

「いらっしゃい、神楽木さん」

「お邪じや魔まいたします」

　部屋に通されたあと、ほんの気持ちですが、とお土産を渡わたす。

　私が持ってきたお土産はプリンだ。ここのプリン、ほっぺが落ちそうなくらい美味しい。美咲様は笑顔で受け取り「ありがとう、お茶と一緒にお出しするわ」と言ってくれた。やった。実はここのプリン、私の大好物だったのだ。

　美咲様の部屋は女の子らしい、可か愛わいくてお洒落な美咲様の雰ふん囲い気きそのものなお部屋だった。少しして美咲様の家の使用人さんたちによりお茶が運ばれてきた。もちろんプリンも一緒に。

　私たちはしばらく他た愛わいのないお喋りを楽しむ。こうして話していると自然と話題に上るのは恋の話と相場が決まっている。美咲様に悪戯いたずらげに蓮見のことを勧められ、報われない蓮見に心の中で涙を流しつつ、私はしっかりと、蓮見とは顔見知り以上友達未満で、恋愛の『れ』の字もない関係なのだと言う。すると美咲様はとても残念そうな顔をした。期待に応えられず申し訳なく思うが、蓮見とどうこうなる予定は一切ないのだ。

「奏祐はあなたのことを話す時、とても楽しそうな顔をするのよ。女の子の話なんてするような人じゃないのに」

「………」

　それって、私が女の子扱あつかいされていない証しよう拠こじゃないだろうか。〝女の子〟だと思われていないから話すのでは、という気がしてならないが、気付かないふりをしよう。その方が私のためな気がする。いやだって、女の子扱いされていないとか悲しいじゃないか。

「神楽木さん……いえ、凛花さんとお呼びしてもいいかしら？」

「ええ、もちろんです」

「ありがとう。私のことも美咲と呼んでほしいわ」

「え。いいんですか……？」

「もちろんよ」

　にっこりと笑う美咲様に、私は内心でぐっと拳こぶしを握って喜んだ。

　美咲様に名前呼びの許可をいただいてしまった！　すごく嬉しい！

「凛花さんは、昴のことが苦手なのですってね」

「ええ……実はそうなのです」

　私は申し訳なさそうな顔を作りつつ答えた。

「ですので、できれば東とう條じよう様に私のことを話さないでほしいのです。東條様に興味を持たれては困るので……」

「わかっているわ。凛花さんのことを昴に話す気はないから安心なさって。ふふ、秘ひ密みつの友達みたいね」

　私は失礼かと思いつつ、美咲様にはあまり噓をつきたくなくて、本音を言った。気を悪くされるかと思ったが美咲様にそんな様子はなく、柔やわらかく微笑んでいた。

　そのことにホッとしながら、秘密の友達という響きに酔よいしれそうになる。

　いけない。調子に乗ってはだめだ。私が調子に乗るとろくな目に遭あわないのだから。

「気付いていると思うけれど、私は昴が好きなの。でも、昴は私を女として意識してくれなくて……やっぱり幼なじみだから、異性として認識してもらえないのかしら……」

　少し顔を赤くして言う美咲様はとても可愛らしかった。私が男なら惚ほれていたね、絶対。

　なんでこんな素敵な幼なじみがすぐ傍そばにいるのに好きにならないんだ、王子は。

「そうですね……やはり幼い頃ころからずっと一緒にいると異性として意識しづらいのかもしれません。ですので、意識させてあげればいいのですわ」

「どうやって？」

「ご存じですか、夏にはカップルが生まれやすいイベントがたくさんあることを。夏祭り、花火大会、プールにバーベキュー、肝きも試だめし。夏は吊つり橋ばし効果が期待できるイベントが目白押しですのよ」

「まぁ。そんなにイベントがあったのね」

「そうなのです。ところで、美咲様と東條様は二人きりで出掛けられたことがありますか？」

「……ないわ」

「では、夏のイベント前の予行練習として、東條様をデートに誘ってみては？」

「でも……私から誘ってもいいのかしら」

「今の時代は肉食系女子ですわ。むしろどんどん誘うべきです。なにか観たい映画があるのなら、その映画を観たいから付き合って、と言えば簡単に誘えますよ」

　私の意見に美咲様は真剣な表情で頷く。私も生き真ま面じ目めに頷き返し、プリンを一口食べた。頭を使ったあとにはやっぱり甘い物だね。疲れた脳に糖とう分ぶんが染み渡る気がする。

　そんな私に釣られるように美咲様もプリンを口に含むとたちまち笑顔になった。どうやらプリンを気に入っていただけたようだ。

　それから私たちは細かいデートのシミュレーションを考え、美咲様のクローゼットを開いてファッションショーを開催した。テーマは夏のデート。あれをこうして、いややっぱりこっちで、なんて話しているうちに時間はあっという間に過ぎていった。

　また一段と美咲様と仲良くなれた気がする。今日はとても充実した、幸せな一日だった。
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　美み咲く様のデートの日、私は蓮はす見みを駅の時計の前という定番の場所に呼び出した。

　今日の私のファッションは完かん璧ぺきだ。

　胸元が少し大だい胆たんに開いた膝ひざ上うえ丈たけの白いタイトなワンピースに、ヒールの高いサンダル。デニム生地のジャケットは胸下で結んであり、つばの広い帽ぼう子しに、薄うす色いろの大きめのサングラスを胸元に引っ掛ければできあがり。母に頼んでしっかりと化け粧しようまでしてもらったので、いつもよりも大人っぽく見えるだろう。完全なるセレブの完成だ。

　このワンピースは母からの借り物だ。残念なことに、胸元の開いたワンピースは私が普通に着るには胸が寂さびしい気がしたので、あちこちから肉を寄せ集め、なんとか見られるようにした。母はダイナマイトボディの持ち主なのだ。私もあと数年すればきっとああなれると信じている。

　セレブに成り済ました私が出掛けようとすると、弟が不安そうな顔で「姉さんなにする気？」と聞いてきた。私が「大丈夫よ、ちょっと出掛けてくるだけだから」と安心させるように言っても弟は不安なようで、「オレもついていく」と言い出した。

　確か弟は今から出掛ける用事があったはずだ。すっぽかすのはよくない。私はなんとか言い聞かせようとしたが、弟は頑がんとしてついていくと言う。

　困り果てた私を見かねて、母が弟を叱しかり、弟は渋しぶ々しぶ諦あきらめた。私は弟を安心させるためにもう一度心配しないで、と言って家を出たのだった。

　待ち合わせ場所に到とう着ちやくしたのは五分前だった。蓮見は来ているだろうかと遠目で捜さがすと、すぐに見つかった。

　無地の黒いＴシャツに黒いパンツを穿はき、白いシャツを羽織っただけのシンプルな格好なのに、蓮見は目立っていた。奴やつは無む駄だにイケメンすぎるのだ。携帯をいじりながら立っているだけで注目される。

　あれではだめだ。今日の目的のためには注目されたらまずいのだ。

　私はＵターンして駅ビルに入り、彼の格好に似合いそうなサングラスと帽子を見み繕つくろい、すぐに使うからと値札を取ってもらった。私は胸元に引っ掛けたサングラスを装着して足早に蓮見のもとへ向かう。約束の時間から十五分も過ぎている。急がないと。

　遠巻きに蓮見を眺ながめる人たちを搔かき分わけ、私は堂々と蓮見の前に立つ。

「ごきげんよう、蓮見様。お待たせしてしまい、申し訳わけありません」

「……神楽かぐら木ぎ？」

「はい」

「今日はいつもと感じが違ちがうから、誰だれかわからなかった」

　蓮見は私を上から下までまじまじと見て言った。一いつ瞬しゆん、胸のあたりで視線が止まったのは気のせいだろうか。

「そのように意識して支度をしてきましたの」

「なぜ？」

「それはもちろん、私とわからないようにするためですわ」

　今日は高めのヒールを履いているので、蓮見と目線が近い。それでも蓮見の方が少し上だけど。

　私は先ほど買った帽子とサングラスを取り出し、失礼します、と一応断りを入れて蓮見につけると、蓮見が非難するような顔をした。私はそれに構わず「あそこのお店に入りましょう」と言って蓮見の腕うでを摑つかみ、雑貨店に入った。

「一体、なんなの？　君はなにをしたいの？」

　蓮見は少し苛いら立だったように言った。それはそうだろう。なんの説明もなく呼び出され、いきなり帽子とサングラスをつけられた挙句にほぼ強制的に店に連れてこられたのだから。

　私は蓮見を刺激しないように、ゆっくりと話す。

「蓮見様が目立って仕方がないので、軽い変装をしてもらったのですわ」

「なんのために？」

「それはもちろん、美咲様のためです。今日は美咲様と東とう條じよう様が一いつ緒しよに映画を観に行くことになっています。蓮見様には辛いことだと思いますが……こっそり見守ってほしいと美咲様に頼まれまして」

「美咲が？　……なにを考えているんだか……」

　難しい顔をして蓮見が呟つぶやく。言っておくけど、これは噓うそじゃない。全部本当のことだ。美咲様に『デート、頑がん張ばってください』とメールを送ったら『心配だからこっそり見守ってほしい。できれば奏そう祐すけと一緒に』という返事がきたのだ。

「まぁ、いいか。で、これからどうする？」

「もうすぐ美咲様たちの待ち合わせ時間なのですわ。ここから美咲様たちの姿が見えるはずなのですが……あ、来たみたいですわ」

「そうみたいだね」

　私が指差した窓の外には、お嬢じよう様さまらしい上品な服装が似合う美咲様がいた。どうやら美咲様が先に到着したらしい。それからすぐにお坊ちゃんらしい上品な服に身を包んだ王子もやってきた。

　どこからどう見てもお似合いの二人に、私の顔が思わずにやけた。

「さあ、行きますわよ、蓮見様」

「……やれやれ。今日は君に付き合ってあげるよ」

　私が意気込んで立ち上がると、蓮見は肩を竦すくめて立ち上がり、しっかりと帽子とサングラスを装着してくれた。私もサングラスをかけ、帽子をしっかりと被かぶる。

　店を出ると、美咲様たちがちょうど移動をするところだった。美咲様たちのあとを追おうとした時、後ろから声を掛けられた。

「見つけた……姉さん！」

「悠ゆう斗と……？　あなた、用事はどうしたの？」

「終わらせた。それより、これはどういうこと？　どうして姉さんと蓮見さんが一緒にいるんだよ」

　弟は仁に王おう立だちをしてキッと睨にらんできた。どうやら怒おこっているようだ。そんな弟も可か愛わいいな、なんて現実逃とう避ひをした。いや、意味のないことだってわかってますよ？　でも本当に可愛いんだから仕方ないじゃないか。

「ちょっと姉さん、聞いてる？」

「ちゃんと聞いているわ」

　私の思考は現実に戻もどされ、弟にこの状況を説明しないといけないという難問が襲おそいかかってきた。困ったな……なんて説明しよう？

　ちらりと隣にいる蓮見を見てみるが、彼かれは我われ関かんせずといった顔をしている……ような気がする。サングラスのせいで表情がよく見えない。

「そんな格好をしてなんで蓮見さんと会っているんだよ。姉さんたちはどういう関係なの？」

「これには複雑な事情があるのよ」

「どんな事情だよ」

「それは……」

　私が弟の質問にしどろもどろに答えていると、蓮見が呆あきれたような顔をして私を見た……ような気がした。サングラスをかけると表情がわからないのが難点だな。

「どうでもいいけど、いいの？」

「なにが？」

「見失うよ？」

「あっ」

　気付けば美咲様たちの姿が遠い。今にも見失いそうだ。

「ごめんね、悠斗。急がないといけないの。あとできちんと説明するから。……急ぎましょう、蓮見様」

「姉さん!!」

　私が蓮見の腕を引き歩き出すと、弟がムッとした表情を浮うかべ、私の腕を引っ張った。

「悠斗？」

「オレもついていく」

「でも……」

「姉さんがなんて言おうが、オレもついていくから」

　頑として譲ゆずらない弟に困って蓮見を見ると、蓮見は肩を竦めた。

「いいんじゃない、ついてきても」

「そうですか。蓮見様がいいと仰おつしやるなら……」

　私はいまだに怒っている様子の弟を見て苦笑する。なにに怒っているのかはわからないけれど、私のために怒ってくれていることはわかる。

「わかったわ。悠斗もついてきて。歩きながら事情を説明するわ。……説明するより見せた方が早いかしら」

　弟が頷うなずいたのを見て、私は歩き出す。美咲様たちを見失うわけにはいかないのだ。

　少し早足で歩くと、履き慣れないヒールの高いサンダルのせいで転びそうになって、蓮見と弟に同時に支えられる。

「君は本当に抜けているな」

「しっかりしてよ、姉さん。危ないだろ」

「はい、すみません……」

　なぜか二人に怒られる私。解げせぬ。

　なんとか美咲様たちに追いつくことができ、あとを追いつつ、私は弟にこんな格好をしている理由と蓮見と一緒にいる理由を説明する。だけど蓮見が美咲様のことを好き、ということまでは話さなかった。私が言うことじゃないしね。

　その際に『美咲様の幸せを願う会』の説明もきちんとした。弟は私の説明を聞くと、可か哀わい想そうな人を見る目で私を見た。なぜだ。

「つまり、こうして東條さんたちのあとをつけているのは、水み無な瀬せさんの頼みだからってことだよね」

「そうなの。わかってくれた？」

「うん、まあ、一応。ただ、姉さんがその格好をしている意味がわかんないんだけど」

「それは俺も思った」

　弟と蓮見に揃そろって変装の意味を問われる。

　ふっ。よくぞ聞いてくれた。私のこの変装の意味を。

「そんなの、決まっているじゃない。───雰ふん囲い気き作りよ」

　私はドヤ顔で言い切った。

「二人のあとを尾行するなんて、探たん偵ていみたいじゃない？　私、推すい理り小説とかに出てくる探偵が変装をして尾行するというのに憧あこがれていたの」

「……それが、理由？」

　弟が呆れたような顔をして言った。もちろんだとも。なにか問題でも？

「もちろん、それが大きな理由の一つだけれど、他にも理由はあるわ。普段私がしないような格好をすれば、パッと見ただけでは私だとわからないでしょう？　私と蓮見様が休日に二人で街を歩いているのを学校の誰かに見られて変な噂うわさになったら困るもの。それも理由の一つね」

「なるほど……君もちゃんと考えていたんだな」

　感心したように言う蓮見に私はむっとする。ちゃんと考えてって、失礼な。私はいつもちゃんと考えて行動を……していない時も多々あったな。反省しよう。

　私が密ひそかに反省していると、弟が怪あやしむように言う。

「本当に、理由はそれだけ？」

　さすが私の弟だ。私の事をよくわかっている。私は笑顔で答えた。

「いいえ。最大の理由は、私がこの格好をしてみたかったから、よ」

　弟がやっぱりね、と呆れた顔を私に向け、蓮見からは哀あわれみの視線を感じる。なぜだ。




　それから私たちは美咲様たちが映画館に入ったのを見て、二人が映画を観ている間どうしようか、という話になった。

「一緒に映画を観てもいいのですが……それだと座ざ席せきが近かった時にバレてしまいますわ」

「確かに……どうしようか」

　私と蓮見が真剣に話している横で、弟はじーっと映画のポスターを見つめていた。

　そして、唐とう突とつに私を呼ぶ。

「姉さん……」

「どうしたの、悠斗？」

「オレ、これ観たい」

　そう言って弟が指差したのは、ホラー映画のポスターだった。

　なんでも、世界が発狂としたという恐おそろしい文句を謳うたい、ネットでも、これはアカン、漏もらしそうになった、心臓が悪い人は絶対に観てはいけない、と話題になっている映画だ。

　弟は目をきらきらと輝かがやかせて私を見つめる。弟はホラー映画が大好きなのだ。私もホラー映画は嫌きらいじゃない。怖いし心臓はバクバクするけど、嫌いではない。目を輝かせている弟は可愛いし、そんな弟のお願いなのだ。叶えないわけにはいかないではないか。

「いいわ、これを観」

「だめだ」

　私が頷こうとすると、間かん髪はつ入いれずにすぐ隣から拒きよ否ひされた。

「いいではありませんか。美咲様たちを待つ間、特にすることもありませんし、ホラー映画、観ましょう？」

「映画を観て、美咲たちを見失ったら困るだろ」

「映画が終わったらすぐ出れば大丈夫ですわ」

「……やっぱりだめだ」

　蓮見に拒否され、弟は少し落ち込んでいる。可哀想に。

　いつになく頑かたくなに反対する蓮見に、私はピンときて内心にやりとする。

「……もしかして、蓮見様はホラー映画が苦手なんですか？」

「………！　そんなことは……」

　どうやら図星のようである。やったね、蓮見の弱点見っけ！

　これってもしかして、今までの仕返しをするチャンス!?

「では、ホラー映画を観ても大丈夫ですわね？」

「……いや、美咲たちを見失うわけにはいかないし、俺は向こうの店で時間を潰つぶすから、観るなら二人で……」

「蓮見様？」

「……なに」

「男らしくありませんわ。悠斗、チケットを三枚買ってきて。早くしないと始まってしまうわ」

「……！　わかった、すぐ買ってくる！」

　弟は目を輝かせてチケットを買いに走った。弟を止めようとした蓮見の腕を、私はしっかりと摑む。

「神楽木……！」

「苦手ではないのでしょう？　なにか、問題ありまして？　さあ、私たちは飲み物を買いに行きましょう」

「……あとで覚えておきなよ……」

　蓮見が怖い顔でなにか言っているが、私には聞こえません。ですので、覚えておくことはできませんの。ごめんあそばせ、蓮見様。

　私は内心で笑いながら、飲み物を買いにレジに並ぶ。ふふ、仕返し成功だ！

　飲み物を買い終わると、弟もチケットを無事に買えたようで、私たちはさっそく映画館へ入る。えっと、三番スクリーンみたいだ。蓮見・私・弟の順番で座席に座すわるとすぐに照明が落ち、ＣＭや予告が流れたあと、映画は始まる。

　映画は本当に怖こわくて、あちこちで悲鳴が上がった。私も怖すぎて弟に抱きつこうとしたが、目を輝かせて真剣に見入る弟が怖かったので堪こらえた。しかし、映画が佳境に入るに従って怖さが増していき、とうとう我が慢まんできなくなった私は蓮見に抱きついた。

　蓮見は固まっていた。怖すぎてフリーズしてしまったのだろうか。もはやただの人形と成り果てている蓮見に私は遠えん慮りよなく抱きついた。

　映画が終わってすぐ、私たちは外に出た。私は恐きよう怖ふのあまり涙なみだ目めなのに対し、弟は機き嫌げんがよさそうだ。蓮見は……そっとしておいてあげよう。

　ごめん、蓮見。私が悪かった。ネットの評判は伊だ達てじゃなかった。

「姉さん、あれ、東條さんたちじゃない？」

「本当だわ。あとを追いましょう」

　私と弟は美咲様たちを追うために歩き出そうとするが、蓮見は固まったままだったので、私は蓮見の手を握って引っ張るように歩く。まったく、手のかかる……まあ、私が悪いんだけど。そんな私たちを弟が複雑そうに見ていた。

　美咲様たちはこのあとショッピングをするようで、百貨店に入っていった。

　あ、まずい。エレベーターに乗られたら何階に行くのかわからなくなってしまう。まさか一緒に乗るわけにはいかないし……どうしよう。

　私が困っているのを見かねた弟が「オレが東條さんたちと一緒にエレベーターに乗って、何階で降りたか確かめるよ」と言ってくれた。

　助かる。頼もしい弟を持ってお姉ちゃんは幸せだよ。

　私と蓮見は椅い子すに座って弟の連絡を待つことにした。蓮見は未だに復活していないようだったので、近くの自販機でお茶を買って蓮見に渡わたす。

「……なに？」

「お詫わびです。無理をさせてしまって、申し訳ありませんでした」

「……別に……ちゃんと言わなかった俺も悪いし……」

　蓮見がお茶を受け取って蓋ふたを開けて飲むのを、私は黙って見守る。

「ふぅ……そういえば、悠斗は？」

「弟には美咲様たちのあとを追ってもらっていますわ。エレベーターに一緒に乗るわけにはいきませんので」

「そう」

　蓮見は沈黙し、私たちはなにをするわけでもなく、ぼんやりと座って連絡を待つ。

　ふと隣を見ると、蓮見の顔色が悪いことに気付いた。

「蓮見様？　顔色が悪いようですが、大丈夫ですか？」

「あぁ……なんとか」

「なんとかという感じではありませんけれど……横になったらいかがですか？」

「こんなところで？」

　私たちが座っている場所は目立たないとはいえ、人が通らないわけではない。それに、クッション性もよくない椅子なので、寝心地も悪いだろう。

「膝枕をしてあげてもいいですわよ？」

　私は冗じよう談だんめかして言ってみる。蓮見は「遠慮しておく」としばらく頑張っていたが、やがて耐えられなくなったようで、私にもたれ掛かってきた。

「ごめん……ちょっとこのままでいさせて」

　掠かすれた声で蓮見は言う。よほど具合が悪いのだろう。やっぱりホラー映画がまずかったのかな。いつになく弱々しい蓮見が可哀想に思えて、私は蓮見の頭を膝に乗せた。

「あまり寝心地はよくないかもしれませんが……少し眠ってください」

　蓮見の体調が悪くなったのは、ホラー映画を無理やり観させた私のせいだ。恥はずかしいけど、これくらい我慢しよう。

「ごめん」

　蓮見は弱々しく言うと目を閉じた。やがて規則正しい寝ね息いきが聞こえ、私は蓮見の具合が早くよくなりますように、と願いながら、蓮見の髪かみを優やさしく撫なでた。蓮見の髪は触り心地がよくて、ずっと撫でていたくなる。なんのシャンプー使っているのかな。あとできれば私の足が痺しびれる前によくなってくれ。

「姉さん、東條さんたちは………あれ。蓮見さん、どうかしたの？」

「ちょっと気分が悪くなってしまったみたい。今はそっとしておいてあげて？」

「……もう、姉さんは甘あますぎる」

「なんのこと？」

「わかんないならいい」

「悠斗？」

　弟はそれっきりムッツリと黙り込んでしまった。

　なにを怒っているのだろう？　今日の弟は怒りっぽい。




　その後私たちは、蓮見の具合がよくならなかったのですぐに帰った。弟は自分のせいだと青い顔をして蓮見に謝っていたが、蓮見は「悠斗は悪くない」と弟を責めなかった。

　そうだとも。ホラー映画が苦手だとわかっていて蓮見に無理やり観させたのは私なのだ。悪いのは弟ではなく私だ。私が本気で落ち込んでいるのを見て蓮見はポンポンと、気にするなと言うように私の頭を撫でた。

　蓮見には本当に申し訳ないことをしてしまい、心から反省していると美咲様に言うと、美咲様は困った顔をしながら「奏祐にとっては怪け我がの功こう名みようになったかもしれないわね」と呟いた。怪我の功名ってどういうことだろう？

　首を傾かしげる私に美咲様は「悠斗君の苦労がわかる気がする」と笑った。

　弟の苦労って、なに？

　あ、そうそう。ちなみにあのあと美咲様たちはとても楽しく過ごされたようです。うん、美咲様が楽しめたならなにより。
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　私と弟は美み咲く様の家に招まねかれ、いつものごとくお土産みやげを手に訪ねた。

　今回は美咲様の家の使用人の方が出迎えてくれ、案内をされた部屋に入り、椅い子すに座すわる。

　しかしその椅子が二つしか用意されていない。あれ？　美咲様の分が足りない。私と弟は顔を見合わせ、聞こうとする前に、使用人の方は部屋から出て行ってしまった。残された私と弟が首を傾かしげていると、トントン、とノックの音がした。

　そして入ってきたのは───

「いらっしゃいませ、ようこそ、お茶会へ」

　ティーセットを手に持った美咲様だった。

　いや、ティーセットを手に持っているだけならいいのだ。問題は、美咲様の服装だった。

「み、美咲さん……？　その格好は、どうなさったの？」

「ふふ。似合っているかしら？」

　美咲様が着ているのは、いわゆるメイド服と呼ばれるものだ。白と黒を基調にした装そう飾しよくの少ない膝ひざ丈たけのエプロンドレス。ヴィクトリアンメイド風なのか、ホワイトブリムまでしっかりとつけて、きっちりと髪かみもまとめている。

　小首を傾げ、私たちに見せるようにくるりと回ると、ふわりとスカートが広がり、美咲様が神の使いのように見えた。

　こんなメイドさんがいるメイド喫きつ茶さがあったら、私は毎日通う。絶対通う。そしてオムライスにお絵かきをしてもらうのだ。できればツーショット写真も撮とってもらいたい。

「姉さん、現実に戻もどってこい」

「はっ」

　いけない。メイドのあまりの天使っぷりに、私は妄もう想そうの世界に旅立っていたようだ。美咲様、なんて恐おそろしい子。

「今日は私たちが精いっぱいおもてなしをさせていただくわ。ゆっくりしていってね」

「わたし……たち？」

「失礼します」

　なぜ複数形？　と疑問に思った時、タイミングよくノックと共に入ってきたのは、蓮はす見みだった。

「ははは、は、すみ……さ、ま……？」
















「まじかよ……」

　私と弟は蓮見の姿に動どう揺ようした。なぜならば、蓮見が執しつ事じの格好をしていたからだ。

　いつもは下ろしている前髪をきっちりと上げ、すらりと執事風の衣装を着こなしている。まさに有能な執事、といった体で、これがまたとんでもなく似合っているのだ。

　クールな外見を活かす姿だ。彼かれがいる執事喫茶はきっと行列ができる。そして蓮見ばかり指名が集まり、同どう僚りようから羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けられるに違ちがいない。

　しかし、なんてことだろう。ここに天使メイドと有能執事が揃そろっている。そうか、ここが天国だったのか。二人が並んでいる姿は眼福である。叶うなら写真を撮りたい。

　ありがとう、コスプレを生んだ人。私は誰だれだか知らない人に感謝を捧げた。

「姉さん……気持ちはわかるけど、戻ってきて」

「はっ」

　あまりの衝しよう撃げきに私はまたしても妄想の世界に旅立ってしまったようだ。

　弟が一いつ緒しよで、よかった。弟がいなければ私は一生妄想の世界から帰ってこられなかっただろう。

「お二人とも……どうしてそのような格好をなさっているのですか？」

「ちょっとしたお礼よ」

「お礼？」

　なにか美咲様たちにお礼をされるようなことをしただろうか？　逆ならあるが、感謝をしてもらえるようなことをした記き憶おくはまったくない。

「心当たりがない、っていう顔をしているわね。凛りん花かさんに心当たりはないかもしれないけれど、私たちにはあるのよ。だから、今日は私たちに精いっぱいおもてなしをさせてちょうだいね？」

「はあ……わかりました」

「オレは……？」

「悠ゆう斗と君は受験勉強を一生懸命頑がん張ばっていると凛花さんから聞いていたから、ちょっとした骨休めになればと思ってお誘さそいしたの。あなたは来年、私たちの後こう輩はいになる子なのだもの、今から交流しても損はないでしょう？　だから今日は付き合ってね」

「まあ、確かに……わかりました」

「それに、凛花さん自じ慢まんの弟くんを見てみたかった、というのもあるの」

「美咲さん……！」

「は、はあ……」

　私と弟は二人揃って照れた。いや、事実なんだけどね、本人を目の前にして言われるとやっぱり恥はずかしい。

「さあ、お茶会を始めましょう」

　美咲様は楽しそうにお茶を淹いれ始め、蓮見もそれに倣ならう。私の紅茶を蓮見が、弟の紅茶を美咲様が淹れてくれた。

　美咲様と私と弟の三人で話をしている間に、蓮見は小さなワゴンを持ってきていた。蓮見がいなくなったことに今の今まで気付かなかった。さすが有能執事だ。

「こちらは私どもが揃えたケーキでございます。お嬢じよう様さま、お好きな物を遠えん慮りよなくお申しつけください」

　聞き慣れない蓮見の丁てい寧ねいな口調に、私はフリーズした。

　え？　目の前にいる人、誰？　え？　蓮見？　これ、蓮見なの？　まじか。

　固まっている私を見て、蓮見は実に不満そうにため息をついた。あのね、私に石化の呪じゆ文もんをかけたのは君なんだぞ。

「私のお勧すすめは、こちらのアップルパイでございます。お嬢様、もしお決まりにならないようでしたら、ぜひこちらをお召めし上あがりくださいませ」

「え、じゃ、じゃあそれをいただきます……」

　私が辛かろうじてそう答えると、蓮見はにっこりと笑顔を浮うかべた。今まで一度もそんな良い笑顔見たことないんですけど。もしかして、営業スマイル？　そこまで執事になりきっちゃうの？　そうしないと割り切れないのだろうか？

　そんな私の内心の疑問をよそに、蓮見は切り分けてあったアップルパイを一切れお皿に乗せて、私の前に置いた。

　その動作がいちいち優ゆう雅がで、本物の執事のようだった。本当に蓮見はなんでもできるな、と半ば感心して、取ってもらったアップルパイを一口食べた。

「美お味いしい……！」

　思わず笑顔になってしまう。蓮見がお勧めと言ったアップルパイは、今まで食べたアップルパイの中で一番美味しかった。

　パイ生地のサクサクとした食感とバターの風味、林りん檎ごのフィリングの甘あま味みと酸味が絶ぜつ妙みように合わさって、本当に美味しい。これならホールで……いや、いけない。ここは他よ所その家で我わが家やではないのだ。だからホール食いはだめだ。はしたないと母に叱しかられてしまう。

「このアップルパイ、とても美味しいです。どこのアップルパイなんですか？　家でも食べたいですわ」

「これは……」

　蓮見は少し困ったように口ごもる。どうしたのだろう。蓮見らしくない。

　そんな蓮見を見た美咲様がくすくすと笑い、それを蓮見は軽く睨にらむ。

　うん、仲良いな。仲良きことは美しきかな。

「これは……その……俺が、作ったんだよ……」

　やっと口を開いた蓮見から聞かされる衝撃の事実。

　なんですと……これを蓮見が作った……？

　私はうっかり、ぽかん、と口を開いて蓮見を見た。すかさず横から「口閉じて」と叱しつ責せきを受けるが、それどころじゃなかった。

　だって、このアップルパイを蓮見が作っただなんて信じられるか？　答えは否いな、だ。本当ならプロ顔負けの腕うで前まえだ。すぐにパティシエになってお店を開けるレベルだと思う。

　私は弟に無理やり口を閉ざされるのも気にせず、じっと蓮見を見続けた。口を閉ざされているせいでちょっと息苦しいが、構わず見続けた。

　蓮見はそんな私の視線に居心地悪そうにしている。その様子に私はまじか、と心の中で絶ぜつ叫きようした。

「このワゴンに並んでいる物は全部奏そう祐すけが作ったのよ。この間、凛花さんたちに迷惑を掛けたお詫わびにって、奏祐が愛情込こめて作ったのですって」

「……美咲……」

　蓮見がギロリと睨むと美咲様は余計に笑った。「愛情なんか込めてない」とぼやいている蓮見の呟つぶやきは私の耳を通り過ぎていく。それ以上に、蓮見がこのお菓か子しを作ったことに驚いて。

　え？　これ全部、蓮見が作ったの？

　弟もびっくりしたように蓮見を見ていた。驚いたせいか、私の口を閉ざしていた手が離れ、ほっとする。よし、これで口から息が吸える。

　私は蓮見にワゴンに並んでいる物を一つずつ取ってもらうように頼んだ。ワゴンに乗っているお菓子は、クッキー、フィナンシェ、マフィン、パウンドケーキ、アップルパイの五種類である。先に食べたアップルパイ以外も食べてみる。

　……どれも美味しい。

　どうしよう。なんか私よりも蓮見の方が女子力高い気がする。いつもハンカチ持っているし。なんなんだ、この敗北感。

　よくわからない敗北感を味わいつつ、お菓子をパクパク食べ進める。お茶がなくなればすぐに淹れてくれ、お菓子を食べたいなと視線を向けるとなにも言わなくても取ってくれる。なに、この至れり尽つくせりな状況。

　しかも尽くしてくれるのがメイドな美咲様と執事な蓮見って、なんてＶＩＰ待たい遇ぐうなんでしょう。ＶＩＰすぎて逆に怖こわい。

　美咲様たちとのお喋しやべりを楽しみつつお菓子を食べているとあっという間に時間が過ぎて、とうとうワゴンが空になった。お菓子、とても美味しかった。ぜひまた食べたい。

　頼めば作ってもらえるだろうかと、チラッチラッと蓮見を見ていたら目が合った。目で「またお菓子を作ってください」と訴うつたえてみるが、残念ながら蓮見には伝わらなかったようで、なに見てんだという目で睨まれてしまった。ちぇっ。

　私たちが持ってきたお土産をどうするかと美咲様の家の使用人の方が聞きに来て、せっかくだからと美咲様と蓮見にも食べてもらうことにした。私たちのお土産は飽あきずにプリンである。

　だがこのプリンは普通のプリンとはひと味違う。前に持ってきたプリンは普通のプリンのみだったが、今回は様々な味のものを用意した。焼きプリン、マンゴープリン、チョコプリン、生クリームのたっぷり乗ったプリンなどなど。

　その中でも私のイチオシはかぼちゃプリンだ。かぼちゃの時季じゃないから手に入れるのが大変だったが、なんとか手に入れることができたのだ。

　美咲様と蓮見の分の椅子も用意され、二人はそれぞれプリンを手に取り食べる。美咲様は生クリームたっぷりのプリンを、蓮見は私イチオシのかぼちゃプリンを食べた。

「美味しいわね」と呟く美咲様に蓮見は「ああ」と適当な返事をする。どうやらかぼちゃプリンに夢中なようだ。それは結構なことだけど、美咲様への対応はもっと丁寧にしてくれ。

　蓮見はかぼちゃプリンを食べ終わると、じっと私を見てきた。

　なんだね。言いたいことがあるなら口で言いたまえ。

「このプリン……」

「秘ひ密みつです」

「まだなにも言ってないけど」

「言わなくてもわかります。このプリンのお店は教えません」

「……けちだな」

「なんとでも仰おつしやってくださいな」

　この店のプリンは数量限定で、手に入れるのが大変なのだ。ライバルはたくさんいる。むやみに増やしたくない。よって蓮見には教えない。ごめんあそばせ。

「…………」

　蓮見は名残なごり惜おしそうに空になったプリンの容器を見つめる。ふん、そんな顔したって教えてあげないんだから。

　しばらくプリンの容器を見つめたあと、蓮見はなにか覚かく悟ごを決めたように顔を上げた。

「神楽かぐら木ぎ」

「なんでしょう」

「なにが食べたい？」

「はい？」

「俺おれが君の食べたいお菓子を作る。君が食べたいと言ったら必ず作ると約束する」

「……!!　だから、どうしろと？」

「このプリンの店を教えてほしい」

　じっと真剣な目で見つめてくる蓮見に、私の心がぐらぐらと揺ゆれた。

　このプリンはなかなか手に入らない。蓮見のお菓子も滅めつ多たに食べられない。

　どちらを取るべきなのか。どうする私!?

「……いつでも作ってくださるんですよね？」

「すぐに作れない時もあるかもしれないけど、頼まれたものは絶対作ると約束する」

「……わかりました。あとでお店の名前を教えますわ。その代わり、約束は絶対に守ってくださいね？」

「もちろんだ」

　こうして私はプリンのお店のライバルを増やす代わりに、蓮見にお菓子を作ってもらえる権利を手に入れた。私専属のパティシエを手に入れたも同然だ。やったね！

「……そんなに真剣に話すようなこと……？」

「ふふっ。二人らしいわね」

　呆あきれたような弟の声と楽しそうに笑う美咲様の声が聞こえたような気がしたが、私と蓮見は聞こえないふりをした。

　お菓子がなくなったのでお茶会はお開きになり、メイドと執事の格好をしたまま美咲様たちは見送ってくれた。いいんだろうか、その格好で外に出ても。

「今日はびっくりしたね、悠斗」

「あ、うん……なんか、すごく濃い一日だった」

「ふふっ、そうね。でも、楽しかったわ」

「……そうだね、姉さん」

　明日からまた受験勉強頑張らなきゃ、と言う弟の頭を撫なでたら、やめろ、と本気で嫌いやがられてへこんだ。いいじゃないか、頭くらい撫でても……。
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　二学期が始まって半月が経った頃ころ、私は現代文の担当である教師に呼び出された。

　呼び出された理由は、なんとなく想像がついている。

「神楽木さん、生徒会に入ってみない？」

「生徒会……ですか」

　ああ、やっぱり。セカコイで、凛花は一年で生徒会に誘われるという話があった。自分で言うのもあれだけど、私は成績優ゆう秀しゆうで生活態度も良好。そんな私に生徒会入りの話があるのは、まあわかる。だが、私はできるだけ目立ちたくないのだ。生徒会なんて入ったら目立ってしまうではないか。私が断りの態勢に入ろうとすると、生徒会顧問───一いつ色しき学まなぶ先生が泣きついてきた。

「頼むよ、神楽木さん！　君くらいしか生徒会に入ってくれそうな人がいないんだ……！」

「先生……あの、申し訳わけないのですが、私には……」

「いいじゃねぇか、入れば」

　会話に割って入ってきた声に、私と先生は振り向く。

　そこには長身でがっしりとした、スポーツマンらしい外見をした男子生徒が立っていた。ワイルド系のイケメンで、整っているというよりも漢おとこらしいといった方が合っている風ふう貌ぼうの持ち主だ。

「生徒会に入れよ、凛花。楽しいぞ？」

「朝あさ斐ひさん……!?」

「あれ、神楽木さんは相さが模み君と知り合いだったのかい？」

「え、ええ……朝斐さんは私の従兄いとこなんです」

「そうなんだ。ならいいじゃないか。相模くんは来期の生徒会長だよ。従兄がいるなら心強いよね？　だから生徒会に入ろう。ねっ？」

　ねっ？　って三み十そ路じ近いオジサンが言っても可か愛わいくないんですけど。むしろ気持ち悪いんですけど。

　私が困ったように朝斐さんを見ると、彼はにっと笑った。あぁ、だめだ。この人がこの顔をした時は私の味方になった試しがない。

「オレがいるのに、なんで生徒会に入るのを躊躇ためらうんだよ、凛花？」

「え、いや……私には荷が重いというか……」

「おまえ、そんな殊しゆ勝しようなこと考えるような奴やつじゃねぇだろ？　お兄様の命令だ。凛花、生徒会に入れ」

「うっ……」

　私はこの従兄が苦手だ。俺様でゴーイングマイウェイな従兄には昔から逆らえない。

　一色先生からの期待の眼差しと、従兄からのプレッシャーに負けた私は、首を縦に振ってしまった。ま、負けた……あぁ、私の平へい穏おんな学園生活が遠のいていく……。

　私ががっくりと肩かたを落とすと、従兄が私の肩に手を置き、にっこりと笑顔で言った。

「これからよろしくな、凛花？　楽しくなりそうだなぁ」

　全然、楽しそうじゃない……。私はただ、従兄を力なく睨むことしかできなかった。

　生徒会に入ることは決まったが、まだ引き継ぎをする時期でもないし文化祭も近いということで、実際に入るのはまだ少し先だと言われた。よし、しばらくあの従兄と関わらなくて済む。今のうちに従兄に振り回されない平和な学園生活をエンジョイしよう！

　そう、思ったのに……。

「凛花、ちょっと今から付き合え」

　今まで関わってこなかったくせに、なんで今になって接触してくるんだ!?

「嫌です」

「あ？」

　す、凄すごんだって負けないんだから……！　負けるな私。平和な放課後を過ごすために！

「私にだって都合というものが……」

「おかしいなぁ、一応伯母さんに電話したら、凛花の予定は特にないって言ってたけどなぁ？」

　なに情報漏もらしてんだ母めー！　私がこの従兄苦手だって知っているくせに！　嫌がらせですか、嫌がらせなんですか!?

「ほら、悠斗も待たせてんだ、早く行くぞ」

　結局、私の都合は無視か！　この俺様め！　しかし弟という人質を取られた私は素直に従うほかなく、渋しぶ々しぶと平和な放課後にさよならをして、弟のもとへ向かった。




　相模朝斐という人は、実はセカコイの登場人物だ。セカコイで凛花は彼を実の兄のように慕したっており、生徒会に入ることを決めた理由も、この従兄の影えい響きようが大きい。

　セカコイでの彼はみんなの兄貴分で、男子生徒からよく慕われているという設定だった。だから私もセカコイを読んでいた当初はこんな兄が欲しい～！　なんて思っていたが、実物は漫まん画がとなにか違っていた。

　一番の違いは俺様なところだろう。なんでも俺が一番。俺の意見を押し通す。漫画ではそんな描びよう写しやはなかったのに。私の理想の兄像がガタガタと崩くずれ落ちた。

　そんな俺様な朝斐さんだけど、彼の懐ふところは大きい。一度認めた相手のことはとことん信じるし、必要があれば進んで守るとても頼りになる存在だ。

　だから、私は苦手だと思いながらも嫌いになれない。朝斐さんはとても人間味のある人なのだ。そんな朝斐さんを弟も慕っている。もしかしたら、私以上に。

　私が朝斐さんを苦手だと思う原因は、弟を朝斐さんに取られるかもしれないという恐きよう怖ふから来ているのかもしれない。

　今だってそうだ。

「朝斐兄さん！　久しぶり!!」

「おぉ、悠斗。久しぶりだな。ちっと背ぇ伸びたか？」

「わかる？」

「わかるわかる。目線が前に会った時と違うからな」

　そう言って朝斐さんはくしゃくしゃと弟の頭を撫でる。弟は朝斐さんに頭を撫でられて嬉うれしそうだ。私の時は嫌がったのに。

　別に拗すねてないし僻ひがんでもないし悔くやしくもない。いいんだ、私が悠斗の姉であることに変わりはないんだから。涙なみだなんか出てない。

　私には見せない子供っぽい表情で朝斐さんに話しかける弟を見て、私は改めて思う。

　やっぱり私は朝斐さんが苦手だ。私より弟と兄弟らしいなんて、許せない。

「姉さん？　なに拗ねてんの？」

「別に」

「凛花は本当に悠斗が好きだなぁ。おまえ、昔からオレと悠斗が話していると拗ねてたもんな」

「そんなことないです」

　つーんとそっぽを向く私に弟と朝斐さんが苦笑し、二人して私の頭をぐりぐりと撫でた。

「ぎゃっ。ちょ、ちょっと二人ともやめて……！　髪がボサボサになるでしょう！」

「あーあ、凛花は本当に可愛いなぁ。バカな子ほど可愛いっておまえのためにある言葉だよ」

「うん、姉さん可愛い」

「だ、だから～……やめてってば！」

　二人とも褒ほめているつもりだろうが、それ、褒めてないからな！

　それでも単純な私の機き嫌げんは直り、朝斐さんと弟の術中にすっかりとはまった。




　朝斐さんに連れてこられたのはイタリアンのお店だった。夕飯を奢おごってくれるらしい。

　ラッキー！　私はメニューを開き、なにを食べようかな～とうきうきする。さっきまでの拗ねていた私はどこかに消えてしまったようだ。さようなら、過去の私。

　しかし、そんな機嫌も朝斐さんが私の幼なじみと付き合っているというニュースでまたどん底に落とされた。私、聞いてないんですけど!?　私たち親友じゃなかった？　すごくショック……。え？　幼なじみへ渡わたす誕生日プレゼントはなにがいいかって？　誕生日プレゼントなんて自分で考えて渡してよ！

　そう思いつつも、弟と一緒にちゃんとアドバイスをしてあげ、その日の夜に幼なじみに電話して問い詰めると、幼なじみはごめん、と言ってその事実を認めた。

　……うん、いいんだけどね。だけどちょっと寂さびしいなぁ。

　私はその気持ちを抑えて、精いっぱいの気持ちを込めて、おめでとう、と言った。
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　ティラミスが食べたい。

　そう蓮見にメールをした数日後、蓮見は約束通りにティラミスを作ってきてくれた。

　中庭の人気がなくて目立たない場所で、昼休みに待ち合わせをした。

「はい、これ」

「ありがとうございます、蓮見様」

　蓮見に渡された小さな箱に触れると冷たかった。まるで今まで冷蔵庫に入っていたみたいだ。そのことを聞くと、食堂の冷蔵庫を借りたと言う。

　どうやら食堂の人は蓮見に買収されているようだ。蓮見の手際のよさが怖い。

「じゃあ、俺はこれで」

「お待ちになって」

　がしっと腕を摑つかんで止めると、蓮見は嫌そうに私を見た。

「……なに？」

「私の話を聞いてください」

「なんで俺が君の話を聞かなくちゃならないの」

「お願いします。蓮見様くらいしか話せる人がいないんです」

「嫌だね。他を当たってよ」

　取りつく島もなく蓮見は私の手を振り払う。ここまでは折り込み済みだ。私はめげずにとっておきの物を取り出す。

「そうですか……せっかくつばき屋の最新作のプリンを手に入れましたのに……蓮見様がお話を聞いてくださったらお礼に渡そうと思っていたけれど……聞いてくださらないのなら仕方ないわ。私が食べてしまいましょう」

　つばき屋とは、私が大好きなプリンのお店で、前に蓮見に教えてあげたお店でもある。

　これでどうだ！　私の話、聞くよね？

「待って」

　立ち去ろうとした私を蓮見は呼び止める。ふふ、計画通り。にやりとしそうなのを堪えて振り向くと、蓮見は大変苦く悩のうしている様子だった。

　それでも彼はプリンを取るのだ。私の読み通り。

「……話を聞こう」

「ありがとうございます、蓮見様。お茶もありますの。いかがです？」

「貰もらっておく」

　私と蓮見は近くにあったベンチに座る。

　私は家庭科室の冷蔵庫を借りて冷やしておいたプリンを蓮見に渡した。

「つばき屋の最新作、抹まつ茶ちやプリンですわ」

「抹茶プリンか……」

　蓮見はプリンを一口含む。これも大変お気に召めしたようだ。顔がにやついているぞ。

「それで？　こんな物を用意してまで聞いてほしいこととは？」

　プリンを完食した蓮見にお茶を渡しつつ、私は答える。

「実は私、生徒会に入ることになりましたの」

「へぇ」

　意を決して言った私に蓮見はどうでもよさそうに相づちを打つ。

　ちょっとは反応してくれてもいいじゃない……。まあ、いいけど。

「まぁ、そこまではいいのです。ただ、来期の生徒会長が私の従兄でして」

「来期の生徒会長というと……あぁ、相模さんか」

「そうなんです。私、昔からあの人が苦手で……いえ、それもまあいいんです。とにかく私が生徒会に入ることがきっかけだと思うのですが、朝斐さんに食事に誘われたのですわ」

「……二人きりで？」

「いえ、弟も一緒でした」

「ふーん……？」

　なんだ、なんで少し不機嫌になったんだ？　さっきまでプリン食べてご機嫌だったのに。

　蓮見の変化に首を傾げつつ、私は気にせず話を続けた。

「その席でとんでもないことが発覚したのです」

「とんでもないこと？」

「ええ。朝斐さんに……彼かの女じよができていたのですわ」

「……それで？」

「私、もうショックで……その彼女というのが、私の幼なじみだったんです」

「君の幼なじみ？」

「はい。蓮見様と東とう條じよう様みたいな関係の幼なじみです。私、そんな報告を聞いていませんのに。私が知らなくて弟が知っているっておかしくありません？」

「まぁ、確かに……。それで君は、相模さんがその幼なじみと付き合っていることがショックだった、ってこと？」

「そうなんです」

　あれぇ？　なんかだんだん蓮見の機嫌が悪くなっている。なんで？　なにか気に障るようなこと言った？

「ふぅん……君、相模さんが好きなの？」

　すごく低い、いかにも不機嫌です、というような声で蓮見は言った。

　私はそれよりも、その内容に気を取られた。

「まさか！　私はあの人が苦手なんです。私から弟を取り上げるので。……あ、もしかして、私が朝斐さんのことが好きだからショックを受けたと思いました？　それならその懸け念ねんは杞き憂ゆうですわ。あの人は私の好みではないので」

「ふぅん。君の好みのタイプって？」

「そうですね……顔は整っている方がいいです。あと、すらりとしているけど、ちゃんと筋肉がついてる方が好きですわ」

「へえ」

　はっ。なんか話が脱だつ線せんしてないか？　なに話を脱線させてるんだ、蓮見は！

「私の好みはともかく！　親友に恋人ができたのに報告してくれないってどう思います？」

「どうって……」

「蓮見様の場合だと、東條様に恋人ができたのに報告してもらえなかったら悲しくありませんか？」

「……そうだな。寂しい気はする」

「そうですよね!?　よかった、蓮見様なら私の気持ちをわかってくださると思いましたわ！」

「それは、どうも」

　あれ。蓮見の機嫌が直っている？　蓮見の機嫌のスイッチがよくわからない。

「……正直、少し羨うらやましいですわ。朝斐さんは頼りになる人ですし、なによりも、幼なじみに朝斐さんのことを問い詰めた時、照れくさそうにしながらも、幸せそうでした」

「問い詰めたんだ……」

　ツッコミは聞こえなかったことにする。私、なにも聞こえてません。本当デスヨ？

「幸せそうな幼なじみを祝福する気持ちは本当ですけれど、少しだけ妬ねたんでしまって……私、親友として失格ですわ」

「……そんなことないんじゃないの。誰かを妬むというのは人間として普通のことだと思う」

「そうでしょうか……」

「そうだよ。君の気持ちはわかるつもりだ。俺も少し前まで、昴すばるを妬んでいたから」

「蓮見様……」

　蓮見は手に持っていた紙パックのお茶を見つめていた。

　その横顔は少し憂うれいを帯びていて、でもどこかすっきりとした様子だった。

「そのうち心から祝福できるよ。妬む理由がなくなればね」

「妬む理由……？」

「そう。君は親友に恋人ができて、それが羨ましいんだろ？　じゃあ君も恋人を作ればいいじゃない」

「は……？　作ろうと思ってできるものじゃないでしょう？」

「……それじゃあ、俺となってみる？」

「はい？」

　ぽかんとして蓮見の方を見ると、蓮見の整った顔が思いのほか近くて、焦った。

　ち、近い！　近いよ！　私、男の人に免めん疫えきないんだって！　こんな近い距きよ離りで男の人の顔見たことあるの、父と弟と朝斐さんくらいしかいないし！　朝斐さんに関しては子供の頃だけだし！　心臓がバクバクと音を立てる。

「あ、あの……蓮見様……？」

「俺と、恋人になってみようか？」

　蓮見の顔が鼻が触れそうな距離まで近づく。私は動揺して固まった。

　え、なにこの状況。漫画じゃこんな展開なかったのに……！　ああ、でも、そうか。私が全力で王子を避さけているから、話自体が変わってきているんだ。漫画の物語ストーリーから離れ始めているのかもしれない。

　固まっている私を見て、蓮見はくすっと笑った。

　……は？

「冗じよう談だんだよ。本気にした？」

「～～～っ!!　蓮見様!!」

　悔しくて私は顔を真っ赤にして蓮見を睨みつけた。

　やっていいことと悪いことがあるってこいつは知っているんだろうか？　ああ、もう……私に無む駄だな心労をかけないでほしい。切実に。

　蓮見は一瞬困ったように私を見たが、すぐに意地悪い笑みを浮かべた。

「あぁ、そうそう。俺も生徒会に入ることになっているから」

「なんですって……？」

「よろしくね」

　そう言うと蓮見は立ち去った。

　よろしくされたくないわ!!　もう、なんなのあいつ！

　私は立ち上がろうとしたが、足腰にまったく力が入らず、呆ぼう然ぜんとした。

　え、なにこれ。まさか、腰抜けた!?　蓮見のせいだ。蓮見があんなことするから……！

　無性に甘あまい物が食べたくなった私は蓮見に貰ったティラミスを食べた。

　ティラミスは、悔しいくらいに美味しかった。




　そんな出来事があった週の土曜日、私は美咲様とお茶をするためにお洒しや落れなカフェに足を運んでいた。美咲様とは定期的にお茶をしているのだが、夏休み中はお互いになかなか都合がつかずに会えなかったので、こうして会うのは久しぶりだ。

　学校でも会っているのだが、美咲様の周りが怖すぎて話なんてとてもできない。私のハートはチキンの形をしているのだ。

　ここのカフェはパフェが美味しいらしく、私たちは早速パフェを頼んだ。美咲様はいちご、私はチョコレートのパフェだ。

　パフェが来るまでの間、私は美咲様から報告を受けた。

「まぁ、夏休みは屋形船を貸し切って東條様と花火を眺ながめられたのですね」

「そうなの。船の上で見る花火は格別だったわ」

　ごめんなさい、美咲様。それ、私の思い描えがいていた花火大会デートではありません……。

　私が思い描いていたのは、普通の高校生がやるようなやつなのだ。女の子が頑張って着慣れない浴衣ゆかたを着て、出店を回って花火を一緒に見ていい雰ふん囲い気きになって、下げ駄たの鼻はな緒おが切れて男の子にしょうがないなと言われながらおんぶされちゃう、少女漫画では定番の甘あま酸ずっぱい青春デートだ。やっぱりお金持ちだと感覚が違うのか。お金持ち舐なめてた。

　でも、まあいいか。美咲様嬉しそうだし。美咲様が楽しかったならそれでいい。

　花火大会以外のイベントには、王子と都合が合わず行けなかったようで、残念だ。

　しかし、美咲様。もうすぐ文化祭がありますよ！　ここでは王子と一緒に回って周囲を牽けん制せいしましょう！

　そう私が言うと、美咲様は恥ずかしそうにしながらも、そうね、と頷いてくれた。早めに約束を取りつけるように、と私が言ったところでパフェがきた。

　うおお……意外とボリューミーだ……。私は平気だけど、美咲様は大丈夫かな。

　ちらりと美咲様を見ると、目を輝かがやかせてパフェを食べようとしていたので、大丈夫そうだと判断し、私もパフェを食べることにした。

　美味しい！　もっと甘いかと思っていたけど、ビターチョコレートを使っているようで、チョコの苦味とバニラの甘さがミックスされて、ちょうどいい甘さになっている。幸せだ。

　私と美咲様はパフェを堪たん能のうし、お腹いっぱいになった。

「それにしても、生徒会に誘われるなんてすごいわ、凛花さん」

「そ、そうですか？」

「ええ、そうよ。昴も誘われたみたいけど、断ったらしいわ。よかったわね」

「は、はい……」

　王子も誘われていたのか……！　漫画ではそんな描写がなかったから油断していた。王子が断ってくれて助かった。

「奏祐も一度断ったそうだけど、やっぱり引き受けることにしたらしいわ」

「ソ、ソウナンデスカ……」

　あの日以来、私は蓮見の名前を聞くと挙きよ動どう不ふ審しんになり、蓮見を目の前にするとぶん殴なぐりたい衝しよう動どうに駆かられるので、ずっと避けていた。

　私は根に持つ方ではないはずだが、あの日のことはどうにも許し難がたい。乙女おとめ心ごころを踏みにじりやがって……！

「……奏祐となにかあったの？」

「ナ、ナニモアリマセンヨ……？」

「ほんとうに？」

　首を傾げて訊ねる美咲様はとても可愛らしい。だがその魅み力りよくに屈くつするわけにはいかないのだ。負けるな、私。

「凛花さん、なにがあったの？　私に教えて？」

　ごめんなさい。私が美咲様相手に黙っていられるわけがなかった。

　ぼそぼそとあの日のことを話すと、だんだんと美咲様の表情が変わっていく。

　あの、美咲様？　怖い顔になっていますよ？

　私の話を聞き終えた美咲様は、にっこりと美しいが怖い笑顔を浮かべた。

「───そう。奏祐が、そんなことを……」

「あの、美咲さん……？」

「安心なさって、凛花さん。私が奏祐に、よぉく言い聞かせておくから、ね？」

「は、はあ……」

「ふふ……必ず奏祐に謝らせるわ。この私の名に懸かけて」

　いや、そんなことでお名前を懸けてくださらなくて結構ですよ？

　後日、青い顔をした蓮見が私のところにロールケーキを持ってやってきた。

「すまなかった」と悲ひ愴そう感かんを漂わせて謝る蓮見がだんだん可か哀わい想そうに思えてきたので、私は許してあげることにした。美味しいロールケーキも貰えたしね。

　それにしても、蓮見をこんなふうにした美咲様は一体蓮見になにをしたんだろう？　知りたいけど知るのが怖い……。

　とにかく、こんな状態になった蓮見を見て私は誓ちかった。

　───美咲様だけは絶対に怒らせない、と。
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　明日は文化祭だ。しかし文化祭といっても、一年生ではほとんどなにもできない。一年生がやれるのはクラス展示のみと決まっていて、参加も自由だ。なので、ほとんどのクラスは参加しない。私のクラスもそうだ。

　だから私は気楽に文化祭を楽しもうと思っていた。うん、思っていたんだけどね……。

「頼むよ、神楽かぐら木ぎさん～！　先生を助けてくれよ～！」

「オレからも頼むわ……もう凛りん花かくらいしか頼める奴やついねぇんだよ」

　またおまえらか！　この生徒会コンビめ！

　文化祭前日の準備の間、やることのない私は図書室で勉強をしようと一人で行動していた。友達は部活と委員会の準備に出掛けている。

　二、三年生はクラスの準備で手が離せない人が多いため、部活や委員会では一年生が中心になって準備をするのだ。委員会や部活にも入っていない私は暇ひまだ。

　そう、暇なんだけどさぁ……。

「私、まだ正式に生徒会に入っていませんよね？　なのになぜ私が生徒会の仕事を手伝わなければならないのでしょうか」

「他のメンバーがインフルエンザに罹かかったんだよ……」

「インフル……エンザ？」

　この時期に？

「そうそう。今年は流行が早いみたいだね～。どこかの学校ではもう学級閉へい鎖さになっているらしいよ？」

「そうなのですか……大変ですね」

「そう、大変なんだよ～。わかってくれる？　だからね、神楽木さん」

　一いつ色しき先生はにやりと嫌いやな笑みを浮うかべ、私はその笑みにぞわっと鳥とり肌はだがたった。

「生徒会の手伝い、してくれるよね？」

「いえ、そんな私では……」

「断るんだ？　それじゃあ、しょうがないなあ」

　諦あきらめてくれたとほっとしたのも束つかの間ま、先生は人を食ったような笑みを浮かべて言った。

「───しょうがない。じゃあ、今日から生徒会の引き継ぎに入って」

「は、はい？」

「引き継ぎのついでに生徒会の手伝いをするように。わかった？」

「そ、そんな……」

「わ　か　っ　た　？」

「ハイ……ワカリマシタ……」

　先生の迫はく力りよくに負けてしまった私に、ドンマイ、というように朝あさ斐ひさんが私の肩に手を置いた。そんな朝斐さんを恨うらみ交じりに睨にらみつけ、私は渋しぶ々しぶと生徒会の仕事を手伝うことになってしまった。朝斐さんに連れられて生徒会室に足を踏み入れる。これで私の平へい穏おんな学園生活とお別れだ。さようなら、私の平穏……。

　生徒会室に入ると、蓮はす見みが優ゆう雅がに脚を組んで座すわっていた。なぜ貴き様さまがここにいる。ああ、そういえば蓮見も生徒会に入ると言っていたから、それでか。

　蓮見の反対側には私のよく知る人物が真ま面じ目めそうに書類を読んでいた。




[image: ]




　彼かれの名前は飛鳥あすか冬とう磨ま。彼はセカコイの登場人物で、漫まん画がでは当て馬キャラとして描かかれていた、生徒会長だった。真面目で誰だれに対しても公平な彼は、漫画では皆から慕したわれていた。見る限り、現実の彼も漫画とあまり変わらなそうだ。

　ああ……やっぱり飛鳥もいたか。朝斐さんの次の生徒会長だからいるとは思っていたけど……。でも、飛鳥は王子と違ちがって凛花に一ひと目め惚ぼれするわけではなく、凛花と接するうちに好きになっていく、という感じだったから、まだ救いがある。要は私に惚れさせなきゃいいのだ。

　これから私に惚れさせないように気をつけないと、と私は決意を固めた。

「おぉ、揃そろってんな、一年の生徒会メンバー」

　朝斐さんが蓮見と飛鳥を見てにやりと笑う。蓮見は無表情に、飛鳥は朝斐さんを見てお辞じ儀ぎをする。うん、性格がよく表れているな。

　朝斐さんに座るように指示されたので、私は渋々と蓮見と飛鳥の間の席に腰こし掛かける。

　朝斐さんとやってきた私を見て、蓮見はぼそりと呟つぶやいた。

「……遅い」

　私は知らん顔をして正面を見た。蓮見はムッとした表情をする。

　飛鳥はそんな私たちのやり取りをびっくりしたように見た。ただ無視しただけなんだけどな。

「蓮見に話しかけられて無視をする女子がいるとは……」

　ぼそぼそと飛鳥が何か言っているが、それも知らんぷりした。

　女子だからって誰もが蓮見にいい顔をすると思うなよ。

「今からやる仕事を説明するぞ？　いいか、おまえら」

「はい」

「どうぞ」

「早く言ってください」

　飛鳥、蓮見、私の順で答え、私たちの返事を面白そうな顔をして聞いた朝斐さんは、説明をし始める。仕事の内容は細々とした雑用だった。これくらいなら、なんて一いつ瞬しゆんでも思った私がバカだった。その雑用の量が多いのだ。

　蓮見も飛鳥も手際よく仕事を終わらせていくのに、次から次へと仕事がやってくる。私たちはあちこち走り回って必死に雑用を片付けていく。すべての仕事が終わったのは、日が沈んだあとだった。さすがに蓮見も飛鳥も疲つかれた顔をしている。私はぐったりだ。自じ慢まんではないが、私は体力が少ない方なのだ。

　疲れている私たちに朝斐さんが「お疲れさん、助かった」と言って爽さわやかな笑みを浮かべた。私たちよりも忙いそがしくしていたのに、なぜ疲れていない。体力バカなのだろうか。

　そう考えたのが顔に出ていたのか、朝斐さんに頭を叩はたかれた。い、痛い。

　そんな私に蓮見は呆あきれたような顔で、飛鳥は少し笑って「大丈夫か？」と言ってくれた。なんて紳しん士しだ。蓮見も飛鳥を見習うといい。

　明日の仕事は見回りのみでいいそうだ。決められた時間にペアで見回りをしてほしい、と言われた。それ以外の仕事は残りの先輩方でこなしていくのだそうだ。三人で見回る時間とペアを決めていく。最初は私と飛鳥で見回って、次の時間が蓮見と飛鳥、最後に私と蓮見で見回る段取りになった。見回りは一日三回で、約三十分程度、学園内を回ればいいらしい。それ以外は自由にしていいとのことなので、私は思いっきり文化祭で食べ歩きをしようと思う。

　食べ歩き、楽しみだなあ。




　文化祭当日、私は蓮見を捜さがして歩いていた。今から見回り当番なのに、奴は一体どこにいったんだろう？　まったく、世話の焼ける奴め。

　でも、蓮見が見当たらないなんて珍めずらしい。なにかと目立つ人なのに、どこを見み渡わたしても蓮見らしき人影も人だかりもない。王子はすぐ見つかるのに。なんで見つけなくていい人を見つけ、本当に見つけたい人は見つけられないの。

　私は人の波を潜り、中庭へと出た。中庭には出店がずらりと並んでいるが、奥おくの方は人気がない。この学園の中庭は無む駄だに広い。だから、もしかしたらここに蓮見がいるかもしれないと考えたのだ。

　捜し続けてようやく蓮見を見つけ、ほっとする。本当に人ひと騒さわがせな奴だ。

　私は蓮見に近づき声を掛けてみるが、反応がない。あれ？　と思って顔を覗のぞくと、なんと奴は寝ていた。人が一生懸命捜していたというのに……！

　腹立たしく思いながらも肩を揺ゆさぶると、蓮見の目がゆっくりと開き、いつになくぼんやりとした顔で私を見つめた。

「……神楽木？」

「はい」

　私が返事をすると蓮見は目を見開いた。ん？　なんだろう？

「目が覚めまして？　もう見回りの時間ですわ。早く行きましょう」

「…………」

「蓮見様？　どこか具合が悪いのですか？」

　返事をしない蓮見に、私はいささか心配になった。いつもなら嫌いや味みの一つや二つ返してくるのに、一体どうしたんだろう？　もしかして、体調が悪いとか？

　そう考えて蓮見の額ひたいに手を当ててみたけど、熱はないようだ。けれど心なしか、顔が赤いような気がする。やっぱり調子がよくないのかな。

「熱はないようですね……体調が悪いのなら私一人で見回りますので、蓮見様は休んでいてください」

「あ、いや、大丈夫。別に体調は悪くない。少しぼんやりしていただけなんだ」

「そうですか？」

　本当かなあ。私は疑問に思いながらも、蓮見の額に触れたままでいた手を退どかそうとしたが、その手を蓮見に摑つかまれる。

「蓮見様？」

「あ……ごめん」

　はっとしたように慌あわてて手を離す蓮見は明らかに普段と様子が違う。

　体調が悪いなら無理なんてしなくていいのに。

「やっぱり、休んでいた方が……」

「大丈夫。行こう」

　蓮見は私の言葉を撥はね除のけて立ち上がり、歩き出す。

　本当に大丈夫なのかなぁ？　また前みたいに具合が悪くなったら困るんだけど。

　半歩先を歩く蓮見の様子を、チラチラと窺うかがいながら無言で歩く。すると、焼き菓が子しの甘あまい香りが漂ってきて、そういえば家庭部で焼き菓子を売っていたな、と思い出す。

　あ、そうだ！

「蓮見様」

「なに」

「少しここで待っていてくださいませんか」

「なんで？」

「少し行きたいところがあるので……」

「……わかった。いいよ、行ってきなよ」

「ありがとうございます。すぐに戻もどります」

　私はそう言って蓮見に断り、目的地へと向かって走る。

　それから十分ほどで蓮見のもとへ戻った。

「お待たせいたしました。さあ、見回りを再開しましょう」

「あ、ああ……それはなんなの？」

「これですか？　マフィンとクッキーです。家庭部で販はん売ばいしている物なんですよ」

「ああ、そう……」

「はい、これは蓮見様の分ですわ」

「は？　なんで……」

「甘い物を食べると元気になりますから。今日の蓮見様はなんだか元気がないような気がしましたので……迷惑でしたか？」

「いや……貰もらうよ。ありがとう」

　そう言って蓮見がマフィンを食べて少し口元を緩ゆるめたのを見て、私はほっとし、やっぱり元気のない時は甘い物が一番だと結論づけた。

　甘い物を食べれば元気になる。少なくとも私はそうだ。別に蓮見を心配しているわけではないが、いつもの調子で返事が返ってこないとこっちの調子が狂うのだ。それから蓮見はいつもの調子を取り戻し、私の話を容よう赦しやなく切り捨てていく。やっぱり蓮見はこうじゃなくっちゃ、と思ったところで自分のその考えにストップをかける。

　いや、待て私。それは危ない考えだぞ。まるでＭみたいじゃないか。私にそっちの属性はないはずだ。ない……はずだよね……？　私が一人で百面相をしていると、蓮見が呆れたように「そのバカみたいな顔、やめれば？」と言ってきた。余計なお世話だ！

　私たちは馬術部の乗馬体験コーナーまでやってきた。弟が乗馬を習う時に私も一いつ緒しよに習いたかったのだが、母に止められ泣く泣く諦めた過去がある。

「乗りたいの？」

「あ……いえ。私、乗馬はできませんから」

「乗馬ができなくても、乗ってみたいんじゃないの？」

「それは……まあ、馬で駆かけたら気持ちいいだろうなとは思いますけれど……」

「ふうん……じゃあ、乗ろうか」

「はい？　あ、ちょっと蓮見様……？」

　私は蓮見に腕を引かれ、馬術部部員のもとに連れていかれた。蓮見がなにかを言うと、部員は一瞬驚いたような顔をしたが、すぐに笑顔になって、こちらへ、と案内をした。

　なにをする気だ、蓮見。いや、なんとなくわかるけど。

　少し歩いたところで部員が「こちらで少しお待ちください」と言うと、駆け足でどこかへ去っていく。

「蓮見様……まさか、乗馬を？」

「乗りたいんでしょ？」

「乗れるなら乗りたいですが……私、乗馬はできませんし、今は見回り中ですよ」

「そうだね。だから？」

「だから、乗馬体験なんてしている場合では……！」

「お待たせいたしました！　こちらがお二人に乗っていただく子です」

　蓮見を諫いさめようとした時、さっきの部員が戻ってきた。なんてバッドタイミング！

　それよりも、今なんて言った？　お二人にって言わなかった？

「ふぅん……なかなかいい馬だね」

「そうでしょう。この子は我わが部の自慢の子なのです」

　部員が連れて来たのは真っ黒な馬だった。蓮見が顔を撫なでると、馬は嬉うれしそうにヒヒィンと鳴いた。蓮見と黒毛の馬。絵になる光景である。

「では、お二人ともこちらへ」

　言われるがままに、私は手助けされて馬に横乗りした。

　え、なんで私、馬に乗っているの？　誰が乗るって言ったよ？　そもそも私乗馬できないんですけど？

　蓮見は手助けなく、難なく馬に乗った。なぜか私の後ろに。

　なぜ後ろに乗った。危ないだろ。そこ、鞍くらないよ？　手た綱づな引っ張ってくれるだけでいいんですけど。それに、二人も乗ったら重いでしょ？　お馬さん、大丈夫？

　私が馬の首を撫でると、大丈夫、僕ぼくに任せて、と言うかのように馬は鳴いた。なんて男前。馬じゃなかったら惚ほれてたよ。

「……動くよ」

　手綱を握にぎった蓮見が私の耳元で囁ささやく。

　今さらながらに思ったけど、距きよ離りが近い。なんか最近、蓮見が近い。物理的な意味で。

　私が蓮見との近さに動どう揺ようしていると、しっかり摑まって、とさらに体を密みつ着ちやくさせられる。

　ぎゃあ！　近い、近いって！

　ゆっくりと動いているのに、想像以上に馬の背は揺れた。それでもまだ大丈夫だけど、走り出したらしっかり摑まないと落馬しそうだ。私の運動神経は壊かい滅めつ的てきなのだ。落馬したら大おお怪け我がをするに違いない。

　蓮見は私の様子を見ながら少しずつペースを上げていく。徐じよ々じよに慣れてきた私は走ってほしいな、と思ったが、馬に負担がかかりすぎるとのことで、走らせるのは無理だと言われた。少し残念だけど、仕方ない。乗馬できただけでもいいことにしよう。それが例え、私が望んでやったことじゃないにしても。

　乗馬体験が終わると、蓮見は誰の手も借りずにするりと下りた。私にそんな芸当ができるはずもなく、誰かの手を借りようとあたりを見渡すと、蓮見が手を差し伸べてくれた。

　私が無意識にその手を取ると、蓮見は優やさしく、まるでお姫ひめ様さまに接するように私を抱きとめて下ろしてくれた。心なしかいつもと違う蓮見の態度に、私はどきどきしてしまう。

　下ろしてもらった時にふわりと香った蓮見の匂におい。今まで意識したことはなかったけど、私は蓮見の匂いが好きだな、と思った。ツンとしていて、だけど優しい香り。

「ありがとうございます、蓮見様」

「いや……どうだった？」

「楽しかったですわ。とてもいい経験になりました」

「そう。ならよかった。見回り、再開しようか」

「はい」

　この時、私は気付くべきだった。ここが人目のある場所であることを。

　私が今日のことを後こう悔かいするのは、もう少し先の話。
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　文化祭が無事に終わり、その半月後、形ばかりの生徒会選挙が行われ、見事に朝斐さんが生徒会長に当選した。まあ、生徒会に興味のない人たちばかりだから、立候補すれば大抵当選するんだけどね。

　新しい生徒会の発足は一カ月後だが、前生徒会の皆さんは受験に忙しく、現在は新生徒会のメンバーで細かい仕事を担っている。とはいっても、特にイベントがあるわけもないので、そんなに忙しくない。そう、忙しくないはずなのに、なぜか毎日放課後に集まっている。解げせぬ。

「神楽木、そっちは終わったか？」

「ええ、終わりました」

「相さが模みさん、ここなんですが……」

「どれどれ。あぁ……そこか。そこは……」

　淡たん々たんと仕事を進める私たち。二年の先せん輩ぱい方がたは完全に沈黙して仕事をしている。

　固い、固いよ。こういう雰ふん囲い気き嫌いじゃないけど、毎日こうだと肩かた凝こるよ。わいわいとはいかずとも、もっと和やかに談だん笑しようしながら仕事をするものだと思っていたんだけどなあ。

「じゃあ、お先に」

「お疲れ様でした」

「おー。お疲れ」

　先輩方は仕事が終わるとすぐに帰ってしまう。私としては一年間一緒に仕事をするんだから、先輩方と仲良くなりたいんだけどな。もちろん、わからないことは聞けば丁てい寧ねいに教えてくれるのだけど、どうにも壁かべを感じるのだ。どうしたらいいかなぁ？

「あ、やっべ。もうこんな時間か。オレ、これから用事があるから帰るわ。おまえたちはどうする？」

「もう少しで終わりそうなので、残ります」

「私も」

「……俺も」

「そっか。あんまり遅くならないようにな？　鍵かぎ閉しめだけは頼む。じゃ、お先」

「わかりました。お疲れ様でした」

「お疲れ様でした」

「早く帰……お疲れ様でした」

「凛花……ちゃんと聞こえてるからな？」

　朝斐さんは私を睨むと足早に去って行った。またもや私たちに重い沈黙が訪れ、室内に響くのはペンの音だけとなった。私は自分の分の仕事を終わらせ、ペンを置く。

　疲れた。甘い物が食べたい。

「それだ!!」

　突とつ如じよ叫さけんだ私を蓮見は不ふ審しんそうに、飛鳥は驚いたように見てくる。

「……突然なに？」

「驚いたぞ……急に大声を出すな」

「ごめんなさい……つい」

「で、突然なんなの？」

「私、先輩方と仲良くなる秘策を思いついたのです」

「仲良くなる……秘策？」

「ええ。ほら、先輩方とはなんかこう……壁みたいなものを感じませんか？」

「そう？　俺は気にしてないけど」

「……先輩方から壁を感じるのは、君たちに遠えん慮りよしてかもしれないな」

「私たちに、遠慮？」

「なんで先輩たちが俺たちに遠慮するわけ？」

「……君たちは知らないのか？」

「なんのことでしょう？」

「いや、俺も少し前に聞いた話なんだが……君たち、見回りの最中に乗馬をしたそうだな？」

　私はびくりとして思わず蓮見を睨む。だから言ったじゃないですか、という意味を込こめて。蓮見は私の視線を受け止めて、素知らぬ顔で飛鳥を見た。

「それが、なにか？」

「誤解しないでほしいが、別に咎とがめているわけじゃない。まあ、来年はやめてほしいが、過ぎたことを言っても仕方ない」

　飛鳥は苦笑したままそう言った。飛鳥は真面目で正義感も強い。だからてっきり怒おこられると思っていた私は拍ひよう子し抜ぬけした。意外と融ゆう通ずうが利く。

　それは蓮見も同じ考えだったようで、表情は変わっていないが、目が戸惑ったように揺れていた。最近、蓮見の表情を読み取るスキルが向上している気がする。そんなスキル要らないのに。

「───ともかく、君たちは二人で一緒の馬に乗ったそうだな？　それで噂うわさが広がっている。蓮見と神楽木が付き合っているのではないか、とな」

「…………はい？」

「…………」

　私は飛鳥の言葉に完全にフリーズした。頭が真っ白でなにも思いつかない。蓮見でさえも驚いたように目を見開いている。

　それは、驚くよね。きっと蓮見は迷惑している。だって、蓮見が好きなのは美み咲く様なのだ。美咲様に勘かん違ちがいされてしまったら困るだろう。そうだとも。私と蓮見が付き合うことなんてありえないのに、みんななにを勘違いしているんだろう。

　私はガタンと音を立てて勢いよく立ち上がり、目の前の机を思いっきり叩たたく。

「ありえませんわ！　私と蓮見様が付き合うなんて、天と地がひっくり返ってもありえません！」

「……そ、そうなのか？」

「ええ、そうに決まっています。そうですわよね、蓮見様!?」

「あ、ああ……」

「し、しかし……こうして生徒会活動を通じて君たちを見ているが、とても仲がいいように感じるが……」

「気のせいです。私たちの関係は顔見知り以上友達未満なのです」

「……とてもそうは見えないが……」

「では、ただの友達で」

「……わかった。それで納得しよう」

「…………」

　蓮見は頭を抱えて俯うつむいている。あれ？　友達もだめだった？

「勝手に納得しないでくれない……っていうか、友達未満だったのか俺……」

　蓮見がぶつぶつなにかを言っているが、今になって思いっきり叩いた手が痛み出した私の耳には届かない。手の痛みに呻うめきながらも、私は決心していた。安心してくれ、蓮見。疑惑はきちんと晴らすから。だからそれまでは、私の友達ってことにしておいてね？

　手の痛みに若じやつ干かん涙なみだ目めになりながら、飛鳥に確認を取る。

「つまり、先輩方は蓮見様と私が付き合っていると勘違いしているため、私たちに声を掛けるのを遠慮していると、そういうことでよろしいかしら」

「そういうことになるな」

「なるほど……蓮見様のせいですわね」

「……は？　俺？」

「そうでしょう。蓮見様が一緒に馬に乗らなければこんなことには……」

「喜んでいたくせに」

　恨うらみがましく私が言うと、蓮見は冷たく笑って呟いた。

　うぐっ！　た、確かに初めての乗馬体験を楽しんでいましたけれども！

　私は視線を彷徨さまよわせて口をもごもごするが、反論が見つからない。

　飛鳥は私たちのやり取りを見て、呆れたように言う。

「俺が思うに、君たちが乗馬をしていなかったとしてもこうなったのではないか？」

「なぜですか？」

「……まあ、わからないならいい」

　心なしか、飛鳥が同情した目で蓮見を見た。私は飛鳥の言っている意味がわからず、ハテナマークが頭の中を飛び交った。そんな私の様子をじっと見たあと、蓮見はため息をついて顔を逸そらし、飛鳥はただ苦笑を浮かべている。

「それで、君の言う秘策とは？」

「先輩方に甘い物を差し入れしようと思いますの。どうでしょう？」

　私はドヤ顔をして言った。ね、いい考えだと思いません？　先輩方と話すきっかけができて、なおかつ美お味いしい物が食べられる。まさに一石二鳥。差し入れする本人も食べる気満々ですが、なにか？

　得意そうに言った私とは裏腹に、飛鳥は難しい顔をした。な、なんだろう。我ながらいいアイデアだと思ったんだけど。

「神楽木……お菓子の持ち込みは校則で禁きん止しされていることを知っているか？」

「……あ。そういえばそうだったような……」

「俺たちは皆の手本となるべき生徒会の一員だ。そんな俺たちが校則を破やぶるわけにはいかない。よって、その案は却きやつ下かだ」

「そ、そんなぁ……！　朝斐さんもよくお菓子を貰っていたと言っていたのに……」

「……そんなにお菓子が食べたいの？」

　蓮見の呆れ声なんて聞こえていません。

「相模さんがそんなことを？」

「え、ええ……三年の先輩方がよく持ってきてくれたと……」

「そうなのか……とりあえず、相模さんにそのあたりのことを確認してみよう。二人とも、仕事は終わっているな？　今日のところは解散にして、また明日考えよう」

「わかりましたわ」

「わかった」

　そしてその日は解散となり、翌日、朝斐さんに確認したところ、生徒会は遅くまで作業していることが多いため、息抜きとして学校も黙認しているそうだ。ただし持ち込めるのは生徒会室内限定。つまり、私の差し入れ作戦はなにも問題ないということだ。生徒会顧こ問もんの言げん質ちも取れたので、飛鳥もこの作戦の実行を渋々と認めた。

　やった！　これで放課後の楽しみができる！

　私は早速蓮見にお菓子作りの依頼をした。「なんで俺が」と言いつつも作ってくれるようで私はにこにことした。作戦の決行は来週だ。来週、私と蓮見の疑惑を晴らして先輩方と仲良くなり、美味しいお菓子を食べるのだ。上手くいきますように、と心の中で祈る。

　結論として、私の作戦は大成功だった。私たち一年生でお茶とお菓子を出すと、先輩方は戸惑っていたが、私が笑顔でごり押しし、なんとかお菓子を食べてもらえ、皆さん美味しいと褒ほめてくださった。その際に私と蓮見の疑惑を晴らすのも忘れない。私が全力で否定したのがよかったのか、先輩方は誤解だとわかってくれたようだ。

　男の先輩と朝斐さんは蓮見に近寄り、肩にポンと手を置いて何やら蓮見を励はげます言葉をかけ、女の先輩は「蓮見様も大変ねぇ」と面白がっていた。すみません、話の流れが見えないんですが。

　とにもかくにも、私たち生徒会メンバーはこの日を境にぐんと仲良くなった。

　やっぱり甘い物って最高で最強だ。甘かん味みで世界を救える日だって来るかもしれない。




　生徒会室にお菓子が出されるようになって、少し時間が経った。最近、飛鳥にじっと見つめられることが多い。だけど飛鳥に目を向けると逸らされる。なんなんだもう。

　……あれ？　そういえば、漫画でこんな感じの流れがあったような……？

　もしかして。もしかしてだけど。

　そんなことを考えていた時、飛鳥が意を決したような顔をして私に近づく。現在、生徒会室には私と飛鳥しかおらず、他の人たちはそれぞれ仕事で席を立っていた。

「……神楽木」

「なんでしょう？」

　私は微笑ほほえみながら飛鳥を見る。が、内心では大変混乱していた。

　うん、まさかとは思うけど。でも、ここ漫画の世界だし？　うん、だから、そうなのかな。でも飛鳥は私にとってただの頼れる生徒会メンバーでしかない。だから、そういうのはちょっと……。

「君に、ずっと言いたかったことがある」

　まじか。やっぱり、そうなの？

　私の内心の混乱はピークに達しようとしていた。しかし、表情にはそんなことを微み塵じんも出さずに、不思議そうに首を傾かしげてみせる。そう、私は女じよ優ゆう！　今から女優になるのよ!!

「言いたかったこと、ですか？」

「ああ。実は、俺は君に……」

　ああ、やめて。やめて飛鳥！　その先は言わないで!!　私はあなたのこと、ただの生徒会の仲間だとしか思っていないの！

「君に……ずっとこれを食べてもらいたいと思っていたんだが、食べてくれるだろうか？」

「まあ、綺き麗れいな和菓子……どうしたんですか？」

「実はな、これ、俺が作ったんだ」

　内心ずっこけている私に気付く様子もなく、飛鳥は照れくさそうに笑う。なんでも、飛鳥の実家は老舗しにせの和菓子店で、飛鳥はその跡取り息子なんだそうだ。現在、和菓子作りの修業中らしく、今飛鳥が取り出した和菓子は店の商品を飛鳥が一人で作った物で、第三者の意見が聞きたいから私に試食してほしいそうだ。

　なぜ二人きりの時に？　と訊たずねると、反対した手前、自分でお菓子を持ってくるのが恥はずかしかったんだそうだ。

「神楽木はいつも美味しそうにお菓子を食べているだろう？　だがいつも持ってくるのは洋菓子ばかりだ。だから、神楽木に和菓子の魅み力りよくをぜひ知ってもらいたくてだな……」

　左様ですか。なんかもう、一人で勘違いした私が恥ずかしいじゃないか。

　そこ、照れるんじゃない。一番恥ずかしいのは告白されると勘違いしていた私だからな！

　ああ、もう顔が熱い。勘違いさせないでよ！　いやだってね、勘違いしちゃうでしょ？　まさか和菓子を食べてもらいたくて見られていたなんて、誰が想像できるというんだ！

「とにかく、食べてもらえないだろうか？　無理にとは言わないが……」

「いただきます」

　ええい、自や棄けだ！　パクリと菊きくの形をしたお茶菓子を食べると、口にした瞬しゆん間かんにあんこの上品な甘さが口の中に広がった。あんこって食べたあと喉のどに残るような感じがいつもするけど、飛鳥が作ったこのお菓子にはその感覚がない。これなら何個でも食べられそう。

　私は洋菓子派だったけど、和菓子派に鞍替えしたくなるくらい美味しかった。

「どうだろうか……？」

「とても美味しいですわ。私が食べた和菓子の中で一番美味しいです」

「そうか……よかった。また作ってきてもいいか？」

「もちろんですわ！　今度は皆さんの分も作ってきてくださいね。きっと喜んで食べてくれますわ」

「……わかった。今度は人数分作ってくる」

「楽しみにしていますね」

　私がにっこり微笑んで飛鳥を見た時、蓮見が帰ってきた。蓮見はこちらを一いち瞥べつすると、私たちの間に割って入ってきて、なぜか飛鳥を冷たい目で見た。

「なにしてたの、二人っきりで」

「別になにもしていないが……神楽木と少し話をしていただけだ」

「ふぅん……なんの話？　俺にも聞かせてよ」

「いや……それはその……」

　自作の和菓子を私に試食してもらっていたと言いづらいのか、飛鳥らしくもなく口ごもる。私は見ていられなくなって、蓮見の腕うでを摑んだ。

「本当にただの雑談をしていただけですわ。蓮見様がなにを気に入らないのかはわかりませんが……飛鳥くんに変に突つっかかるのはやめてください」

「……庇かばうんだ？」

「はい？」

「飛鳥を、庇うんだ？」

「蓮見様……？」

　私を見る蓮見の目が、冷たい。知らなかった。蓮見がこんな目で人を見ることができるだなんて。蓮見は触れられたくないというように私の手を振り払い、私はそんな蓮見の行動に自分でも驚くほどに動揺した。

「蓮見様……あの」

「……今日はもう帰る」

　蓮見は自分の分の仕事をまとめて鞄かばんに詰め、生徒会室を去った。そんな蓮見の後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送った私に、飛鳥が遠慮がちに声を掛けてくる。

「……すまない。俺がはっきり言わないばかりに、蓮見は誤解を……」

「いいえ。飛鳥くんは悪くありませんわ。きっと、すぐに仲直りできます。蓮見様はわからずやではありませんもの。話せばきっと……」

　飛鳥にではなく、自分に言い聞かせるために私は無理やり笑みを作って言った。大丈夫、ちょっとすれ違っただけ。すぐに仲直りできる。

　私はそう何度も言い聞かせて、生徒会の仕事に取りかかった。そんな私を飛鳥が心配そうに見ていることに、気付かないふりをして。
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　あれから冬休みに入るまで、私は蓮見と仲直りができずにいた。今日こそはと思っても蓮見に逃げられ続けてついに冬休みに入ってしまった。

　憂鬱な気持ちのままに迎えた冬休みに、私は両親に連れられてクリスマスパーティーへ行くことになった。気分は乗らなかったけど、どうしてもと両親に言われたら断れない。私だって一応、いいとこのお嬢じよう様さまだしね。弟は塾じゆくがあるため参加ができないらしい。

　母が選んだ可か愛わいいピンクのドレスに身を包み、パーティー会場へ向かう。このまま空気と化し、つつがなくパーティーが終わるようにと祈っていたのに、私は父に連れられてあちこちへ挨あい拶さつをするはめに陥おちいった。愛あい想そ笑わらいのせいで顔が痛い。ああ、早く終わらないかな……と思っていると突然腕を引かれ、顔を向けると、そこにいたのは───。

「なんでここにいるの？」

「蓮見さ、ま……」

　まさかの蓮見、だった。今一番会いたくて、同時に会いたくない人。

　このパーティーは様々な会社の関係者が呼ばれている。蓮見の家も大きな会社を経営しているから、蓮見がここにいてもおかしくは、ない。

　そんなことにも頭が回っていなかった自分が情けない。

「凛花？」

　父が不思議そうな顔をして私を見たあと、蓮見と私の顔を交互に見てにっこりと笑った。

「これは……奏そう祐すけくんじゃないか」

「ご無沙汰しております、神楽木さん」

「うちの娘になにか……あ、そうか。奏祐くんはうちの凛花と同じ学校だったかな？」

「ええ、そうなんです。少し、凛花さんをお連れしても？」

「……凛花を？」

「はい。少し話したいことがあるので」

「……あまり長くならないように」

「ありがとうございます。……こっちに来て」

　呆然としていた私は、最後の台詞せりふが私に向けられたものだと気付くのに少し時間がかかり、慌てて返事をする。

「あ……は、はい。お父様、少し行ってきます」

「早く戻ってくるんだよ。なにかあったらすぐに呼ぶように」

「はい」

　念を押す父に、心配性だなあ、と思いながら、私は蓮見のあとに続いた。

　蓮見は真っ直ぐにどこかを目指して歩いている。私と蓮見では歩幅が違い、蓮見の歩くペースに合わせると私は自然と小走りになる。蓮見がいつも私のペースに合わせてくれていたのだと、今さら気付いた。

　蓮見に連れてこられたのは屋外にある庭園だった。普段はカップルや夫婦連れが多くいそうなほど素敵な庭園なのに、今は誰の姿もなく、庭園は怖こわいくらいに静かだった。

　庭園の真ん中あたりまで歩くと、蓮見は乱らん暴ぼうに私の腕を離し、その拍ひよう子しに私は体のバランスを崩くずしてしまい、踏ん張った時に嫌な痛みが走った。やばい、挫くじいたかも……。

「いつもはパーティーなんて出ないくせに、なんで来たの？　まさか、俺に会えるって期待でもした？」

「え……？」

　足の痛みに気を取られていた私は蓮見の台詞を聞き逃のがしてしまい、聞き返した私を蓮見は冷たい目をして見ていた。その目の冷たさに私の心まで冷えていくような心地がする。

「なんでここにいるのかって聞いてるんだけど」

「なぜと言われましても……私は両親についてきただけです」

「ついてきただけ、ね……」

　疑わしい、というような口調に、私は傷ついた。本当のことを言っているだけなのに。なによりも、蓮見に信じてもらえないことが悲しかった。

　いや、悲しんでいる場合じゃない。これは蓮見と仲直りをするチャンスだ。私はそう自分を奮い立たせ、蓮見の目を真っ直ぐ見て言う。

「蓮見様……あの、仲直りをさせてくださいませんか」

「仲直り？　仲直りもなにも、俺たちは仲直りをするような仲だっけ？」

　蓮見のその台詞に、私は鈍どん器きで殴なぐられたかのような衝しよう撃げきを感じた。

　蓮見とは、なんだかんだと言っても仲良くやれていると思っていた。蓮見の皮肉も冷静なツッコミも嫌いじゃなかった。私は顔見知り以上友達未満なんて言いながら、心の奥では蓮見のことを、友達だと思っていた。

　───それも、私一人の思い込みだったの？

「黙ってないで、なにか言ったらどう？」

「わ、たし……」

「無理やり言わせてあげようか」

「蓮見様……？」

　蓮見が近づく。私は咄とつ嗟さに逃げるために後ろに下がろうと足を動かすが、先ほど挫いた足が痛んで逃げられない。あっという間に距離を詰められ、蓮見の整った顔が間近に迫せまった。その時、蓮見の瞳ひとみがゆらゆらと揺らめいて、こんな状況だけど、私は蓮見の瞳が綺麗だと思った。

「なんで……拒きよ否ひしないの、君は？」

　蓮見の顔が苦しそうに歪ゆがむ。私はそんな蓮見に微笑んでみせた。

「蓮見様は酷ひどいことをするような方ではありませんから。まだ知り合って半年ですが、蓮見様が優しいことくらい知っています。なにより、蓮見様が作るお菓子はとても優しい味がしますもの」

「………君は、本当に……」

　蓮見の顔が泣きそうに歪んだ。そして小さく「君には本当に敵わない……」と呟いて一瞬だけ俯き、次に顔を上げた時にはいつもの蓮見の表情に戻っていた。

「君はあの時、飛鳥となんの話をしていたの？」

　先ほどよりも冷静になったらしい蓮見がそう問いかけてきて、私はほっと胸を撫なで下おろす。どうやらきちんと話を聞いてくれる気になったようだ。

「話をしていた、と言いますか……食べていた、と言いますか……」

「……は？　食べていた……？」

「飛鳥くんのお家は和菓子店で、飛鳥くんも和菓子を作るのですって。だからその和菓子を食べてほしいと頼まれて……蓮見様？　どうかされました？」

　蓮見は片方の手で顔を覆おおって座り込んだ。どうしたんだろう？　具合でも悪くなった？

「……なんだ。ただの俺の勘違いじゃないか……勘違いで八つ当たりとか、俺最低……」

　座すわり込んでなにかぶつぶつと呟いているが、私には聞こえない。一体なんだろう？　今日の蓮見は変だ。……はっ。もしや……。

「ごめんなさい、蓮見様」

「……なんで君が謝るの？」

「蓮見様は仲間はずれにされたような気がして寂さびしかったのでしょう？　生徒会の三人しかいない一年生の仲間ですものね。隠かくし事をされたら寂しいですわよね……」

「…………」

　蓮見は呆あつ気けにとられた顔をしてしばらく私を見ていたが、やがてふっと笑い出した。

　え？　なんで？　私なんかおかしいこと言った？

「ははっ……君らしいっていうか……うん、もうそれでいいよ」

「え？　あの……？」

　あれ？　これが理由じゃなかったの？　でもそれでいいっていうことは、合ってるってこと？　あれ、違う？　もうよくわからなくなってきた……。まあ、いいや、どうでも。

「蓮見様……あの」

「なに？」

「仲直り、していただけますか？　私、自分で思っている以上に蓮見様のこと……」

「俺のこと……？」

　蓮見の目がなにかを期待するように揺れる。そんな目を見つめながら、私は言う。

「いいお友達だと思っているみたいなんですの」

「…………そう。お友達、ね……」

　私がにっこり笑顔で頷うなずくと、蓮見は苦笑した。

「うん、まあ、君だからね……」

「はい？」

「今回は全面的に俺が悪かった。君と飛鳥に八つ当たりしていた。あとで飛鳥にももちろん謝るけど……ごめん。できればこれからも前と同じように接してほしい」

「はい……！　もちろんですわ！」

　私が返事をすると、蓮見も微笑む。ずっとそんな顔をしていればいいのに、と思った。私は蓮見の微笑んだ顔が好きだ。

　戻ろうか、と言う蓮見の言葉に頷き、歩き出そうとしたが、足が痛んで歩けない。まずいと焦る私を蓮見は訝いぶかしげに見つめる。

「神楽木？　どうかした？」

「いえ……その……ちょ、ちょっと休きゆう憩けいしたいな、と思いまして」

「は？」

「立ちっぱなしで疲れたので座ろうかと！　私のことはお気になさらず、どうぞ会場へ戻ってください」

　にこにこと微笑みながら、内心で汗をだらだら流している私を蓮見はじっと見たあと、ため息をついた。

「……足、怪け我がしたんでしょ」

「えっ!?　な、なんのことでしょう……」

「歩けないんだろ？」

「あ、歩けます」

「へえ？　じゃあ歩いてみせて、今すぐ」

「今はちょっと……つ、疲れているので」

「……俺のせいで怪我したんだろ？」

　ごめん、と謝る蓮見に私は慌てた。いや、確かに蓮見のせいなんだけど、私がただ上手くバランスを取れなかったから挫いたのだ。だから蓮見だけが悪いわけじゃない。

　それをどう言おうかと言葉を選んでいると、蓮見がボソリと言った。

「君さ……ちょっとは俺を頼りなよ」

「え……？」

　きょとんとする私に蓮見は呆れた顔をし、ふっと優しく微笑む。

「……まあ、君らしいけど」

「あ、あの……？」
















　戸惑う私に蓮見が近づき、ぐっと抱き上げた。いわゆる、お姫様だっこ、というやつだ。え、なんでこうなった？

　私が混乱している間に蓮見はどんどん歩いていき、休憩所のような部屋に私を座らせる。私の父を呼んでくると言って立ち去ろうとしたが、不意に立ち止まり、小さな声で「そのドレス似合っている」と呟いて逃げるように出ていった。

　……不意打ちなんて、ずるい。私は火照った顔の熱を冷ますように、座っていたソファのクッションに顔を押しつけた。
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　三学期が始まってすぐ、蓮見は飛鳥とも仲直りをした。それ以降、私たちの仲は前よりもよくなった。雨降って地固まるとはまさにこういうことを言うのだろう。

　王子を避け、美咲様にデレデレしているうちに、もう三学期が終わろうとしている。一月から三月にかけて時間が経つのは早いというが、どうやらそれは本当のことだったようで、気付いたら卒業式だ。私は三年の先輩方とあまり接点がなくて実感が湧わかない。

　しかし生徒会の一員であるので、卒業式の準備に忙しかった。コサージュを作ったり、花を用意したり。卒業証書を受け取り、胸を張って卒業する先輩方は輝かがやいて見えた。私も二年後にはあんなふうに卒業できるのだろうか。できているといい、と思う。

　卒業式が終わると今度は入学式の準備に追われる。弟も四月から桜さくら丘おか学園に通う。首席で合格したようで、私も鼻が高い。さすが私の弟だ。そんな弟のために、私は一生懸命コサージュを作る。

「君、コサージュ作り以外にも仕事しなよ……」

　蓮見の呆れたような声が聞こえた気がしたが、それでも私は一生懸命にコサージュを作る。決して、コサージュ作りにはまってしまったとか、そんなことはないのだ。

　そうしているうちに、とうとう入学式の日が訪れた。私は弟よりも早く家を出て、入学式の最終チェックに取りかかる。私は弟の制服姿を見ていない。入学式の時までお楽しみに取っておこうと思ったのだ。弟の制服姿を想像し、頰ほおが緩む。

「神楽木……不気味だぞ……？」

「放っておきなよ、飛鳥。大好きな弟が入学してきて嬉しくて仕方ないだけだろうから」

　まったくもって蓮見の言う通りなのだが、なぜだろう。言い当てられて悔くやしいのは。

　入学式が始まり、私は弟の制服姿に頰が緩むのを止められない。背筋を真っ直ぐに伸ばして座っている弟がとても立派に見え、私が感動していると、蓮見がぽつりと呟いた。

「居眠りしていた姉とは大違い……」

　私は無言で蓮見の足を踏みつけた。

　入学式が終わると午後から始業式が始まる。二、三年生が登校してくる前に入学式の片付けを終わらせなければならない。生徒会の皆と協力して片付け、終わったところで昼食を取り、始業式の段取りを確認する。その間に生徒が続々と登校し、靴くつ箱ばこの前に貼はられているクラス発表の紙を見ている。私たちも自分のクラスを確認しに行くことにした。

　まあ、わかっているけどね……もしかしたら変わっているかもしれないし。そんな一いち縷るの望みを懸かけて見たクラス分けだが、結果は惨ざん敗ぱい。漫画の通りだった。

「ほう……蓮見と神楽木は同じクラスか」

　そう。二年では蓮見とクラスが一緒なのだ。きっとこれまで以上に王子を避けるのが難しくなる。学校でも王子と一緒にいることの多い蓮見だ。そんな奴と一緒のクラスなのだ。避ける難度は前年の比ではない。

「ふぅん……今年一年は退たい屈くつしなくて済みそうだね？」

　……楽しんでいるな、こいつ。さっき足踏んだのを根に持っているんだろうか。




　私は蓮見と一緒のクラスになってから、常に緊きん張ちよう感かんを保って学園生活を送っている。休み時間は特に気をつけなければならない。

　───奴がやってくるからだ。

「奏祐、英和辞典貸してほしいんだけど」

　ほら、来た。私は素早く机の下に隠れる。

　一緒に話していた友達は最初こそ驚いて「どうなさったの？」と聞いてきたが、私が「なんでもありませんのオホホホ」と誤ご魔ま化かし続けているとなにも言わずに苦笑するだけになった。察しのいい子たちでなによりです。

　そんな生活を続けて一カ月が経った。隠れるのにもだいぶ慣れて、私は調子に乗っていた。このままいけば、今年中はなんとかなるかも、なんて思っていた。

　蓮見に頼んだお菓子を受け取りに、待ち合わせ場所として定番になった中庭へ向かった。今日のお菓子はシュークリームだ。さすがの蓮見もシューを作るのに手間取ったらしいが、ようやく納得のいくものができたらしい。

　ルンルン気分で中庭に行き、蓮見からシュークリームを受け取る。生徒会活動の時に皆で食べるのがいいと思ったが、その分は取ってあると言うので遠慮なくいただくことにした。私も蓮見も、校則はスルーしている。見つからなければ大丈夫、と普段の真面目さは遠くへ旅立たせた。

　シューはサクッとしていて、クリームはバニラの香りがして、美味しい。私が「美味しいです」と蓮見に伝えようと顔を上げると、なぜか蓮見は私の後ろを凝ぎよう視ししていた。

　嫌な予感がした。私が恐おそる恐る後ろを振り向くと、そこにいたのは───

「やぁ、奏祐。こんなところでなにをしているの？　彼女は、誰？」

「昴すばる……」




　王子こと、東とう條じよう昴、その人だった。
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「君の名前を教えて？」

　いつも遠くから聞いている声とは違ちがう、甘あまい声。微笑ほほえみながら私を見つめる王子の目に、熱を感じ、意識が遠のいていくような気がした。

　───逃げたい。王子から逃げたいと、心から思った。

「昴すばる、彼かの女じよが困っている」

　すっと前に出て、私を背に隠かくすように蓮はす見みが立つ。蓮見の背後に隠れる形になって、私は安あん堵どの息を漏もらす。

「僕ぼくに彼女を紹しよう介かいしてくれないの？　あぁ、そういえば僕の自己紹介がまだだったね。僕は東とう條じよう昴」

「……知っていますわ。東條様は有名ですもの」

　隠れたことにより少しだけ平静を取り戻もどした私は、蓮見の隣に並んでお嬢じよう様さまらしく微笑む。

「初めまして、東條様。私は神楽かぐら木ぎ凛りん花かと申します。弟の悠ゆう斗とがお世話になっているそうですね？」

　いつも弟をありがとうございます、と頭を下げると、王子は嬉うれしそうに私を見た。

「悠斗君は優ゆう秀しゆうだからね。いらないお世話だとは思うんだけど、ついつい世話を焼いてしまうんだ」

「ふふ。弟は東條様に感謝していましたわ」

「本当に？　嬉しいな」

　そろそろ私のにわかお嬢様の仮面が外れそうだ。隣に立つ蓮見にさりげなく目配せをしてみる。前は通じなかったので少々不安だが、今ならきっとわかってくれるはずだ。いや、わかってくれないと困る。

「昴、俺おれに用があったんじゃないの？」

　アイコンタクトが通じたようだ。よかった。

　蓮見と王子が私にはよくわからない話をし出したので、今が逃げるチャンスだと、私は父直伝のアルカイックスマイルを浮うかべた。

「お二人の邪じや魔まをしてはいけませんので、私はこれで失礼しますね」

　ごきげんよう、と言って颯さつ爽そうとその場を立ち去ろうとした私の腕うでを王子が摑つかむ。げえっ。

「待って」

「なんでしょうか」

　私はアルカイックスマイルを崩くずさず、王子を見る。これ疲つかれるから早く立ち去らせてよ。

「もっと君のことが知りたいな。また一いつ緒しよに話をしてくれる？」

　甘い笑みを浮かべて言った王子の台詞せりふに、私の笑顔が引き攣つる。リアルでそんな台詞を聞けるとは思わなかった……！　さむい、さむいよ。

　しかし、私はお嬢様なのだ。今まで培つちかってきたお嬢様スキルを活かし、なんとか笑顔を保ったまま、心とは正反対の言葉を口にする。

「……私でよければ、喜んで」

　王子は私の返事に満足そうに笑った。

　蓮見に目を向けると、蓮見の目が不安そうに揺ゆれていた。私を心配してくれているのだろうか？　私は大丈夫という意味を込こめて微笑み、優ゆう雅がに一礼をしてその場をあとにした。




　その日、私は授業にも身が入らず、内容すら覚えていないという有り様で、頭の中は王子と出会ってしまったことでいっぱいだった。

　ずっと避け続けるのは不可能だとはわかっていた。いずれは王子と顔を合わせることになると、覚かく悟ごをしていたつもりだ。だけど、それは今ではないと楽観視をしていたのだ。

　蓮見といつも待ち合わせをしている中庭のあの場所で誰だれかに会うことは今までなかったし、蓮見以外の誰かがあそこにいるのを見たことがなかった。だからあの場所は安全だと、そう思い込んでいた。とんだ勘かん違ちがいだ。

　私は下唇を嚙かむ。これから、どうしたらいいのだろう。

　王子のあの声、あの視線。今までにない〝熱〟が込められていて、王子はきっと私に恋こいをした。───漫まん画がの通りに。

　拒きよ絶ぜつすればいいのだろうか。でも、それで王子が諦あきらめてくれるかどうかわからない。

　いや、王子がどうしようと本当はどうだっていい。一番怖こわいのは、私が漫画通りに〝王子に恋をしてしまうこと〟だ。それが本当に私の意思によるものならいい。でも、漫画によって無理やり捻ねじ曲まげられたものだったら？　そしたら〝私〟の意思はどうなるの？

　わからない。ただ、私はちゃんとこの世界で生きている。私は漫画のキャラクターじゃない。私は〝私〟で、漫画のヒロインじゃない。私は自分の意思で〝神楽木凛花〟として生きたい。よくわからない力によって自分の意思を変えられるのは、嫌いやだ。

　恋をするのなら〝私〟として恋をしたい。セカコイの登ヒ場ロ人イ物ンとしてではなく。

　もし私が〝私〟として恋をするのなら、それはどんな人だろう。

「……神楽木？」

　声を掛けられてハッとする。そうだ、今は生徒会活動の時間だった。生徒会室には私と蓮見しかいないようだった。慌あわてて笑みを作り、私を心配そうに見つめる蓮見に「なんですか？」と聞く。

「大丈夫？　さっきからずっと黙っているけど……」

「平気です……と言っても、蓮見様には通用しないのでしょうね」

「……昴のこと？」

　蓮見の質問に頷うなずくと、蓮見は少しだけ眉み間けんに皺しわを寄せた。

「……私は、恋をするのが怖いのです。私が私でなくなるような気がして」

「…………」

　蓮見は私の言葉に一いつ瞬しゆん目を見開き、そっと私から視線を逸そらした。

「私はまだ恋を知りません。だからこそ、余計に怖く感じるのだと思います。東條様に会ってから、私なりにいろいろ考えて思ったのです。私は逃げていただけじゃないのかって」

　自分の気持ちを整理するように言葉を口に出していく。

　私はまだ、誰にも恋をしていない。これから誰かに恋をするのかもしれないし、しないのかもしれない。未来がどうなるかなんて、私にはわからない。わからないことに怯おびえて、最悪なことばかり考えて逃げる。今まで私はそうして王子から、自分から逃げてきた。

　だけど、もうそれはやめよう。これからはきちんと向き合うべきなのだ。

　そして、決めたい。私がこれから進むべき道を。

「───私、逃げるのをやめますわ。私は恋というものから逃げていました。東條様に恋をしてしまったら、私は漫画の登ヒ場ロ人イ物ンになってしまうのではないかと思って、今までしてきたことが無む駄だになってしまう気がして、怖かったのです。でも怖いからといって逃げていても、なにも解決しません。だから、逃げるのをやめます」

「……ああ。そういえば……君、漫画のヒロインなんだっけ……」

　蓮見はぼそりと呟いた。きっと私に聞こえないように言ったつもりなんだろうけど、ばっちり聞こえてますから!!　忘れてたんかい！　私、結構勇気振り絞しぼって言ったことだったのに!!

　……いや、それはどうでもいい……よくないか。まあ、とりあえず置いておこう。

「もう昴を避けるのをやめるってこと？」

　蓮見が気を取り直して私の目を見て聞く。私はしっかりと蓮見の目を見て頷いた。

　蓮見は私と目が合うと、戸惑ったように瞳ひとみを揺ゆらし、再び目を逸らした。

「……そう。決めたんだね」

「はい」

「君は、強いな」

「強い、ですか？」

「ああ。君は強いよ。俺は、いつも逃げてばかりだ」

「蓮見様……」

「美み咲くの時もそう。結局二人のためだと言いながら、ただ逃げているだけだった。その方が楽だったから」

「違います。いえ、そうなのかもしれませんが、でも、蓮見様は逃げていたわけではないと思います。辛くてもお二人をずっと見守っていらしたでしょう？　それのどこが楽なのですか？」

「……君はそう思うかもしれない。でも、俺は逃げているんだ。今も、ね……」

　今も、と言う時に蓮見と一瞬だけ目が合い、どきりと心臓が飛び跳ねた。なに、これ。

「美咲様から、ですか？」

「いや。美咲はもういいんだ。今は心から美咲を応おう援えんしている」

「え？　じゃあ、今は誰から逃げているのですか？」

「……わかんない？」

　蓮見は上うわ目め遣づかいで私を見る。前も思ったけど、蓮見の上目遣いってすごく色っぽい。なんだかどきどきしてくる……やっと変な胸の高鳴りが収まったのに。

「わかりません」

「本当に？」

　蓮見と視線が絡み合う。心臓の音がうるさい。なんでこんなにどきどきしているの？

　私の胸の高鳴りがピークに達しようとした時、蓮見が不意に目を逸らした。それが少し残念だと思ってしまった自分に戸惑う。変だよ、私。どうしちゃったんだろう……。

「いずれ、話すよ」

「話してくださる時まで、お待ちしますね」

　私は動どう揺ようを抑えて、なんとか微笑んだ。上手く笑えていますように、と祈りながら。

　それにしても……蓮見はいつの間に美咲様のことを吹っ切ったんだろう？




　翌日、登校時に偶ぐう然ぜん、蓮見と会った。登校の時に会うことなんていつもはないのに、珍めずらしいこともあるものだ。私はきちんと挨あい拶さつをする。挨拶は大事だからね！

「おはようございます、蓮見様」

「おはよう」

　私たちが和やかに挨拶を交わしている時に、そいつは爽さわやかに登場した。

「おはよう、神楽木さん。……と奏そう祐すけ」

「……おはよう、昴」

　私は反射的に隠れようとして、蓮見と目が合い、小声で言われた。

「……逃げるのやめるんじゃなかったの？」

「いえそのこれは……一年間で鍛きたえ上げられた条件反射、といいますか……」

「二人でなに話しているの？　僕も交ぜてほしいな」

「いっ、いえ。なんでもありません。お、おはようございます、東條様」

「おはよう。僕に言えないこと？　まさか、僕の悪口とか……」

「そんな、まさか！　東條様の悪口なんて言えませんわ」

「そう？」

「ええ、当たり前です」

　私は真顔で頷く。王子の悪口なんて言ったら王子のファンたちに闇やみ討うちされちゃうよ……私はまだ生きていたい。

「ははっ。神楽木さんって面白いね」

「はあ……そうでしょうか？」

「うん。奏祐が気に入るわけだよ」

　王子はそう言って挑戦的な目で蓮見を見た。なぜそこで蓮見の名前が出てくるんだろう。

　もしかして、蓮見が私のことを好きだと勘違いしているとか？　文化祭の時の噂うわさはまだ記憶に新しい……。誤解を解かなくては！　と私が話し出そうとすると、王子が話し出した。

「奏祐とは勝ち負けを交互に繰り返しているけど……今回だけは絶対に負けないから」

「……望むところだ。俺も負けない」

　王子と蓮見の間で火花が散る。あ、これ私が口挟めないやつだ。

　というか、王子に誤解されているけど、蓮見はそれでいいのだろうか？

「姉さん、どうしたの、この状じよう況きよう」

　私の後ろから弟がひょっこりと顔を出し、それに私は安堵して、困ったように笑う。

「それが、よくわからないの。東條様が突とつ然ぜん負けないと蓮見様に言い出して……」

「ああ、なるほどね……状況は理解したよ。……これはちゃんと釘くぎをささないとね……」

　ふふ、と弟が王子と蓮見の二人を見て微笑む。

　えっと……私の見間違いでしょうか？　弟の微笑みがとても黒く感じたのは。

　私は今、心から思う。誰かこの状況をなんとかして……。
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　今年もやってきました、遠足の時期です。今年の遠足は去年よりもグレードアップを……したのかはよくわからないが、今年の行き先は水族館だ。水族館の他にも小さい遊園地やスポーツ施設が入っているところで、みんなそわそわしている。

　今年は班行動がなく、目的地に着いたら自由行動でいいそうなので、余計にみんなそわそわしている。私もそのうちの一人だ。

　……一人だったはずなんだけどね……。

「こんにちは、神楽木さん」

　なぜか私は爽やかな笑顔を浮かべる王子に呼び出された。なんの用事かはだいたい察しがつく。……ずいぶん積極的なようで。

　王子と対面を果たしてから、なにかと話し掛けられることが増え、それに比例して蓮見と一緒に行動することも多くなった。そのせいで、なんだか最近背中が痛い。周囲の視線が私の背中を突つき刺さしているのだ。

「……こんにちは、東條様。私になにかご用でしょうか？」

「うん。今度の遠足、一緒に回らない？　ってお誘さそいをしにね。どうかな？」

「まあ、恐おそれ多いですわ。東條様のファンの方々に嫉しつ妬とをされてしまいそうです」

「別にずっとじゃなくていいんだ。十五分とか三十分くらいでいいんだよ。それでもだめ、かな……？」

　私の遠回しな断りにも王子は粘ねばる。すんなりと諦めてくれればいいのに……。

　うーん……きっぱり断るのはちょっとって思っていたけど、ここははっきり言わないとだめか。よし、きっぱりと断ろう！

「だめよ」

　私が断ろうとした時、凜りんとした声が響ひびき、驚いた。

「美咲……」

「え？」

「ごきげんよう、凛花さん、昴。お話の途中にごめんなさいね。でも、聞き捨てならない台詞が聞こえて……つい割って入ってしまったの」

「聞き捨てならない台詞？」

「ええ。だめよ、昴。抜ぬけ駆がけはよくないわ。私も凛花さんと一緒に回りたくてお誘いに来たところだったのに」

「美咲と神楽木さんは知り合いだったの？」

「知り合いじゃなくて友達よ。ねぇ、凛花さん？」

「は、はい！」

「そうだったんだ……教えてくれればよかったのに」

　王子が苦笑して言うと、美咲様は悪戯いたずらな笑みを浮かべてふふ、と笑う。

　王子と話をしている美咲様は可か憐れんだなあ。可か愛わいいなあ。こんな近くで観察できて幸せだ。

「皆で一緒に回りましょう？　もちろん、奏祐も呼んで。ね、いいでしょう、凛花さん？」

「……ええ、もちろんです……」

　私は夢うつつに頷いてから、はっとする。待って。今、美咲様は皆で一緒に回るって言ってなかった？　え？　こんな豪ごう華かメンバーで回るの？　その中に私が入って大丈夫？

「うふふ。遠足が楽しみね、凛花さん」

　にこにこと笑う美咲様を見たら断る気なんて失せた。私も美咲様に釣つられてにこにことして頷く。王子と蓮見はどうでもいいけど、美咲様と堂々と一緒にいられるのは嬉しい。

　にこにこ笑い合っている私たちを見て、王子は困ったような表情を浮かべていた。




　遠足当日、私は大きな疑問を抱いていた。

「なぜ蓮見様が私の隣に座すわっているのですか」

　移動バスの中で、なぜか蓮見が私の隣に座っている。なんでこうなった。

　助けを求めるように周りを見ても、誰とも目が合わない。なんでだ。

「なにか問題でも？　それとも、俺の隣が嫌いやなの？」

「嫌というか……周りの目が怖いというか……」

「誰も見てないだろ」

「……そうでしょうか？」

　さっきから視線を感じるのは私の被ひ害がい妄もう想そうなのでしょうか？　まあ、いいや……席替わってもらえなそうだし、諦めよう。

　私は頭を切り替えて目的地に着いたあとのことを考えることにした。

「蓮見様、先にどこを回りましょうか？」

「俺は別にどこからでもいいけど、昴はスポーツ施設に行きたいって言うと思う」

「……そうですか」

　スポーツ施設かあ。私、運動が壊かい滅めつ的てきにできないんだよなぁ……。楽しくスポーツをしている三人を楽しく眺ながめていようかな。うん、そうしよう。ちょっと悲しいけど。

　私が少し悲しい気持ちになっていると、美咲様から『入り口で奏祐と一緒に待っていてね』とメールが届いた。私はわかりましたと返事をし、蓮見にもメールの内容を伝えた。

「……美咲は、昴のこと、気付いているの？」

　複雑そうな顔をして問いかけた蓮見に、私はなんとも言えない心境になりながら、はいと頷く。




　王子と出会ってしまってから数日後、私は美咲様とお茶をした。その時、美咲様は切なそうな顔をして、「こうなるって、なんとなくわかっていたわ」と私に告げた。

「私も奏祐も凛花さんの事が気に入っているから、だから昴も同じように思うだろうってわかっていたの。だからね、覚悟はできていたつもりよ」

「美咲さん……」

「私は負けないわ。例え昴が凛花さんのことを好きでも、諦めない。だって、そんな簡単に諦められるような想いじゃないもの……きっと昴を振り向かせてみせるわ」

　そう言って不敵に微笑んだ美咲様は、とても格好よく私の目に映った。私に対して複雑な気持ちを抱いているはずなのに、それをおくびにも出さない。そんな美咲様の強さに、私は改めて憧れた。

「……はい。美咲さんなら、きっとできますわ」

「ありがとう。……でも、でもね。もしも凛花さんが昴を好きになってしまったら、その時は隠さないで私に言ってね？　すぐにはできないかもしれないけれど、私、絶対祝福するわ。だって私、凛花さんのことも大好きなのだもの……凛花さんが幸せなら、おめでとうって言いたいの……」

　美咲様の目に涙なみだが滲にじみ、私も美咲様の言葉に目が潤うるんだ。すごく、すごく嬉しかった。そんなふうに思ってもらえていることが、本当に嬉しくて、辛いはずなのに私を気き遣づかってくれる美咲様の優しさが切なくて、私は涙を堪こらえることができなかった。

「……わかりました。私に好きな人ができたら、その相手が誰であっても美咲さんに一番に伝えると約束しますわ。私も美咲さんが大好きです。だから、美咲さんの想いが叶った時は、盛大にお祝いさせてくださいね」

「……ふふ。ありがとう」

　そう言って私たちは涙を浮かべながら笑い合った。




「……美咲様はとても強い方です。私もあんなふうになりたいと、心から思いますわ」

　あの時のことを蓮見に聞かせ、締めくくるようにそう言うと、蓮見は複雑そうに瞳を揺らしながら、「そうだね」と微笑んだ。

　美咲様のことを話しているうちにバスは目的地に到着し、私と蓮見が一緒に入り口に向かうと一足早く王子が来ていて、私たちを見つけると笑顔で手を振ってきた。

　私は引きつり笑いで会え釈しやくをし、蓮見はノーリアクションだった。私たちがそんな反応をしたのは致し方ないことなのだ。なぜなら、王子の周りは女の子で溢あふれていたから。

「東條さまぁ、わたしたちと一緒に回りましょうよぉ」

「ごめんね、先約があるから」

「えぇ～！」

　とても近づきたくな……近寄り難がたい雰ふん囲い気きである。ここで私が近づいて王子と一緒に回ると知られたらすごい目で睨にらまれそうだ。王子のファン怖い。私は思わず蓮見の背後に隠れた。

「……なにしてんの」

「東條様のファンが怖くて……」

「あぁ……気持ちはわかる」

　蓮見は同情してくれたようで、私が背後にいてもなにも言わなくなった。

　王子はファンを宥なだめてこちらへやってきた。ひぃ！　ファンの人たちが睨んでる!!

「あれ。神楽木さん、そんなところに隠れてどうしたの？」

「……なんでもありませんわ」

　察してくれ。あなたのファンが怖いんですって。私に話し掛けないで、睨まれるから！

　私が王子のファンの視線に怯えていると美咲様が小走りでやってきて、睨みが緩ゆるんだ。さすが美咲様。王子のファンにも認められているようだ。

「待たせてしまってごめんなさい」

　そう言って謝る美咲様に、私たちがすかさずフォローすると、美咲様は安堵したように微笑んだ。そして、豪華メンバーによる遠足が始まった。

「まずはスポーツ施設に行こう」

　王子が爽やかに笑って言った。蓮見の言った通りで、さすが幼おさななじみと私は感心した。

　私が抵抗する間もなくスポーツ施設に行くことになった。うん、もういいんだ……。

　スポーツ施設内ではいろんなスポーツが楽しめるらしい。テニス、バドミントン、アーチェリー、バスケットボール等々、かなりのスポーツ名が書かれている。

「奏祐、一対一ワン・オン・ワンやろう」

「バスケね……たまにはいいか」

　挑戦的な笑みを浮かべて勝負を仕掛けた王子に、蓮見はいつも通りの表情で答えた。だけどその目はちょっと挑戦的に輝いていたような気がする。

　私と美咲様は見学をすることにし、コートの片かた隅すみに行く。

「負けないからね、奏祐」

「ああ、もちろん」

　二人はじゃんけんをした。どうやら王子が勝ったらしく、まずは王子がオフェンスのようだ。二人はゲームを始める前にブレザーを脱ぬぎ、私たちに預けていく。

　そしてコートの中央に立ち、二人は向き合った。王子がダムダムとドリブルをし出す。

　それは、一瞬だった。王子は一瞬で蓮見を抜き、綺麗なレイアップシュートを決めた。これにはさすがの蓮見も驚いた顔をした。

「まずは二点。奏祐、十点先取だからね？」

「……わかっている。次は、俺の番だ」

　今度は蓮見がオフェンスになった。蓮見はドリブルをし、足下を確認するとその場でシュートを放つ。

「な……!?」

　今度は王子が驚く番だった。蓮見は初っ端からスリーポイントシュートをしたのだ。蓮見の投げたボールは華か麗れいに弧こを描えがき、ゴールを潜くぐった。

「これで三点だ」

「……さすが奏祐。面白いじゃないか……！」

　そして二人は高レベルなやり取りを繰り広げた。すごいなあ、よくあんなに動けるな。

　私が感心して見ていると、美咲様にちょんちょんと腕をつつかれ、そちらを向く。美咲様がにっこり笑顔を浮かべて「これ、やらない？」と可愛らしく言うので、私も同じようににっこりと笑って「やります」と答えた。

　王子と蓮見の試合が終わり、結果は僅きん差さで王子が勝ったようだ。二人とも額ひたいに汗を浮かべながら私たちのところへやってきた。

「あら、奏祐、昴。お疲つかれ様」

「お二人とも、とても素晴らしい試合でしたわ」

　私と美咲様が二人を労ねぎらい、二人は私の方を見てなにか言おうとして、固まった。

「か、神楽木さん……？」

「君、なにしてるの……？」

「フラフープをしていますの」

「あ、うん……それはわかるんだけど、なんでフラフープしているわけ？」

「少し体を動かしたくなりまして」

　先ほど美咲様に勧すすめられたものはフラフープだったのだ。どこにあったのかとか、なぜここにあるのかは謎なぞだ。

　私は運動ができないがフラフープは得意なのだ。今は三つ同時に回している。五つもできそうだけど……やめておこう。蓮見と王子の視線が痛い。

「本当に神楽木さんって面白いね……」

　なんだか呆あきれたような響きがあるように聞こえるけど、気のせいですよね？




　スポーツ施設を出たあと、少し早めの昼食を取り、ぶらぶらと歩いた。その時に小動物とのふれあいコーナーという看板が目に入り、私と美咲様でふれあいコーナーに行った。蓮見と王子は遠くから見学するそうである。動物に癒いやされればいいのに。

　ふれあいコーナーは、天国のような場所だった。ウサギやアルパカと触れ合い、慈じ悲ひ深ぶかい笑みを浮かべる美咲様はまるで女神様のようで、私は倒たおれそうになった。天国だ。天国はここにあったのか……！　可愛い動物たちに癒され、私たちは名残なごり惜おしく思いながらもふれあいコーナーから離れた。

　少し歩いたところで、キャーという悲鳴が聞こえてきた。どうやら遊園地の方に入っていたらしく、近くにジェットコースターがあるようだ。

　それを知った王子が乗りたいと言い出し、美咲様も乗りたいというのでジェットコースターに乗ることになった。先頭に乗るのはなんとか回かい避ひし、私の隣には蓮見が座った。王子と美咲様は一番前に座った。どうやら二人は絶ぜつ叫きよう系けいが好きなようだ。

　普段なら目の前に座っている二人を観察し、にやにやとするのだが、今の私にはそんな余よ裕ゆうはまったくない。

「ぎゃあああああ!!　こわい無理もうやめてぇええぇええ!!」

　お嬢様の嗜たしなみも忘れて、私は絶叫した。

　ガクガクする膝ひざに鞭むちを打ち、よろよろとしながらジェットコースターから降りる。肩を震ふるわせて笑いを堪えている蓮見の手を借りてなんとか立つことができた。

　私はジェットコースターが得意ではない。両手をあげてキャーと笑える人の気持ちがまったくわからない。安全装置に必死にしがみつき、ぎゃあと絶叫するか、目をつむってただ耐えるかのどれかしかできない。笑う余裕なんて私にはないのだ。

　じゃあなんで乗ったのか、と聞かれたら、空気を読んでみました、と答える。あの状況で断るなんて私にはとてもできなかった。別に酔ようわけじゃないし、目をつむっていれば大丈夫だと思ったのだ。

　甘かった。どれくらい甘かったかというと、チョコレートケーキにたっぷりの生クリームを塗ぬって砂さ糖とうと蜂はち蜜みつをぶっかけたくらい、甘かった。目をつむる間もなくジェットコースターは進んでいき、気付いたら下に落ちていた。

　蓮見は笑いが収まらないようで、未だに俯うつむき、肩を震わせている。微かすかに笑い声も漏れていて、もういっそ堪えず大笑いしてくれと思った。我が慢まんされている方が辛いし恥はずかしい。

　なんとか膝の震えが収まった私はまだ笑っている蓮見を置いて出た。もう蓮見なんて知らない！　私が怒おこっている気配を察したのか、蓮見は追いかけてごめんと謝った。

　まだ声が震えているじゃないか。そんなに面白かったか!?

　私が余計にむくれると、だんだんと笑いの発作が収まってきた蓮見が真剣に謝ってきたのでしょうがなく許してあげることにした。まあ、私が同じ立場でも爆笑していただろうし。

　ジェットコースターの外に行くと、先に降りていた美咲様たちが待っていてくれて、美咲様は「大丈夫？」と心配してくれた。美咲様は優やさしい。どっかの誰かさんと大違いだ。

　王子は「すごい悲鳴だったね。苦手なのに無理して乗せちゃってごめん」と謝ってくれ、ちょっぴり好感度が上がったと思ったのも束つかの間ま、よく見ると目が笑っていたので上がった好感度が下がった。むしろジェットコースターに乗る前よりも下がった。

　ご機き嫌げん斜ななめな私に王子と蓮見がソフトクリームを買ってきてくれた。バニラのソフトクリームをむくれたまま受け取り、無言で食べる。

　冷たくて美お味いしい。最近は気温が上がってきて午後になると暑いくらいなので、冷たいアイスが余計に美味しく感じる。私の頰ほおが思わず緩んだ。

「本当に機嫌直ってる……」

「だから言っただろ。甘い物で機嫌直るって」

「ふふ。そこが凛花さんの可愛いところよね」

　……聞こえてますからね？　特に蓮見と王子、あとで覚えてろ！　まあ、事実なんですけれども……。

　そのあと、遊園地の定番アトラクションに乗って回った。メリーゴーラウンド、コーヒーカップ、お化け屋や敷しき。なんと、蓮見もお化け屋敷に入ったのだ。

　四人で一緒に入ったのだが、正直あまり怖くなかった。だけど蓮見のビビり具合が面白かったので、入った価値はあったと思う。

　私たち三人がニヤニヤして蓮見を見ると、蓮見は恥ずかしそうにそっぽを向いた。




　次に私たちは観覧車の前に来た。これにも乗ることになったが、この観覧車の定員は大人二人までで、じゃんけんでペアを決めた結果、私は王子と一緒に乗ることになった。

　……正直、嫌な予感がする。観覧車に乗る前にチラリと美咲様を見ると、美咲様も複雑そうだったが、私を見ると微笑んでくれた。

　美咲様のためにも、王子には早々に私を諦めてもらわねばならない。決着をつけてやる。私はそんな決意を胸に観覧車に乗り込んだ。

　私が思うには、王子が私に惚ほれてしまったのは漫画の補正だと思う。だって、あんなに美人の幼なじみがいるのに、私に一目惚れなんてするはずがない。

　楽しそうに景色を眺めている王子をじっと見ると、私の視線に気付いたのか、王子は微笑みかけてきた。

「どうかした、神楽木さん？」

「いえ、なんでもありません」

「あ、もしかして、高い所が苦手だった？」

「いいえ。平気です」

「じゃあ、なんで僕の顔を見ていたの？」

　なんでもない、と言おうとして、私の脳のう裏りに漫画のイベントシーンがふと浮かぶ。

　そうだ。最近いろいろありすぎて、自分のことに精せいいっぱいで漫画のイベントのことをころりと忘れていたけど、状況が少々違うが漫画でも凛花と王子が一緒に観覧車に乗る、という話があった。

　前世で私は正直このイベントに興味がなく、さらりとしか読んでいなかったのが災いしたようで、そんなイベントがあること自体忘れていた。

　えっと。このイベント、なにが起こるんだっけ？　そうだ、確か……。

　思い出したと同時にガタンッと音がして観覧車が止まり、私は絶望的な気持ちになった。

　これは漫画と同じ流れだ。あんなに一年頑がん張ばって避けても、王子に出会ってしまった途端、漫画のイベントが起きるなんて……私は漫画の力に勝てないのだろうか。

「故こ障しよう……？」

　王子が訝いぶかしげにあたりを見み渡わたす。違うゴンドラでは他の乗客も戸惑っているようで、こんなところも漫画通りだ。

「大丈夫。きっとすぐ動くよ」

「……ええ。そうですね……」

「神楽木さん……？　なんでそんな顔をしているの？　泣きそうだよ？」

　泣きそう？　私が？　そうかもしれない。だって、なにもかも漫画通りだから。

　なにも答えず黙り込む私に王子は苦笑した。

「……神楽木さんって変わっているよね」

「そうですか……？　あまり自覚はないのですけれど」

「君は僕を避けているよね？　どうして？」

「東條様を避けてなんていませんわ」

「噓うそだね」

「噓ではありません」

　本当は避けていたけど、本人を目の前に認めることなんてできない。仮に言えたとしても、どうしてと聞かれたら答えられない。なら、最初から避けてないと言った方がいい。

「見た目によらず強情だね。ふふ、面白い。そういうの、嫌いじゃないよ。ねえ、神楽木さん」

　気付いたら王子が近い。いつの間にこんなに近寄っていたのだろう。

　ここはゴンドラの中で、私に逃げ場はない。

「東條様……」

「僕、本気みたいなんだ。本気で君に惹ひかれている」

「東條様には美咲さんがいるでしょう？」

「……僕に美咲を幸せにすることはできないよ」

「なぜですか？」

「美咲は水み無な瀬せ家の跡取りだ。僕と美咲の母親が仲良くて結けつ婚こんをさせたがっているけど、僕は水無瀬家の婿むこにはなれないし、東條家と水無瀬家をまとめる自信が、僕にはない。そんな僕が美咲を幸せにできるとは思えない」

　いつも明るく笑う王子が、今は暗い笑みを浮かべている。

　知らなかった。王子には王子なりの葛かつ藤とうがあって、それで悩なやんでいるなんて。

　これはきっと親友である蓮見にすら言えない悩みなのだろう。むしろ親友だから、ライバルだからこそ言えない、言いたくない悩みなのかもしれない。

　王子が悩んでいることはわかった。でも、でもね。

「だからどうしたというんですか。なぜ東條様が美咲さんの幸せを決めるのですか？　美咲さんが幸せかどうかなんて、美咲さんが決めることですわ。あなたが決めることではありません」

「……耳が痛いね」

「東條様が私に寄せる想いは、ただ美咲さんから逃げているだけです。逃げる前に美咲さんとちゃんと話をしてください。二人でちゃんと答えを出してください」

　私はキッと王子を睨みつけるように見た。美咲様は王子が好きなのだ。王子が美咲様の好意に気付いているのかどうかは知らないが、幸せにする自信がないからと勝手に諦められるなんて、美咲様が可か哀わい想そうだ。

　王子がそんなこと考えたこともなかった、という顔で私を見る。私は安心させるように微笑んだ。

「……大丈夫です。美咲さんは強い方ですわ。ちゃんと受け止めてくれます」

　私は美咲様の器のデカさは世界一だと思っている。一人で悩まないでちゃんと美咲様に相談すれば、二人で納得できる答えが出せるはずだ。

「……うん、そうだね」

　王子は柔やわらかい笑みを浮かべて頷く。その顔はなんだか赤い。暑いのかな？　でも冷房が効いているはずだけど……。

「ちゃんと美咲に話してみるよ。僕の気持ちを」

「はい。頑張ってください」

　王子が清々しい笑顔を浮かべた時、ガタン、と観覧車が動き出した。

「やっと動き出しましたわね」

「そうだね」

　私はほっと息をつく。漫画ではここで凛花と王子がキスをするシーンがあった。確かそのタイミングは観覧車が再び動き出す前。つまり、キスを回避できたというわけだ。

　私、漫画の力に勝った!?　やったね！　今まで頑張った甲か斐いがあったよ！

　ちょっと前まで絶望的な気分だったのもころりと忘れた私は、心の中で万ばん歳ざいをする。

　私が喜んでいる傍かたわらで、王子の表情はなんだか冴さえず、戸惑ったような顔をしていた。

「……なんか、奏祐が惚れた理由がわかったかも……」

　外の景色を眺めてポツリと呟いた王子の台詞は、すぐ後ろのゴンドラに乗っている美咲様に手を振ることに夢中になっていた私の耳には届かなかった。




　観覧車に乗ったあと、私たちはメイン施設である水族館にやってきた。水族館はなかなか広く、幾つかのエリアに分かれているみたいだ。

　まず足を踏み入れた先にいたのはイルカたちだった。大きな水すい槽そうをすいすい泳ぐイルカを私は目で追い、可愛いなぁ、とほっこりした。ちょっと進んだ先ではベルーガが出迎えてくれて、私たちのちょうど正面でくるりと回ってくれた。

　すごく癒される。イルカ可愛い。そうだ。ベルーガのぬいぐるみを買って帰ろう。私の部屋にベルーガを飾れば毎日癒されるはずだ。

　イルカに癒された私たちはゆっくりと水族館を回る。不細工な深海魚に綺き麗れいな熱帯魚。私たちがよく食べる魚に、ヘンテコな姿をした海の生き物たち。いろんな種類の海の生物たちに気を取られていると、いつの間にか三人の姿が消えていた。

　あれ？　もしかして……迷子になっちゃった？　まさか。高校生にもなってそんなバカな……！　ふらふらとあたりを捜さがしてみるが、三人の姿は見当たらない。どこ行っちゃったんだろう……携帯で連絡を……あれ。充電が切れている……。

　これはまずいと思いながらも、携帯という連絡手段がない私はどうすることもできないので、とにかく進んでみることにした。もしかしたら出口で待っているかもしれないし。

　そう考えた私は海の生物を観賞しつつ、奥へ進む。クラゲ専門の展示ルームを発見し、私はその部屋を覗のぞいてみることにした。クラゲって見ている分には綺麗だしね。部屋に入ってみたが中には誰もいない。クラゲ綺麗なのに、人気ないのかなぁ。

　ふわふわと水槽を漂うクラゲはとても綺麗。レースみたいにひらひらと触手を漂わせている姿は幻想的だ。うっとりとクラゲに魅み入いっていると、突然腕を摑まれた。

「やっと見つけた……！」

「蓮見様……？」

「君を捜していたんだ。携帯に電話をしても繫つながらないし、どこに行ってたの？」

「あ……ごめんなさい。携帯の充電が切れていたみたいで……」

「……そんなことだろうとは思っていたけど」

　蓮見は呆れたようなほっとしたような表情を浮かべて私の腕から手を離し、水槽を見た。

「綺麗だね……クラゲってこんなに綺麗だったんだ」

「ええ」

　私たちは黙って水槽のクラゲを見つめる。ふわりと傘かさを広げて泳ぐクラゲは優雅だ。

「……ねえ、観覧車で昴と、なにかあったの？」

「少し話をしただけですわ」

「それにしては昴の様子が……」

　蓮見はそう言って考え込むように黙った。確かに、ゴンドラを降りてからの王子の様子はおかしかった。心ここにあらずといった様子なのだ。

「美咲様と話すことで悩んでいるのかしら……」

「美咲と話すこと？」

　私は蓮見に観覧車での王子との会話を話した。蓮見は私の話を聞くと、驚いたように目を見開いた。

「美咲を幸せにできないって……昴がそんなことを？」

「ええ。だから美咲様の幸せを決めつけるなと言いましたの。ちゃんと美咲様と話し合うように、と。でも……少し言いすぎてしまったかもしれません。私への気持ちを逃げだなんて言って……私も逃げてばかりなのに、そんなこと言う資格ありませんよね……」

「……でも、君は今日ちゃんと昴と向き合った」

「向き合えたのでしょうか……」

「少なくとも避け続けていた時よりは向き合えていると思うけど」

「……そう、ですね。そうですよね……」

　蓮見の言葉を嚙みしめる。私は、少し前に進めたのだろうか。

「恋って難しいですね。パズルみたいに上手くピースが合わないこともあるんですね」

「……そうだな」

　いつか私も恋をするのかな。それはきちんとピースが嵌はまる人？　それとも嵌らない人？

　私はふと、蓮見が私のことを好きだと王子が勘違いしている、ということを思い出した。

「蓮見様、あの……東條様の誤解を解かなくてよろしいのですか？」

「誤解？」

「東條様は蓮見様が私を好きだと思っています。その誤解を解かなくてもいいのですか？」

「ああ……あれね。……いいよ、解かなくても」

「え？　いいんですか？」

「俺は逃げてるって、いつか君に言ったよね？」

　話が唐とう突とつに変わり、私は戸惑いながらも頷いた。

「君を見てて思ったんだ。逃げるのをやめようって。だから、もうやめた。俺はもう逃げない。───昴からも、君からも」

　とくん、と大きく胸が高鳴る。

「誤解なんかじゃない。俺が君を好きだと昴が思っていることは」

「蓮見様……」

　いけない。これ以上聞いちゃだめだ。本能がそう告げるが、私はその場から動けなかった。蓮見の瞳から、目を逸らせない。

「誤解じゃない。俺は、君が好きなんだ」
















「………え？」

　今、蓮見はなんて言った？　私は蓮見の言ったことが信じられなくて、蓮見をまじまじと見たが、冗じよう談だんを言っている気配はない。

　噓でしょう。お願い、「噓だよ」って言って。前みたいに「本気にした？」って意地悪く笑って。

　そんな私の願いは通じず、蓮見はただ真剣な顔をして私に囁ささやいた。

「ちゃんと俺を見て。漫画の登場人物じゃない、君の目の前にいる俺を見て」

「蓮見様……あの、私は」

「今は、返事はいい」

　咄とつ嗟さになにかを言おうとした私に、蓮見が柔らかく微笑む。

「君が俺のことをなんとも思っていないことは知っている。だから今は返事は要らない。でも、覚えておいて。───俺が君を振り向かせてみせるから」

　掠かすれた声で囁く蓮見を、私はただ呆ぼう然ぜんと見つめることしかできなかった。そんな私を見て蓮見は挑戦的に笑い、私の手を取って歩き出す。

「そろそろ行こう。美咲も昴も心配している」

「は、はい……」

　どくんどくんと心臓の音が響く。私は蓮見に手を引かれるまま歩いた。

　そのあとのことは、よく覚えていない。気付いたら私は自分の部屋にいて、制服のままベッドに寝転がっていた。制服が皺になってしまう。早く脱がなくちゃ。そう思うのに、体は動かない。私は両手で顔を覆おおった。現実感がない。ふわふわした感覚がする。

　これは夢？　でも、夢ならどうして蓮見と繫いだ手の温もりが残っているの。

　───私、これからどうすればいいの……？　もう、頭がおかしくなりそう。
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　遠足の翌日、私は学校が休みなのをいいことに部屋に引き籠こもった。弟がとても心配そうな顔をしていたが、大丈夫だからと遠ざけた。とにかく今は一人でいたかった。

　遠足の時のことを思い出すと、胸がきゅぅっとする。私は告白をされたのだ、あの蓮はす見みに。

　なんで私なのだろう？　私、蓮見の前では変な行動ばかり取っていたのに。好かれる要素なんてなかったはずだ。なのに、どうして？

　ちがう。そんなことを考えても無む駄だだ。私は蓮見ではないのだから、なぜ好きになったかなんてわかるはずがない。

　私は蓮見に告白されて、正直戸惑った。でも、嬉うれしいとも感じたのだ。だって蓮見は私の表面だけを見て好きになったわけじゃないと思うから。でも、だからといって私が蓮見に恋れん愛あい感情を抱いているかといえば、それは違ちがう。私の蓮見に対しての好意は恋愛のそれではないと思う。

　そもそも、私は蓮見を異性としてあまり意識していなかったと思う。ときめいたりもしたが、それはアイドルを見ているような、好きなキャラクターの行動にときめくような感覚だった。

　───ちゃんと俺おれを見て。漫まん画がの登場人物じゃない、君の目の前にいる俺を見て。

　蓮見の言葉が過よぎった。この台詞せりふを聞いた時、私は心臓を撃うち抜ぬかれたような衝しよう撃げきを受けた。

　きっと蓮見は私の気持ちを見抜いていたのだと思う。私が頭のどこかで、蓮見のことを〝漫画セカコイの登場人物〟として見ていたことを。ううん、蓮見だけじゃない。他の人たちにしても同じだ。漫画セカコイでこうだったからと、漫画セカコイに出てきた人たちをちゃんと知ろうと、見ようとしていなかった。

　私は、私の周りにいる人たちを〝現実〟にいる人として見ていなかったのだ。

　なんて最低なんだろう。友達だと言いながら、ちゃんとその友達を見ていなかったなんて。自分のバカさ加減が本当に嫌いやになる。

　逃げるのをやめる、なんて言っておきながら、私は無意識に逃げていたのだ。ここは現実の世界じゃない、漫画の世界なんだと。

　私は今まで出会った人たちの顔を一人ずつ思い出していく。大丈夫だ、私はちゃんと漫画に描かかれていなかったことを、知っている。現実として、受け止められる。私はみんなが大好きだ。面めん倒どうくさいと思うこともあるけれど、それでも私はみんなが大好きだ。

　───俺は、君のことが好きなんだ。

　不意に蓮見の言葉が脳内で再生され、顔が熱くなった。

　……ちょっと待って。冷静に考えて、今の私って、凛花ヒロインの状じよう況きようと似てないか？

　凛りん花かは王子に迫せまられて飛鳥あすかに告白されて、二人の間をフラフラとし、どっちつかずな行動を卒業間近まで続けた。凛花は王子に迫られつつも、王子に好きだと言われていないから本当に自分のことが好きなのか確信が持てなくて、すれ違って、そのたびに飛鳥に優やさしくされて心を揺ゆさぶられるのだ。

　───私、東とう條じよう様と飛鳥くん、どっちが好きなの？　と、自問しちゃう女の子なのだ。

　それって、人物の違いこそあれ、今の私の状況と似てないか？　いや、私は王子のことなんてなんとも思ってないし、蓮見はただの友達だと思っているが、状況はよく似ているといえよう。

　なんてことだ……私は知らず知らずのうちに凛花と同じ道を進んでいたのだ。私って鈍どん感かんなのだろうか。これもヒロインの宿命か。

　いや、でも今思い返せば蓮見が私に好意を抱いているような行動があった気もする。その時の私は、蓮見が好きなのは美み咲く様だと思っていたから、少し違い和わ感かんを抱きつつも気のせいだと思い込こんでいたのだ。

　なんてことだ。これでは私は大だい嫌きらいな凛花ヒロインと同じじゃないか！

「まじかぁ!!」

「姉さんどうしたの!?」

　思わず叫さけぶと、隣の部屋にいた弟が勢いよくドアを開けて駆かけ込んできた。私は弟を見つめて、呟つぶやいた。

「悠ゆう斗と……私、鈍感なの……」

「は？　あ、うん……そうだね」

　駆け寄ってきた弟が戸惑った顔で頷うなずき、それに私はやっぱりそうだったのかとショックを受けた。

「あのね……私、鈍感をやめるわ」

「はぁ？」

「鈍感をやめて察しのいい女になるの……！」

「………無理だろ」

　私は弟が呟いた一言を聞き逃のがしたことに気付かず、拳こぶしを握にぎりしめて言った。

「私、頑がん張ばるわ。悠斗、応おう援えんしてね！」

「……うん、頑張れ。オレはもうなにも言わない……」

　心配して損したとがっくり肩を落とす弟に気付くことなく、私は決意を固めた。

　まずは蓮見にちゃんと私の気持ちを伝える。気まずくなるかもしれないが、凛花ヒロインみたいにどっちつかずな態度を取るよりはいいはずだ。

　そう信じて私は早速月曜日に行動を起こし、生徒会活動のあと、蓮見と二人きりで話す機会を作った。放課後の誰だれもいない生徒会室で、私と蓮見は向かい合った。

「話ってなに」

「遠足の時の話です。私、きちんと蓮見様に自分の気持ちを伝えたくて」

「返事は要らないって言ったよね？」

「それでも、聞いてほしいんです。お願いします、聞いてください」

　真剣な顔で蓮見の目を真っ直ぐ見て言うと、蓮見は諦あきらめたように頷いた。

「私、蓮見様のこと、お友達として好きですわ。でも、恋愛対象として見たことはありませんの」

「……知っている。だから、諦めてほしいって？」

　私が静かに頷くと、蓮見の目に昏くらい火が灯ともったように見えた。

「俺は諦めない。言ったでしょ、逃げるのはやめるって」

　私はいつの間にか壁かべ際ぎわに追い込まれ、ダンっと蓮見の手が壁に当たる。

　二度目の壁ドンだ。壁ドン率高くない？　と思うのと同時に、なぜか胸が苦しくなる。

「俺は君を振り向かせるって決めたんだ。例え君に好きな人ができても、諦める気はない」

「……どうしてそこまで私を……？」

「……俺も君みたいな変な子にこんなに惹ひかれるなんて思ってなかったよ。でも、気付いたら惹かれていた」

　……変な子って言ったよ。ねえ、それって仮にも好きな人に言う台詞？

「このまま君を奪うばってしまいたいくらいには、好きだよ」

　蓮見が私の耳元で囁ささやく。ぞわりとして、私は顔が赤くなるのを感じた。

　知らない……こんな蓮見、私は知らない。私が知っている蓮見はいつも無表情で、皮肉ばかり言って、私をバカにしてくる、そんな人なのに。

「俺の本気、伝わった？」

　蓮見が私の顔を覗のぞき込む。私は蓮見の顔を直視できなくて、視線を逸そらして頷くだけで精いっぱいだった。どうやら私の周りにいる人たちには、まだまだ私の知らない一面があるようだ。とにかく私は今日、蓮見に負けたのだと思った。

　だってほら。蓮見が勝ち誇ほこった笑みを浮うかべているから。

　完全に私の完敗である。失敗した。完全に失敗した。なんで失敗したのかわからないが、失敗したことは間違いない。

　なんで蓮見の気持ちを再確認することになったの。まさか蓮見が引いてくれないとは思わなかった。わかったと、諦めてくれると思っていたのに。

　私は頭を抱えてベッドの上を転がる。

　どうしよう。どうしたらいいんだろう。なにも問題解決してない。こうなったら……！

「よし、寝よう」

　私は逃げないという決意をどこか遠くに放り投げ、夢の世界に逃げたのであった。




　朝、目が覚めたら問題がすべて解決していた───

　なんて、都合のいいことなどあるはずもなく、憂ゆう鬱うつな気持ちで登校した。できれば蓮見の顔を見ずにいたいが、同じクラスなのでそれも叶わない。

　体育の授業だけは男女別なので、蓮見の姿を見ずに済むと思っていたのに、急きゆう遽きよ自習となり、私は友達に付き合って男子の体育を見学することになってしまった。

　体育は隣のクラスと合同で、隣のクラスには王子がいるため、女子のギャラリーがきゃあきゃあとうるさい。男子はサッカーをやっているようで、今ちょうど蓮見のチームと王子のチームの試合が行われていた。互角の争いをしているようで、大変白熱している。

　友達が「東條様すてき」とか「蓮見様かっこいい」と言っているのに適当な相づちを打ちつつ、私は試合の様子をぼんやりと眺ながめていた。

　やはり蓮見も男子だったのか、いつも無表情なのにとても真剣に、いきいきとした表情でサッカーをしている。王子と張り合っている姿は本当に楽しそう。

　試合が終わり、チームメイトとなにか話していた蓮見が不意にこちらを向き、私と目が合った。私が慌あわてて視線を逸らすと、蓮見も何事もなかったかのようにチームメイトと話し出す。それに安あん堵どの息を吐きつつ、自然と蓮見の姿を目で追っていた自分に気付き、戸惑う。

　告白されたのだから意識をしてしまって当然だ。私が自分にそう言い聞かせていると、隣から黄色い悲鳴が上がり、何事かと友達の視線の先を見ると、王子が汗を拭きながら笑顔でこちらに近づいてきていた。誰に用事かな。キョロキョロとあたりを見み渡わたしてみても、王子と親しくしているような人物は見当たらない。もしかして、王子が用あるのって私？

　嫌な予感は当たるもので、王子は私の前に立った。

「神楽かぐら木ぎさん、ちょっといいかな」

　よくないです。お帰りください。

　なんて言えるはずもなく、私は渋しぶ々しぶと頷き、王子に手て招まねきされるまま歩く。その時、あちこちから鋭するどい視線を感じ、内心で冷や汗を流す。うう、視線が痛い……。

　人気のないところまで来ると、王子は私と向かい合い、「美咲と話したよ」と言った。

　ああ……あの時の報告か。報ほう連れん相そうは大事なことだけど、別に報告してくれなくてよかったのに。

「美咲に怒おこられたよ。『私の幸せを勝手に決めつけないで』ってね。君に言われた通りだった。僕ぼくは美咲を大切に思っている。でも美咲を大切に思う僕のこの気持ちは家族に対する気持ちと似ていると思うんだ。一ひと晩ばん考えて、そう結論づけた。それももちろん、美咲に言った。そしたら、知っていたって笑ってた。美咲には、僕の気持ちはお見通しだったみたい」

　恥はずかしいけどね、と王子は苦笑した。私も美咲様らしいと思い、つい頰ほおが緩ゆるんだ。

「美咲に言われたんだ。『昴すばるが誰を好きでも、私が絶対に振り向かせてみせるから覚かく悟ごしなさい』って。僕の幼おさななじみは僕よりも男前だったよ……」

「……まぁ。美咲さんが？」

　なんて男前！　すてき。さすが美咲様である。

「ねえ、僕が観覧車で言ったこと……君に本気で惚ほれているって言ったこと、覚えてる？」

「あぁ、アレですか……」

　うっかり忘れていました、すみません。そのあとのことの方が私にとってはインパクトが強かったのだ。

「じっくりと自分の気持ちと向き合ってみて、やっぱり同じ結論に至った。やっぱり僕は君に惹かれている。君が僕のことを苦手だと思っていることはなんとなくわかっているよ。だけど、僕は諦めるつもりはない。美咲だって僕に真剣に気持ちをぶつけてくれた。中途半端なことをするのは、逆に美咲に失礼だと思うんだ」

「…………」

「だからね、僕も真剣に君にぶつかっていく。美咲に負けないように。君に振り向いてもらえるように」

「……言っておきますが、私は美咲様を応援しますわ。それでも諦める気はないと？」

「もちろん。むしろ燃えるね。ちょっと奏そう祐すけに先越されちゃったけど、これで僕も同じ土俵に立てた」

「ちょっと待ってください……なぜ、蓮見様のことを東條様はご存じで？」

「え？　見てればわかるでしょ？」

　な、なんだと……!?　そんなにわかりやすく態度に出てた？　それとも私が鈍感なだけなの？　よし、決めた。私の当面の目標は〝脱だつ・鈍感〟だ。

　目を見開いて固まった私を王子は面白そうに見る。

「神楽木さんって、やっぱり面白いね」

　面白いって言われても嬉しくありませんからね？

　しかしどうやら私はますます凛花ヒロインと同じ道を歩んでいるようだ。これが漫画の力ってやつ？　負けない。誰にも惚れるものか！　漫画の通りになんて、なってあげないのだ。
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　蓮見と王子から告白されて二人と一いつ緒しよにいることが多くなった。いや、私は全力で逃げようとしているんだけど、最終的に捕まるのだ。切ない……。

　その分、周りからの目が厳しくなった気がする。二人はイケメンなのだ。東條派、蓮見派と派は閥ばつができるくらい人気なのだ。今は特になにか言われたり、お呼び出しを受けるようなことはされていない。このまま平へい穏おんに過ごせますように、と私は祈っている。

　そんな悩なやみを抱えつつ、体育祭の日が近づいてきた。生徒会は体育祭の運営に関する細かい仕事が入り忙いそがしくなった。……とはいっても、ほとんどが体育祭の実行委員会で段取りを決めるため、そんなに大変な仕事はない。開閉会式は生徒会でとり行うので、その打ち合わせとかはするけど、それ以外は実行委員会にお任せしている。もっと忙しいのかなぁと思っていたけど、結構余よ裕ゆうはあった。

　そして迎えた体育祭当日。生徒会では来らい賓ひんの方々の接待をしたり、実行委員のお手伝いをして当日はなにかと忙しい。しかしそれも午前中だけで、午後からはゆっくりとできる。午前中で私の参加競技は終わったので、午後からクラスの応援に専念する。

　ちなみに、今年は我わがクラスには去年ＭＶＰを取った蓮見がいるので、体育祭にはかなり力を入れている。総合優ゆう勝しようも狙っているらしい。うん、頑張れ。

　午後の競技が始まる前にお昼だ。私は二人分のお弁当を抱え、一年生の集まる場所に向かう。もちろん、弟と一緒に昼食をとるためだ。近くにいる子に弟の居場所を訊たずねていると、弟が走ってやってきた。そんなに慌てなくてもお弁当は逃げないのに。

「姉さん！」

「悠斗。ちょうどよかった。捜していたの。お弁当、食べましょう？」

「あ、うん」

　弟は少し恥ずかしそうにはにかむ。その姿はとても可か愛わいい。さすが私の弟だ。

　周りの友達からなにか言われていたが、弟がひと睨にらみすると静かになった。……うん、なんだかお姉ちゃんは君の将来が心配になってきたよ。お父様みたくなりそうで。

　私と弟が仲良くお弁当を食べていると、なぜかみんな温かい笑顔を浮かべて去っていく。

　なんだろ。まあ、気にしてもしょうがないか。

「悠斗、これ食べる？」

「……姉さん、ちょっと恥ずかしいんだけど……」

「まあ、なにを言うの。ただの姉と弟のスキンシップじゃない。恥ずかしがる必要なんてないわ」

「いや……この歳としで食べさせてもらうのはさすがに恥ずかしいよ……」

　え？　聞こえないなぁ。だってこういう時じゃないとできないじゃないか。弟にお弁当を食べさせてなにが悪い。周りの目なんて気にしませんとも。ブラコンなのは自覚してるから今さら気にならないもんね！

　ほくほく顔で弟と別れ、自分のクラスの応援態勢に入る。順調に点数を稼かせいでいるようで、この調子なら本当に優勝できるかもしれない。

　そして迎える一番盛り上がる混合リレー。うちのクラスのアンカーは当然のごとく、蓮見だ。そして当然のごとく、隣のクラスのアンカーは王子である。

　リレーのあとは閉会式だ。この閉会式が長く、途中でトイレに行きたくなったら困るので、私はリレーの始まる前に行っておくことにした。トイレから出て少し歩いたところで王子と蓮見に遭そう遇ぐうした。げぇっ。

「蓮見様、リレーで優勝できれば私たちのクラスが総合優勝できますので、絶対に優勝してくださいね」

「ああ、任せて」

　私はにっこり笑顔を作って蓮見を激げき励れいしておく。同じクラスだし、優勝できるならしたい。だってみんな頑張っているし。

　蓮見が力強く頷いてくれたので、私は立ち去ろうとすると、王子が不満げに声を上げた。

「僕には？　頑張ってって言ってくれないの？」

「東條様とはクラスが違いますので」

　私は笑顔を保ったまま言う。なぜ私が違うクラスの人を応援しなければならないのだ。

「え～。僕と神楽木さんの仲でしょ？」

「それは一体どのような仲でしょうか？」

「質問に質問で返すのはずるいよ」

「申シ訳わけアリマセン」

　面倒くさくなって棒読みで答えると、王子は楽しそうに笑った。

　え？　今のどこに笑える要素ありました？

「あー、楽しい。あ、そうだ。僕が優勝したらお茶に付き合ってよ」

「なぜ私が？」

「奏祐と僕がお茶してもご褒ほう美びにならないでしょ？」

「……ある一部の方にはご褒美になるかと思いますが……」

　そう、二人があらぬ仲だと想像して楽しんでいる方たちとか、ね。

「僕にとってはご褒美にならないから。それに楽しみがある方が頑張れるでしょ？」

「そうかもしれませんが……それとこれは別」

「あ、もう行かないと。じゃあ神楽木さん、お茶楽しみにしてるからね」

　そう言って王子は去っていく。

　ちょっと待って！　私、お茶に付き合うなんて一言も言ってないよ!?　なに勝手に決めてるの!?　そもそもなんでそんなに勝つ自信があるの？　人の話を聞け！

「……蓮見様」

「わかってる。優勝すればいいんだろ？」

「絶対ですよ！　優勝したらつばき屋のプリンをご馳ち走そうしますから」

「……君じゃあるまいし、食べ物じゃやる気出ないよ」

「では、なにをすればいいですか？」

「そうだな……一回だけ、俺のお願いを聞いてくれるというのはどう？」

「……変なこと以外でしたら」

「それでいいよ。じゃあ、俺も行ってくる。応援よろしく」

「ええ。頑張ってください」

　蓮見は柔やわらかい笑みを浮かべ、走り去っていく。私はその後ろ姿を見送り、蓮見を応援するために友達のところへ戻もどった。

　そして、リレーが始まった。私はどきどきしている。もちろん、いい意味でのどきどきではない。

　お願い！　どうか蓮見が勝って！

　私は胸の前で手を組みながら必死に蓮見の優勝を祈った。バトンは早くもアンカーに渡り、現時点で蓮見と王子は同率一位だ。私は神にも祈る気持ちで見守った。

　しかし、優勝したのは───

「なっ……！」

「噓うそだろ……？」

　私は目を見開いて優勝者を見つめた。そして思わず、駆かけ出だす。

「悠斗～～!!」

「わっ。姉さん、驚かさないでよ……」

　弟に飛びつくと、弟はしっかりと私を受け止めて、呆あきれたように言った。

　そう、リレーで優勝したのは王子でも蓮見でもなく、弟だったのだ！

「すごい、さすが私の弟だわ！　すごく格好よかったよ！　悠斗、優勝おめでとう！」

　私は興奮したテンションのまま、弟の頰にちゅっとキスをした。

「ちょっ、姉さん……！　みんな見てるんだけど……」

　弟は少し顔を赤らめ、眉まゆを顰ひそめて言う。しかし、興奮している私はどこ吹く風だ。

　弟は困ったように私を見たあと、呆ぼう然ぜんと私と弟を見つめる王子と蓮見を見つけ、にっこりと笑って言った。

「……残念でしたね？　東條さん、蓮見さん」

「悠斗君……」

「悠斗……」

「言っておきますけど、姉にちょっかい出すなら、容よう赦しやしません」

　そして弟は思わずぼうっとしちゃうくらい、いい笑顔で言い放った。

「姉に手を出すなら、オレが相手になりますよ？」
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　王子と蓮はす見みに告白されてから、二人によく話し掛けられるようになった。それをいかに華か麗れいにスルーし、いかに早く立ち去り、どう躱かわそうかと考えているが、その努力は一向に実を結ばず、王子に猛もうアプローチを掛けられる日々を過ごしている。

　しかし王子のアプローチに反し、蓮見の態度がまったく変わらなくて、蓮見は本当に私のことが好きなのだろうかと常々疑問に思っている。

　今は飛鳥あすかと二人きりで、飛鳥の新作和わ菓が子しの試食会を実施中だ。ちょうどいい機会だと、頼りになる飛鳥に相談をすることに決めた。

　もちろん、好きになられても困るので、飛鳥に「私を好きにならないでくださいね？」と釘くぎをさしている。すると毎回真顔で「それは絶対にない」と答えられる。一体どういう意味だろうか。いや、好きになられては困るんですけどね？

「……なるほど。つまり、神楽かぐら木ぎは蓮見に好意をきちんと行動で示してほしいと、そういうことなんだな？」

「───はい？」

　え、そうなっちゃう？　でも、そうなるんだろうなぁ。別に今の蓮見の態度が嫌いやだというわけではない。むしろこちらの方が私にとっては都合がいいはず。だけど、なんだかもやもやする。なんだろう、これ。

「神楽木はいろいろ考えすぎなんじゃないか。蓮見は蓮見なりに考えているだろう。君はいつも通りに言い争いをしていればいいんだ」

　言い争いなんてしてるつもりないんだけどなあ。普通の会話ですよ？

「君たち、なんだかとても楽しそうだね？」

　もぐもぐと飛鳥の新作和菓子を食べていると蓮見が生徒会室に入ってきた。げえっ、なんていうタイミング！

「俺おれも交ぜてよ」

「あ、ああ……よかったら蓮見も食べてくれ」

　飛鳥が和菓子を勧すすめると、蓮見は私と飛鳥をちらりと見たあと、私の方を向いて意地悪そうに笑った。え、なに？

「態度に出した方がいいんだ？」

「なんのことです？」

「さっきの会話、丸聞こえだった、って言えばわかる？」

「な……!?」

　なんだって!?　あの会話聞かれていたの!?　どこから!?　どこからなんだ!?

「お望みなら、本気で口説いてあげようか？」

「え、遠えん慮りよしますわ！」

「遠慮しなくてもいいのに」

　くすりと意地悪そうに笑う蓮見に、頭が沸ふつ騰とうしそうになった。本当にもう、なんなの!?　悩なやんでいた私がバカみたい！

　そんな私たちのやり取りは蓮見のあとにやってきた生徒会の先せん輩ぱい方がたにばっちりと見られ、にやにやされて私は居いたたまれなくなった。




[image: ]




　もうすぐ夏休みだ。今年は生徒会活動があるため、何回か学校に行かないといけないが、やっぱり夏休みはうきうきする。

　なんといっても、私は美み咲く様と二人で美咲様の別べつ荘そうへ泊まりがけでお邪じや魔まする約束をしているのだ。なんでも綺き麗れいな海が近くにあるところらしく、海で遊びましょうね、と美咲様は微笑ほほえんで言った。それに備えて水着を買いに行く予定だ。

　今からすごく楽しみだ。ああ、早く夏休みにならないかなぁ。




　本日は待ちに待った美咲様の別荘へ二泊三日で遊びに行く日です。私は浮うかれに浮かれ、前日はそわそわして、修学旅行前の小学生のように眠れなかった。

　忘れ物がないかを確認する。新調した水着もちゃんと入れたし、日焼け止めクリームも、着替えもお泊まりセットもきちんと入れた。うん、忘れ物はなさそうだ。

　時間になり母に挨あい拶さつをしに向かう。そのあと、しばらく会えなくなる弟にも挨拶をしていこうと思ったのだが、弟の姿が見当たらない。聞けばもう出掛けてしまったらしい。いってきますって言いたかったのになぁ。薄はく情じような弟だ。

　車に乗り込み、美咲様の家に向かう間も私は今日やることで頭がいっぱいだった。あぁ、本当に楽しみ。早く現地に行きたいな。

　美咲様の家に到着し車から降りると、なぜか大きめの鞄かばんを手に持った蓮見がいた。

　なぜここにいる。

　そう思ったのは蓮見も同じようで、私を見て目を見開いていた。私たちはお互いに顔を見合わせた。

「なんで君がここにいるの」

「それは私の台詞せりふですわ」

「俺は昴すばるに呼ばれて……」

「私は美咲様に……」

　あれ？　もしかして。もしかしてだけど。

「あら。二人ともいらっしゃい」

　私たちは同時に声のした方を振り返ると、そこにはにこにこした美咲様の姿と王子の姿があった。

「やあ、二人とも。良い天気になってよかったね」

「昴？　これは一体どういう……」

「あれ、言ってなかった？　美咲たちと一緒の旅行だって」

「なにそれ。聞いてない……」

　私も聞いてないんですが。これは一体どういうことなのか、その疑問の回答を探して美咲様を見ると、美咲様は相変わらずにこにこと笑っている。

　……美咲様、確信犯ですね？

　蓮見も同じ結論に達したようで、眉み間けんに皺しわを寄せて王子を睨にらんでいる。蓮見に睨まれてもなおにこにこしている美咲様と王子の後ろから、ひょっこりと弟が顔を覗のぞかせ、申し訳わけなさそうな顔をして私たちを見てきた。

　知ってたの……!?　弟よ、なんで言ってくれなかったのだ。お姉ちゃん、ちょっと寂さびしいぞ……。って、あれ？　私、なんかはめられた？

「とても楽しい旅行になりそうね」

「そうだね、美咲」

　混乱している私をよそに、にこにこと笑って話す美咲様と王子に、私は遠い目をした。

　……似た者同士なお二人でなによりです……。




　美咲様の別荘に到着したのはお昼過ぎだった。部屋は当然のごとく女子と男子に分かれている。それぞれの部屋で荷物を整理したあと、遅めのランチを取り、その後、海に行こうということになって私たちは部屋に戻った。

　そして、私は途方に暮れていた。

「凛りん花かさん、着替えましょう？」

「でも……」

　いつもなら「はい」と素直に頷うなずく私だけど、今日ばかりは素直に頷けなかった。

「東とう條じよう様と蓮見様が来るだなんて思わなくて……知っていたらあんな水着にしなかったのに……」

「恥はずかしがることはないわ。その水着、凛花さんらしくて私は好きよ」

「……そうですか？」

「ええ。ね、私を信じて、着替えてくれないかしら？」

　美咲様にそう言われたら頷くしかない。美咲様を信じよう。王子と蓮見は魚だと思えば恥ずかしくない。私だって、美咲様と海で遊びたい！

　私は水着を摑つかみ、着替えるために別室へ行った。そして出てきた私を美咲様は笑顔で出迎えてくれて「とっても似合っているわ」と言ってくれた。それでも恥ずかしいので、持ってきていた太ふと腿ももまである長めのパーカーをしっかりと着ると、美咲様はくすりと笑った。

　海に行くとすでに三人は着替え終えて談笑していた。三人とも、しっかりと引き締しまった体をしている。弟も大きくなったのだなぁ、と私は感かん慨がい深ぶかく思った。

「三人とも、お待たせ」

　美咲様は笑顔で三人に近づく。

　美咲様は白いビキニの水着だ。シンプルなデザインで、飾かざりなどもほとんどなく、だからこそ美咲様のスタイルのよさが際立っている。

　そして私は流行りの花びらのビキニを買った。まあ、それだけならいいのだが、このビキニ、パンツの両サイドが紐ひもタイプになっているのだ。女の子同士だからいいよね、と軽い気持ちで買ったのが仇あだとなった。

　みんな揃そろったところで、王子が家から持ってきたジェットスキーに乗ることになった。なんでも王子と蓮見は免めん許きよを持っているのだとか。さすがだ。

　だが、残念なことに私は泳およげない。だから待っていると言おうとしたのに、いつの間にやらライフジャケットを着させられていて、ボートに乗せられていた。どうやらトーイングをするようである。私が呆ぼう然ぜんとしている間にジェットは動き出した。

　ジェットは結構速く、私はボートに必死に摑つかまる。私以外のみんなは余よ裕ゆうな顔で楽しんでいた。なんだその余裕、と思って気を抜いた瞬しゆん間かん、私はボートから投げ出された。

　バシャンと衝しよう撃げきを受けたあと、しょっぱい海水が少し口の中に入り、慌あわてて水面に顔を出すと、弟と蓮見が私をボートに引き上げてくれた。た、助かったぁ……。

　しかしパーカーが早くもびしょ濡ぬれだ。あぁ……諦あきらめて脱ぬがなきゃ……。

　少ししょんぼりとしていると、みんなが「大丈夫？」と心配してくれ、王子もジェットからこちらを心配そうに見ていた。大丈夫という意味を込めて王子に手を振ると、私の意図が通じたらしく、安心したように微笑んだ。

　そうしたやり取りを終えたあと、私はのろのろとパーカーを脱ぐ。さようなら、私の防ぼう波は堤てい……。

　パーカーを絞しぼって畳むと、蓮見と目が合ったがすぐに逸そらされてしまう。なんだ？

「蓮見さん。厭いやらしい目で姉さんを見ないでもらえませんか」

「……厭らしい目で見てない」

「いいえ、見てました」

「見てない」

　見てた、見てないと二人の言い合いは平行線で、そんな二人を見て美咲様は楽しそうに笑っている。その言い争いは陸地に戻るまで続いた。

　ジェットから降りた王子は私を見て、爽さわやかな笑顔で言った。

「その水着、似合っているよ」

「あ、ありがとうございます……」

　私は顔が赤くなるのを自覚する。弟も蓮見も私の方を見ようとしないから、実は似合ってないんじゃないかと思っていたので、王子にそう言ってもらえてほっとした。

　弟と蓮見がはっとしたように私を見たあと、少し悔くやしそうに王子を見る。王子はドヤ顔で二人を見返した。会話なしで通じ合えるくらい、三人は仲良しなのか。最近言い争いをしていることが多くて心配していたけど、どうやら杞き憂ゆうだったみたいでよかった。

　それからは定番のビーチバレーをしたり、泳いだりして遊んだ。

　ビーチバレーで私は顔面レシーブをする、という醜しゆう態たいを晒さらしてしまった。弟は呆あきれた顔をし、美咲様は心配してくれ、王子は目を見開いて驚き、蓮見にいたっては肩を震ふるわせて笑っていた。

　……穴があったら、埋うまりたい。自分の運動神経のなさに絶望を覚えた。

　私は少し赤くなった鼻を押さえながら、まだ笑っている蓮見を睨み、近くに転がっているボールを投げたが、さっと避よけられてしまう。

　大人しく当てられるっていう可か愛わいらしさを見せてくれればいいのに。誠に遺い憾かんである。




　二日目も快晴で、すごく暑い。今日はボートに乗って釣つりをすることになった。

　私の心の中を読んだかのように弟が「釣れたらオレが取るから」と言ってくれた。弟には私の考えていることがお見通しなようだ。さすが私の弟。頼りがいのある弟で、私は幸せだ。……うん。頼りない姉でごめん……。

　紫外線対策をばっちりして、私たちは美咲様の家が所有しているボートに乗り込こみ、海岸から三キロほど離れた場所に停まり、釣り糸を垂らす。魚、釣れるかな～。どきどきだ。

　……三十分経っても私の釣り竿ざおに反応はない。おかしいな……みんな逃のがしたりはしているけど、反応はあるのに。まあ、まだ三十分だしね。釣りは忍にん耐たいだって、誰だれかが言っていた気がする。当たりがあるまで辛抱強く粘ねばろう。

　……さらに三十分が経過したが、いまだに私の竿に反応はない。

　あれ？　みんな続々と釣れているのになんで私だけ釣れないの？　もしかして、引いているのに気づいてないとか？　それとも場所が悪い？

　ちょっと弟に見てもらおう。弟と共に釣り竿の反応を窺うかがう。しかし、ピクリとも反応しない。あれぇ？　なんで？　やっぱり場所が悪いのかな？

　そう思って私がちょっと弟から離れると反応があり、慌てて戻ると同時に逃げられてしまった。なぜだ。

「……姉さん……もしかして魚にきらわ」

「言わないでぇ！　傷つくから、言わないで！」

　なんとなくそんな気はしてましたけど！　身内の口から言われると辛いから！　うわーん、私がなにをしたって言うんだ。私だって魚釣りたいよぉ！

　私がしょんぼりと船上を移動していると、美咲様がぼんやりと座すわっていた。らしくない姿に私は心配になって声を掛ける。

「美咲さん？　大丈夫ですか？」

「あ……え、えぇ。平気よ。心配しないで」

「でも、顔色がよくありませんわ。中で休まれた方がいいのでは……？」

「そうね……お言葉に甘あまえて、そうさせてもらうわ」

　美咲様が申し訳なさそうな顔をして立ち上がる。すると突然船が揺ゆれ、私はその衝撃で尻しり餅もちをついた。そして目の前を見ると、美咲様の体が宙に浮かんでいた。

　美咲様が立っていた場所には手すりもなにもなかった。手を伸ばしたが遅く、美咲様が海に落ちていく様子が、私にはスローモーションのように見えた。

「美咲様!!」

　バシャンと水みず飛沫しぶきがあがり、私は急いで美咲様の落ちたところを見たが、美咲様が上がってくる様子はない。どうしよう。どうしたら。私がパニックに陥っていると、私の声を聞きつけて王子たちがやってきた。

「姉さん！　どうしたの!?」

「美咲さんが……！　美咲さんが、海に落ちたの……！」

「美咲が!?」

　王子が顔色を変え、服を着たまま、海へ飛び込んだ。

「昴!?」

　蓮見が切羽詰まった声を上げ、私たちの間に緊きん迫ぱくした空気が漂う。

　どうして、どうしてこんなことに。どうか、美咲様と王子が無事でありますように。

　私はただ、そう祈ることしかできなかった。
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　美咲様はすぐさま救出されたお陰かげで無事だった。怪け我がもなく、しばらく安静にしていれば大丈夫だと医師からも診断され、私はほっと胸を撫なで下おろした。

　美咲様は申し訳なさそうに何度も謝った。だけどこれは美咲様が悪いわけではない。あれはただの事故だった。だから仕方のないことだと、気にしないようにと何度も言ったけど、それでも優やさしい美咲様は気にしてしまうようだった。

　少し疲つかれた様子を見せていた美咲様に、一人でゆっくりしてもらおうと部屋を出て廊ろう下かを歩いていると、テラスへと続いているドアがほんの少し開いていることに気付き、気になった私はそちらへ足を向けた。外の空気を吸うのもいいかもしれない、と思ったのだ。テラスへ出てみると、そこには先客がいた。

　月の光に照らされ、憂うれいを帯びた表情で夜空を眺ながめる姿はまるで物語の主人公のよう。

　私はそっと彼かれに近づき、声を掛ける。

「東條様」

　私の呼びかけに王子が振り返り、いつものように笑みを浮かべた。いや、浮かべようとしたのだろう。だけどその笑みはいつもよりもどこか歪いびつで、不器用な笑みだった。

「……神楽木さん。君も、夜風に当たりに？」

「そんなところです」

　私は王子に近寄り、彼の隣に並んだ。そして同じように夜空を見上げる。満天の星が輝かがやいていて、とても綺麗だった。都会ではこんな星空は見られない。

「東條様……大丈夫ですか？」

　普段の私なら絶対に王子に対して言うことのない台詞だった。だけど、今の王子はそう聞かなくてはと思うほどに危うい感じがした。

「大丈夫だよ。僕のこと、心配してくれたんだ？」

　いつもと同じ調子で王子は言う。だけどそれが逆に無理をしているように見えて、余計に心配になってしまう。

「……美咲さんは先ほど目を覚まされましたわ。特に大事はないそうですが、念のため明日一日は安静にした方がいいだろうと、お医者様が仰おつしやっておりました」

「そう……奏そう祐すけの人命救助のお陰だね」

「ええ。お医者様も、少しでも遅れていたらどうなっていたかわからないと……」

「情けないな、僕は。一番大事な時に役に立たない……」

「でも、東條様は真っ先に美咲さんを助けに海に飛び込んだではありませんか。私こそ、一番美咲さんの近くにいたのに、おろおろするだけでなにもできませんでした……」

　あの時、王子は我わが身の危険を顧かえりみず誰よりも早く海に飛び込み、美咲様の救助へ向かった。蓮見と弟は美咲様を連れて戻もどってきた王子を助けたけど、私はなにもできなかった。そのことが、とても悔しくて情けない。

　そもそも、私がもっとしっかりしていれば、美咲様は海に落ちずに済んだはずだ。本当に自分が情けなくて、嫌になってしまう。テラスの手すりをぎゅっと握にぎって俯うつむいた私になにを思ったのか、王子はぽつりと語り出した。

「……僕はね、美咲がいない未来を想像したことがなかったんだ。美咲がいることが僕にとっての〝当たり前〟だった。……失いかけて、初めて気付いたよ。美咲がどれだけ僕の中で大きな存在だったか」
















　はっと顔を上げて見た王子の顔は、今まで見てきたどの表情よりも愛おしそうで、男の人に言う言葉じゃないのかもしれないけれど、すごく儚はかなげで綺麗だった。

　そんな王子の表情を見て、私はああ、と思った。

　───やっと、気付いたのかと。

「……知っていましたわ。東條様がどれだけ美咲さんを大切に思われているか。目を見ていればわかります。東條様の美咲さんを見る目はどの方を見る時よりも、温かい目をしていましたもの」

「僕は、君が好きだ。今でも好きだよ。きっと君が……僕の初はつ恋こいだった」

　苦しそうに私への想いを吐き出す王子に、私は微笑む。王子は気付いているのかな？　その台詞の途中で、私への想いが過去形に変わっていることに。

「ありがとうございます、東條様。でも、それはもう過去のもの。そうでしょう？」

　私の台詞に王子ははっとした表情を浮かべ、そして情けない笑みを浮かべた。

「……君には、なにもかもお見通しなのかな」

「なにもかも、というわけではありません。東條様、私は美咲さんが大好きなのです。美咲さんのことなら、よく見ている自信がありますわ。東條様を見ているのは美咲さんのついでです」

「手厳しいね」

「当たり前です。何年、美咲さんを待たせているのですか、あなたは。美咲さんを悲しませたら、ただでは済ませませんわよ？」

　私は王子を睨む真ま似ねをすると、王子は苦笑して肩を竦すくませた。

「肝きもに銘めいじておくよ」

「ええ。ぜひそうしてください」

　真面目そのものの顔で私が答えると、王子は軽やかな笑い声を上げた。そんな王子に一瞬だけむっとし、だけどその笑い声がなにか吹っ切れたように感じて、私はすぐに怒いかりを引っ込めた。きっともう、王子は大丈夫だ。

「さあ、早く美咲さんのところへ行ってください。きっと東條様のことを待っていらっしゃるはずですわ」

「ああ。ありがとう、神楽木さん」

　王子はそう言って私に背を向けて歩き出し、ふと足を止めて振り返った。私がその王子の行動に首を傾かしげると、王子は声に出さずに口を動かし、ふっと微笑むとまた歩き出した。

　暗くてよく見えなかったけれど、その口の動きは「さようなら」と言っているように見えた。

　なにかを決心したような王子の背中に、私も声に出さず頑張れとエールを送った。
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　翌日、私は王子と向かい合っていた。

「……それで？　結局言えなかったと。そう仰おつしやるのですか、あなたは？」

「……ハイ。申し訳わけありません」

　床に正せい座ざをした王子の前に同じように正座して睨にらみつけると、王子は小さくなった。そんな王子に私はこれ見よがしにふう、とため息をつく。

「ふふ。そうですか。言えなかったのですね？　まさにヘタレというやつですわね？　東とう條じよう財ざい閥ばつの御おん曹ぞう司し様は実はヘタレでいらしたと。ふふ、面白くて笑ってしまいますわ」

「……返す言葉もございません」

　王子がしょんぼりと身体を縮める。少しいじめすぎたかな？　でも、これくらいいいよね。

　昨日の夜、王子は私と話したあと、美み咲く様と話をしたらしい。

　が、肝かん心じんなところ──つまり、告白はできなかったのだと言う。私にはすんなり言えたくせにね？　結構恥はずかしい台詞せりふだったよね？　やっぱり本当に好きな人には言えないのかな？　このヘタレめ！

　これからは王子改めヘタレと呼ぼう。うん、もう決めた。

　しかし、漫まん画がだとここまでヘタレじゃなかったのになぁ。やっぱり漫画と現実の違ちがい？

「まぁ、いいでしょう。いいですか、できるだけ早く伝えてくださいね？　東條様がきちんと告白するいうまで、私は東條様のことをヘタレと呼びますからね？」

「えっ。それは勘かん弁べん……」

「呼　び　ま　す　か　ら　ね　？」

「……わかった」

　ヘタレが神しん妙みような顔をして頷うなずく。これだけ脅おどしておけば大丈夫だろう。頑がん張ばって早く幸せいっぱいな美咲様の顔を見せてくれ。

「……二人とも、こんなところで正座してなにしてるの？」

「蓮はす見み様。今ですね、私はヘタ……東條様にお説」

「見ててわかんない？　神楽かぐら木ぎさんと親しん睦ぼくを深めているんだよ」

「……正座をして？」

「そう。正座っていいよね。なんだか正面から向き合える気がするんだ」

「へえ……」

　蓮見がしらけた顔をする。私がヘタレの方を見ると、ヘタレは悪戯いたずらっ子のような顔をして、人差し指を口に当てて、しーっとした。

　……ああ、そうですか。まだしばらく蓮見を揶揄からかう気だな？　性格悪いな。でも、美咲様に誤解されちゃうんじゃないですかね？　いいんですかね、ヘタレのくせに。

「あぁ、そうだ。近くに綺き麗れいな場所があって、それを神楽木さんが見たいらしいんだけど、今日は美咲についててあげたいんだよね……だから、奏そう祐すけ代わりに行ってあげてよ」

「はあ？　なんで俺おれが……」

「悠ゆう斗と君も出掛けちゃったし、奏祐しか一いつ緒しよに行ける人いないでしょ？　まさか、神楽木さんを一人で行かせる気？」

「………はぁ。しょうがないか……」

　あのーう。私、別に綺麗な景色なんて見に行かなくてもいいですよ？　と、口を挟む間もなく私と蓮見はヘタレによって追い出された。

　ヘタレのくせにこういう時だけは手際がいい……って、あ！　もしかして、体ていのいい厄やつ介かい払ばらいされたってこと!?　くそー！　ヘタレのくせに生意気な！

　私が内心でプンスカ怒おこっていると、蓮見が不ふ審しんそうな顔をした。

　なんだね、文句あるかね。喧けん嘩かなら買うぞこのやろう！

「なんか戻もどりづらいし、行こうか」

「……そうですね」

　不本意ながら頷いた。それにしても綺麗な場所ってどこにあるんだろう。私、場所知らないんだけど。きょろきょろとあたりを見回していると、蓮見に手を引かれた。

「こっち」

　蓮見はよく知っている場所のように迷いなく歩いていく。ここに来たことがあるのかと訊たずねたら、初めて来た場所だと言う。

　え？　じゃあなんでそんなに自信満々に歩けるの？　私なら迷子になるんじゃないかと不安になるのに。

　そう言ってみると、蓮見はすました顔で言った。

「君とは違ちがうから」

　……どういう意味でしょうか。私、迷子になることは滅めつ多たにないんだけどな？

　そんなこんなで蓮見に連れられてやってきたのは海だった。ごつごつした岩がたくさんある岩場で、足下が滑すべりやすい。

　最近自分がドジであることをようやく認めようと思い始めた私は慎しん重ちように歩く。思い始めただけで認めてない。うん、まだ受け止める覚かく悟ごはできていない。

　なんて考えていたら転びそうになって蓮見に助けられました。そろそろ覚悟を決める時が来たようだ。あはは。

　転びそうで怖こわいので、背に腹は代えられないと、私は蓮見の手をしっかり握にぎった。すると蓮見がびくりと体を揺ゆらす。

　そんなに驚かなくても……びしょ濡ぬれになりたくないんだよ。ちょっと我が慢まんしてくれ。




　一生懸命歩いて辿たどり着いたのは洞どう窟くつだった。

　洞窟内の空気はひんやりとしていて心地よい。ここまで来るのが大変だけど、避ひ暑しよにはちょうどいい場所だ。

　綺麗な場所というのは洞窟を抜けた先にあるらしく、薄うす暗ぐらい洞窟内を私たちは進んで行く。

　なんとなく蓮見の体が強こわ張ばっているような気がする。怖いのかな？　って、そういえば手を繫つなぎっぱなしだ！

　さり気なく手を解こうとするが、蓮見がしっかりと握っているため解けない。

　そんなに怖いのかな。ホラー苦手だもんねえ。しょうがない、このままでいよう。私は手を解くのを諦あきらめることにした。

　そして洞窟を抜けた先は、一面が花で覆おおわれていた。

　黄色と赤とピンクと白と紫むらさきとオレンジの色とりどりの花。なんの花だろう？

　私がしゃがみ込んで花を眺ながめていると、蓮見も同じように花を眺めた。

「ガザニア……か」

「この花、ガザニアというんですか？」

「そう。和名、勲くん章しよう菊ぎくだったかな……」

「勲章菊……」

　私は黄色いガザニアを手に取る。まるで小さなヒマワリみたい。

「花言葉は『あなたを誇ほこりに思う』」

「素敵な花言葉ですね」

「ああ、そうだね」

　私がじっと一面のガザニアを眺めていると、蓮見が躊躇ためらいがちに聞いてきた。

「……ねえ、昴すばるとなにかあったの？」

「なにかあった、と言えばありましたね」

「なにがあったか、聞いても？」

　慎重に訊ねる蓮見に、私は顔を上げてにっこり微笑ほほえむ。

「蓮見様にとっても喜ばしいことだと思いますわ。簡単に言いますと、東條様がご自分の本当の気持ちに気付けた、ということです」

「……そっか。それは、確かに喜ばしいことだな」

　私の曖あい昧まいな言葉だけで、蓮見にはきちんと私の言わんとすることが伝わったらしい。

「蓮見様は、東條様の本当の気持ちをご存じで？」

「いや……ただ、昨日の昴は見たこともないくらい必死で、落ち込んでいた。だからそうなんじゃないかと予想していただけだよ」

「……さすが幼おさななじみですわね」

　幼なじみだからこそ、気付けた気持ちの変化だと思う。私は言われる直前まで気付けなかったし。

「でも……よかった。これで心配事が一つ減へった」

「………そうだといいのですが」

　なにせ今はヘタレだからなぁ。先は長いような気がする。

「……これで一人、俺のライバルが減ったわけだ」

「へ……？」

　なんの話ですか？

「なんの話って顔してるけど、忘れたとは言わせない。昴っていうライバルが減った今が、俺にとってはチャンスというわけだ」

「はあ……」

「……まだわからないわけ？　君って本当に鈍いな」

「にぶ……!?」

　私が反論としようと口を開きかけた時、蓮見にぐっと抱き寄せられる。蓮見の顔が近づき、私は動どう揺ようした。

「は、蓮見様……？」

「鈍い君には何度も言わないとわからないようだから、もう一度言う。俺は君が好きだ。障害が一つ減った今、手加減なしで行くから覚悟しておきなよ？」

　ふっと不敵に微笑む蓮見に一いつ瞬しゆん見み惚とれ、そんな自分を誤ご魔ま化かすように、私は蓮見の腕から逃げ出し、負けずに微笑む。
















「できるものなら、どうぞ？　私はそう簡単には、落ちませんわ」

　不敵に微笑んでみせるけど、心臓バクバクだ。ああ、もう。心臓うるさい。

「……面白い。俺は絶対、君を惚ほれさせてみせる」

　そう言った蓮見の目はきらきらと輝かがやいていて、いつもよりもイケメンに見えてドキドキするのはなんでだろう？　いや、きっとこれは気のせい。そう、気のせいに決まっている。

　きっと予想外なことが起きたからだ。

　だけど、私はそれに負けるつもりはない。どんな予想外なことが起きようと、私は美咲様にヒロイン役を譲ゆずり、幸せになれるように頑張るだけだ。

　そんな私の決意を応おう援えんするかのように、ガザニアの花がゆらゆらと揺れた。





おわり
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　はじめまして。増ます田だみりんと申します。

　本作をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　このお話は流は行やっていた悪役令嬢転生ものからちょっと捻ひねって考え、ＷＥＢ上でノリと勢いで書き進めたものです。それがこのように書しよ籍せきという形になり、感無量です。




　さて、本作は大だい嫌きらいな主人公（ヒロイン）に転生してしまい、あんな奴やつになってたまるか！　と奮ふん闘とうするコメディー成分多めのラブコメです。

　……そのはずなんですが、振り返ってみるとただ凛りん花かがお菓子を愛めで、美み咲くを崇あがめる話になった気がします……いったいなぜ……。

　お菓子と美咲を愛し、いろいろと頑がん張ばる方向が間ま違ちがっている凛花と、そんな凛花を呆あきれながら見守る蓮はす見み、いつもは優しいけど怒おこると怖こわい美咲、最後にアレ（最後まで読んでくださった皆さまにはわかるはず！）になった昴すばるの四人の恋こい模も様ようはいかがだったでしょうか。

　くすっと笑ってもらえるようなお話を目指したので、少しでも読者の皆さまを笑顔にできたなら幸いです。




　今回の書籍化にあたり、多くの方に支えていただきました。

　イキイキと凛花たちを描かいてくださった朝あさ日ひ川かわ日和ひより先生。あまりの絵の可か愛わいらしさに叫んだのはいい思い出です。特に昴のアホ毛が愛おしくて仕方ありません。

　制服のデザインや個々の着こなしなど、私が思いつきもしなかったことをご提案していただき、先生のおかげで凛花たちがより一層魅み力りよく的てきになりました。

　落ち込んだ時には、頂いたイラストを見て元気を貰もらいました。本当にありがとうございます。

　なにもかも初めての作業となる私を優しく指導してくださった担当様。途中で予想外な出来事もありましたが、泣き言を言う私を励はげましていただき、その節はありがとうございました。

　担当様とのやりとりはとても楽しくて、ここまでこられたのも、担当様の温かいお言葉のおかげです。本当にお世話になりました！

　また、本作に携わってくださったすべての方に、お礼申し上げます。




　そして、ＷＥＢの時からお付き合いくださった皆さま。

　皆さまの温かいお言葉のおかげで書き続けることができました。こうして書籍化させていただくことになったのも、皆さまの応援あってのことです。本当にありがとうございます。

　最後に、本作をお手に取ってくださった皆さまに最大の感謝を。

　このお話を読んだ皆さまに「ああ、面白かった！」と少しでも思っていただけたら、とても嬉うれしいです。

　たくさんある物語の中から、このお話に興味を持っていただき、ありがとうございました。

　それではいつかまた、どこかでお会いできますように！





某ポテチの再販が決まって嬉しい増田みりん



















著

増田みりん

Mirin Masuda




お茶で有名な県在住。

目下の悩みは、今は幻となった某ピザ味のポテチをいつ食べるか、ということ。

賞味期限ぎりぎりまで粘るべきか、それとも我慢せずに食べるべきか……。

もうかれこれ二カ月くらい悩んでいます。










イラスト

朝日川日和

Hiyori Asahikawa




香川県出身イラストレーター。

旅行と紅茶と固いお菓子がマイブーム。



















イラスト／朝日川日和

デザイン／島田絵里子
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私わたしがヒロインだけど、その役やくは譲ゆずります








増ます田だみりん
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